
 

第１号議案 

 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

 

 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について，次のとお

り提案します。 

 

  令和元年８月９日 

 

                広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵 

 

１ 提案要旨 

  平成 30年度における教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の内容を決定する。 

 

２ 点検及び評価の内容について 

  別紙のとおり 

 

３ 根拠規定 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号） 

第 26条 教育委員会は，毎年，その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を作成し，こ

れを議会に提出するとともに，公表しなければならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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令和元年８月 

 

 

 

広島県教育委員会           
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この報告書は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）

第 26条に基づき実施した，平成 30年度の「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価」の結果について報告するものです。 

 

 



「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」の結果概要について 
 
本県では，概ね 10年後を展望して，県民みんなで目指す姿（将来像）を描き，これを実現する取組の方

向や戦略を示すため，平成 22年 10月に「ひろしま未来チャレンジビジョン」（以下「チャレンジビジョン」

という。）を策定しました。 

また，チャレンジビジョンに基づいて，県教育委員会として取り組む今後の中期的な施策・事業の具体

的内容や数値目標等について，平成 23年３月に「広島県教育委員会主要施策実施方針」（以下「実施方針」

という。）として取りまとめました。 

その後，平成 27年 10月にチャレンジビジョンが改定され，平成 28年２月に「広島県 教育に関する大

綱」（以下「大綱」という。）が策定されたことを踏まえ，改めて，平成 29年２月に実施方針を策定しまし

た。 

引き続き，チャレンジビジョン，大綱，実施方針を一体のものとして，教育基本法（平成 18 年法律第

120 号）第 17 条第２項に定める「教育振興基本計画」に位置付け，「広島で学んで良かったと思える日本

一の教育県の実現」に向けた取組を推進していきます。 

第１ 「点検及び評価」の結果概要 

【８つの施策の評価の理由】 

施策区分 評価 評価の理由 

１ 乳幼児期におけ
る質の高い教育・
保育の推進 

順調 

平成 30年４月に「乳幼児教育支援センター」を設置し，このセンター

を拠点に，幼児教育アドバイザー訪問事業，各種研修，チーム型家庭教

育支援等の取組を着実に実施しています。 

乳幼児期における質の高い教育・保育の充実に向けた取組は緒に就い

たところであり，私立の幼稚園・保育所等との連携等，各取組の更なる

充実を図る必要がありますが，引き続き「遊び 学び 育つひろしまっ

子！」推進プランに基づく施策を総合的に進めることで，プランに掲げ

る５つの力の育成につながると考えられることから「順調」としました。 

２ 「知・徳・体」
のバランスのとれ
た「基礎・基本」
の徹底 

概ね 
順調 

全国学力・学習状況調査における基礎学力が定着している児童生徒の

割合や，「道徳教育の充実」，「体験活動の推進」に関する指標，「児童生

徒の体力・運動能力の向上」に関する指標など，「知・徳・体」それぞれ

に係る事業指標の多くは目標を上回る，または前年度より向上しており，

施策全体としては成果が上がっています。 

一方で，学力に課題がある児童生徒の割合や，不登校児童生徒の割合

などから，学力に課題を持つ子供や，全体指導を基盤とするカリキュラ

ムになじめない子供の存在が一定数，存在することが課題となっていま

す。これに対して個別最適な学びの調査・研究に着手するなど，新たな

対応策を進めていることから「概ね順調」としました。 

３ 「これからの社
会で活躍するため
に必要な資質・能
力の育成を目指し
た主体的な学び」
を促す教育活動の
推進 

概ね 
順調 

「主体的な学び」が定着している児童生徒の割合が伸び悩んでいるも

のの，「課題発見・解決学習」の全県展開に取り組んできた結果，「課題

発見・解決学習」に取り組んでいる学校の割合や，「学びの変革」を理解

している県民の割合は順調に推移するなど，学校・教員・県民の意識は

変わりつつあります。 

引き続き，資質・能力の評価に係る研究やカリキュラム・マネジメン

トなどの取組を通じて，組織的に「課題発見・解決学習」の質的向上に

取り組むことで，児童生徒の主体的な学びを促すことにつながると考え

られることから「概ね順調」としました。 
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施策区分 評価 評価の理由 

４ 一人一人の多様
な個性・能力をさ
らに生かし，他者
と協働しながら新
たな価値を創造し
ていくことができ
る力の育成 

順調 

これからの社会では，多様な価値観を受容し，社会の様々な人々と協

働・協調しながら，一人一人が自己実現と社会貢献を図れるようにする

ことが大切であり，そのためには地域への愛着や誇り，貢献したいとい

う意欲などを有した，多様で厚みのある人材層の形成に向けて取り組む

必要があります。 

この方針のもと，特色ある学校づくりを進めるため，平成 31年４月の

開校・設置に向け，三次中学校の新設など４件の再編整備の準備を進め

たほか，地域に愛着を感じている児童生徒の割合は高水準を維持するな

ど，取組全体が遅れることなく推進されていることから「順調」としま

した。 

５ 教育上特別な配
慮を必要とする児
童生徒等への支援 

概ね 
順調 

「特別支援教育の充実」に関しては，全ての指標が前年度から大きく

改善するなど取組を着実に実施しています。 

一方で，近年，不登校児童生徒の割合が上昇傾向にあり，不登校に係

る支援が喫緊の課題となっているなど，全ての子供たちの能力と可能性

を最大限高めるための対策が急務となっています。 

これに対して，「新たな学力調査」の調査研究の実施や大学進学時の給

付型奨学金の創設など，「学びのセーフティネット」の構築に向けた取組

が着実に推進されていることから「概ね順調」としました。 

６ 教職員の力を最
大限に発揮できる
環境の整備 

概ね 
順調 

ICT の利活用を支える基盤の整備や，授業で ICT を活用できる教員の

割合は依然として全国平均に達していないなど，情報化に対応した教育

の推進の面では遅れが見られるものの，「教職員の資質・指導力の向上」

や「適切な人事管理の推進」に関する指標の実績値は高水準を維持して

いるほか，業務改善については「学校における働き方改革取組方針」や

「運動部活動の方針」を作成するなど，着実に取組を進めており，施策

全体としては成果が上がっていることから，「概ね順調」としました。 

７ 安全・安心な教
育環境の構築 

概ね 
順調 

防災に関する資料を活用した各教科等の授業における防災教育の実施

率が目標値を下回っているなどの課題が見られるものの，昨年度の豪雨

災害を受け，年度末には新たな防災教育の手引を作成するなど，防災教

育の充実を図る手立てを講じたほか，被災した県立学校施設の復旧工事

や土砂災害特別警戒区域内に位置する県立学校施設の安全対策等を計画

的に進めています。 

また，学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の全県立学校

への導入に向けた準備を行うなど，地域と連携した教育も推進されてお

り，施策全体としては成果が上がっていることから，「概ね順調」としま

した。 

８ 生涯にわたって
学び続けるための
環境づくり 

順調 

豪雨災害の影響もあり，歴史民俗資料館，歴史博物館及び頼山陽史跡

資料館の３館合計の入館者数が目標値を若干下回っているものの，学校

の延べ利用回数が大きく向上しているほか，生涯学習振興・社会教育関

係等職員の研修成果の活用割合が 100％に達するなど，生涯にわたって

学び続けるための環境づくりを構築する取組全体が遅れることなく推進

されていることから，「順調」としました。 
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【８つの施策の主な成果・課題等】 

１ 乳幼児期における質の高い教育・保育の推進 

取 組 乳幼児期の教育・保育の充実 

 

主な成果 

平成 30 年４月，「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランに掲げる施策

を総合的に推進する拠点として「乳幼児教育支援センター」を設置しました。 

センターには，幼稚園・保育所等での勤務経験のある専門職員を配置するな

ど，体制を整備し，このセンターを拠点に，幼児教育アドバイザー訪問事業，

幼保小接続の推進，各種の研修等を実施することにより，県内の乳幼児期の教

育・保育の質の向上に取り組みました。 

主な残された課題 

乳幼児期の教育・保育の更なる質の向上を図るため，県内の幼稚園・保育所・

認定こども園（以下「園所」という。）等に対して，本県の乳幼児期の教育・保

育の基本的な考え方に対する理解を深め，実践につながるよう支援する必要が

あります。 

また，令和２年度からの小学校学習指導要領の改訂内容を踏まえ，幼保小連

携教育の充実を図る必要があります。 

主な取組方向 

これまで取り組んできた幼児教育アドバイザー訪問事業や研修等について，

より多くの園所等が活用・参加できるよう，内容や実施方法等の工夫・改善を

行うなどの充実を図ります。 

また，新たに「園内研修を充実させるための研修」を実施し，園所等が継続

的・自立的に保育内容の充実を図ることができるよう支援します。 

達成状況 

（評価） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評価の理由 

平成 30年４月に「乳幼児教育支援センター」を設置し，このセンターを拠点

に，幼児教育アドバイザー訪問事業，各種研修，チーム型家庭教育支援等の取

組を着実に実施しています。 

乳幼児期における質の高い教育・保育の充実に向けた取組は緒に就いたとこ

ろであり，私立の幼稚園・保育所等との連携等，各取組の更なる充実を図る必

要がありますが，引き続き「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランに基

づく施策を総合的に進めることで，プランに掲げる５つの力の育成につながる

と考えられることから「順調」としました。 

主 な 外 部 意 見 

○ 乳幼児期の取組については，急激に成果が出ることは難しく，継続して取

り組んでいくことが重要なので，今後は指標の数値が改善することを期待し

ている。 

○ 乳幼児期の教育・保育の充実に向けては，幼稚園だけでなく保育所なども

含めて，研修の実施など，指導している先生をサポートすることが重要であ

る。 
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２ 「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の徹底 

取 組 「基礎・基本」の徹底 

 

主な成果 

全国学力・学習状況調査のＡ問題（主として知識に関する問題）について，

小学校については，昨年度よりも下がっているものの，小・中学校等いずれも，

全教科で全国平均を上回っており，これまでの調査結果を踏まえた授業改善の

成果が表れています。 

≪平均正答率≫※県は整数値による公表 

         国語Ａ 算数Ａ  全体 

 H30  広島県    73%    66%   69.5% 

    全国      70.7%  63.5%   67.1% 

H29 広島県     77%    81%   79.0% 

    全国   74.8%  78.6%   76.7% 

主な残された課題 

全国学力・学習状況調査のＢ問題（主として活用に関する問題）の正答率が，

Ａ問題と比較すると，依然として低い傾向にあり，児童生徒が自ら課題を見つ

け，これまでに学習した知識を活用しながら，課題の解決に向けて探究的な活

動を行う「課題発見・解決学習」が効果的に実施されていないと考えられます。 

主な取組方向 

全ての小・中学校等が「課題発見・解決学習」の質の向上に効果的に取り組

めるよう，各学校の学力調査等の結果の分析等に役立つ「校内研修支援プログ

ラムＩＰＰＯ」を作成・配付するなど，各学校の授業改善の取組を支援します。 

取 組 ことばの教育の推進 

 

主な成果 
小・中学校で全校一斉読書活動の実施や，「子ども読書の日」に合わせた取組

が実施されるなど，各学校における読書活動が推進されています。 

主な残された課題 

１か月に１冊以上本を読む児童生徒の割合は，緩やかに増加又は維持してい

るものの，目標値には達していないことから，これまでの取組を分析し，特に

効果のあった取組の普及を図ること等を通して，読書習慣の形成に向けた取組

を進める必要があります。 

主な取組方向 
読書習慣の形成に向けた取組を進めるため，効果のあった取組等を示した広

島県子供の読書活動推進計画（第四次）を策定し，普及に努めます。 

取 組 道徳教育の充実 

 

主な成果 

各市町の道徳教育推進協議会や道徳教育パワーアップフォーラムなどの研修

会において，授業研究や実践的な演習を行うことにより，各学校の道徳教育を

推進する道徳教育推進教師の指導力向上に取り組みました。 

主な残された課題 

小・中学校において「特別の教科 道徳」が順次実施となることから，「考え

議論する」道徳の実現を目指して指導方法を工夫し，道徳的実践につながる質

の高い授業を実施することが求められています。 

 ≪「特別の教科 道徳」実施開始年度≫ 

小学校：平成 30年度，中学校：平成 31年度 

主な取組方向 

各市町の道徳教育推進協議会へ指導主事等が訪問し，授業研究や演習を基に，

「特別の教科 道徳」に求められる指導方法等を具体的に指導するとともに，

道徳教育パワーアップフォーラムにおいて，実践発表や授業づくりに向けた演

習・協議，講演などを行い，「特別の教科 道徳」の一層の理解の深化を図り

ます。 

-4-



 

取 組 生徒指導上の諸問題対策の推進 

 

主な成果 

暴力行為，不登校，中途退学などの生徒指導上の諸課題が大きい学校を集中

対策指定校及び実践指定校に指定し，教員を加配（集中対策２名，実践１名）

するとともに，学校訪問や連絡協議会等を通して，組織的な生徒指導体制及び

教育相談体制の構築に向けた指導を行いました。 

主な残された課題 

暴力行為の発生件数が前年度を上回っていることから，生徒指導体制及び教

育相談体制の更なる充実を図る必要があります。 

また，近年特に，不登校児童生徒の割合が上昇傾向にあることから，不登校

に係る支援を喫緊に充実させる必要があります。 

≪暴力行為発生件数（集中対策・実践）≫ 

H29：7.4件⇒ H30：10.8件 

≪不登校児童生徒の割合（集中対策・実践）≫ 

H29：1.55％⇒ H30：2.04％ 

≪中途退学率（集中対策・実践）≫ 

H29：3.0％⇒ H30：3.7％ 

主な取組方向 

集中対策指定校及び実践指定校において，児童生徒の個の特性に応じた組織

的な生徒指導体制の充実に取り組むとともに，生徒指導主事研修等において指

定校の取組を周知し，県内全ての学校の組織的な生徒指導体制の充実を図りま

す。 

また，令和元年度はモデル校として，不登校等児童生徒支援指定校を新たに

指定し，教員を加配した上で，校内適応指導教室の環境整備・周知及び個々の

特性に応じた学習指導・支援を行うとともに，学級集団への適応度や児童生徒

の態様の変化等を早期に把握するためのアセスメントアンケートを実施し，個

や集団への組織的な支援につなげます。 

さらに，東京大学先端科学技術研究センターと連携し，体験を通して児童生

徒の知的好奇心を喚起し，社会とのつながりを促す学びの場を提供します。 

取 組 児童生徒の体力・運動能力の向上 

 

主な成果 

全国体力・運動能力，運動習慣等調査の体力合計点平均値の全国トップ県と

の差は，小・中学校男子において，過去最小となりました。また，小・中学校

女子においても，平成 28年度の基準値と比較すると，小学校女子は 0.56点，

中学校女子は 0.33点，全国トップ県との差を縮小することができています。 

主な残された課題 

体力合計点の全国トップ県との差は長期的にみると縮小傾向にあるものの，

小・中学校ともに男子よりも女子の方が，全国トップ県との差が大きい傾向が

見られ，女子の児童生徒の体力・運動能力の一層の向上を図る必要があります。 

主な取組方向 

体力つくり推進リーダー等を対象とした研修会等において，仲間との関わり

やゲーム性を高める等，楽しみながら体を動かす方法についての協議や演習を

行うことにより，とりわけ女子の運動嫌いを減少させる視点での授業改善等に

取り組みます。 
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取 組 キャリア教育の推進と高校生の就業能力の強化 

 

主な成果 

進路指導主事研修や進路指導・キャリア教育部会において，「わたしのキャリ

アノート」の活用について，周知・徹底を図ったことにより，持ち上がり率（中

学校から高等学校）は，前年度から 3.7ポイント上昇し 71.8％となり，校種を

越えた系統的なキャリア教育を推進する学校が着実に増えてきています。 

主な残された課題 

中学校から高等学校への「わたしのキャリアノート」の持ち上がり率は着実

に増加しているものの，生徒の系統的なキャリア教育を推進する取組として，

キャリアノートを十分に活用できていない学校がみられます。 

さらに，文部科学省においては，新しい小学校及び中学校学習指導要領で，

特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じたキャリア教育を進めることにし

たほか，平成 30年度に「キャリアパスポート」を作成するなど，キャリア教育

の一層の充実が求められています。 

主な取組方向 

キャリア教育の更なる充実に向け，進路指導主事研修や進路指導・キャリア

教育部会において，新学習指導要領の趣旨を踏まえ，特別活動を要としつつ，

各教科等の特質に応じたキャリア教育の充実を図るとともに，「わたしのキャリ

アノート」の活用の意義について,理解を深め，生徒の社会的・職業的自立に向

けて，必要な能力の育成に資する取組の充実を図ります。 

また，文部科学省が作成した「キャリアパスポート」と本県が独自に作成・

活用してきた「わたしのキャリアノート」の内容等を比較検討し，各学校が活

用しやすく，校種を越えた系統的なキャリア教育が推進できる内容，方法等を

検討します。 

達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

全国学力・学習状況調査における基礎学力が定着している児童生徒の割合や，

「道徳教育の充実」，「体験活動の推進」に関する指標，「児童生徒の体力・運動

能力の向上」に関する指標など，「知・徳・体」それぞれに係る事業指標の多く

は目標を上回る，または前年度より向上しており，施策全体としては成果が上

がっています。 

一方で，学力に課題がある児童生徒の割合や，不登校児童生徒の割合などか

ら，学力に課題を持つ子供や，全体指導を基盤とするカリキュラムになじめな

い子供の存在が一定数，存在することが課題となっています。これに対して個

別最適な学びの調査・研究に着手するなど，新たな対応策を進めていることか

ら「概ね順調」としました。 

主 な 外 部 意 見 

○ 生徒指導上の諸課題の解決に当たっては，スクールカウンセラーやスクー

ルソーシャルワーカーなどの外部の力を借りることが重要であり，教員が授

業などに専念できる環境整備の推進が求められる。 

○ キャリア教育については，広島県がトップランナーだと評価している。「わ

たしのキャリアノート」は，通信簿ではないもう一つの通知表を作るという

コンセプトで始まったと認識しているが，引き続き丁寧に進めてほしい。 

○ 基礎学力の習得には，家庭環境や，学校図書館などを通じて活字文化に触

れることができる環境が重要である。 

○ 「子ども司書」の取組については，数的拡大を図れてきていることは評価

できる。次の段階として,「子ども司書」になった子供達がリーダーとして活

躍しているか（できているか）など，質的な成果が上がっているかを評価し

てもよいのではないか。 
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３ 「これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学び」を促す教育

活動の推進 

取 組 新しい教育モデルの構築に向けた教育環境の整備 

 

主な成果 

広島叡智学園については，国内外の有識者や教育機関等と連携し，教育内容

や教育環境の詳細について整理するとともに，外国人を含む教員の採用・育成

や入学者選抜の実施など，開校に向けた諸準備を行いました。県内だけでなく，

県外からも多く志願があり，開校１年目の入学志願者数は，定員 40 人に対し

372人で，9.3倍という状況でした。 

主な残された課題 

世界中のどこにいても活躍できるリーダーを育成するため，特色あるカリキ

ュラムを開発・充実させるとともに，広島叡智学園で先導的に実践した取組を

県内全域に広め，県全体の教育水準を向上させることが必要です。 

主な取組方向 

国際協働型プロジェクト学習など，特色あるカリキュラムの内容を充実し，

実践研究・運用改善を図るとともに，指導法，評価法などの工夫改善を行って

いきます。 

また，授業公開や教員向け研修会などの積極的な実施するなど，広島叡智学

園の教育実践の取組を県内全域に広めていく仕組みづくりを進めます。 

取 組 「課題発見・解決学習」の推進 

 

主な成果 

中学校では，児童生徒の「主体的な学び」に関する調査項目への肯定的な回

答の割合が昨年度より増加するなど，各学校における取組の成果が表れていま

す。 

主な残された課題 

授業において「主体的な学び」に向かっていない児童生徒が１割程度みられ

ることなどから，全体指導を基盤とするカリキュラムだけでは，主体的に学ぶ

ことが困難である児童生徒が一定数いることが予想されます。 

また，国において，「公正に個別最適化された学び」を実現する多様な学習機

会や場の提供など，これからの社会(Society5.0)に求められる学びの在り方等

が示されましたが，その実現に向けたカリキュラム等の調査研究の必要があり

ます。 

主な取組方向 

児童生徒一人一人の学びの在り方に焦点を当て，全ての児童生徒の「主体的

な学び」の実現に向けて，イエナプランをはじめとする子供の多様性を前提と

した教育プログラムや，東京大学先端科学技術研究センター等における実践的

な取組事例を参考として，個人の進度や能力・関心に応じた学びの場づくりや，

異年齢・異学年集団での協働学習の促進など，個別の状況に応じたカリキュラ

ム等の在り方について調査研究を行います。 
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取 組 異文化間協働活動の推進 

 

主な成果 

市町が実施するグローバルキャンプへの支援や，小・中学校と連携した県立

学校の海外姉妹校受入への支援を行うとともに，新たに海外教育行政機関と連

携したオーストラリアクイーンズランド州への高校生派遣や，民間事業者等と

連携してより低額な短期留学プログラムの開発などを実施しました。 

主な残された課題 

高校段階での留学経験者数は着実に増加傾向にあるものの，短期留学プログ

ラムの実施時期等について，生徒と保護者の認知度が低いことや，姉妹校提携

を結んではいるものの，相手校と十分な交流ができていない学校があるなどの

課題があります。 

主な取組方向 

県教委ホームページや留学フォーラムなどのイベント等を活用し，短期留学

プログラムの認知度の向上を図ります。 

また，より低額な短期留学プログラムの開発を促進し，県内の学校へ提供す

るとともに，県立学校における姉妹校交流が更に充実するよう，姉妹校交流計

画に基づいた各学校のニーズを踏まえた支援を行うとともに，新たな姉妹校提

携を働きかけます。 

達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

「主体的な学び」が定着している児童生徒の割合が伸び悩んでいるものの，

「課題発見・解決学習」の全県展開に取り組んできた結果，「課題発見・解決学

習」に取り組んでいる学校の割合や，「学びの変革」を理解している県民の割合

は順調に推移するなど，学校・教員・県民の意識は変わりつつあります。 

引き続き，資質・能力の評価に係る研究やカリキュラム・マネジメントなど

の取組を通じて，組織的に「課題発見・解決学習」の質的向上に取り組むこと

で，児童生徒の主体的な学びを促すことにつながると考えられることから「概

ね順調」としました。 

主 な 外 部 意 見 

○ 課題発見・解決学習については，量的拡大を目指すあまり，形にとらわれ

過ぎて，追及している課題が必ずしも本質に迫るものになっていない状況も

みられる。各学校が変わりつつあるのは事実だが，より「深い」学びには至

るためには，教員に更なる指導力を身に付けさせることが重要である。 

○ 「学びの変革」を先導的に実践する広島叡智学園について，どういったノ

ウハウを共有すれば他の学校で「学びの変革」の取組が進むのかをしっかり

考えながら，成果を発信・共有していってもらいたい。 

○ カリキュラム・マネジメントは単なる授業改善で終わってはいけない。児

童生徒の資質・能力の育成につながる教科横断的な教育課程となるよう，学

校全体で教育活動や組織運営などの改善に取り組めるようになることが重要

であり，カリキュラム・マネジメントの捉え方や進め方について，しっかり

と研究を行っていただきたい。 

○ これからの時代に必要となるコンピテンシーが向上していることが重要で

あり，本当に向上しているかをきちんと評価しながら取組を進めていくこと

が必要。 
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４ 一人一人の多様な個性・能力をさらに生かし，他者と協働しながら新たな価値を創造していくこと

ができる力の育成 

取 組 多様で厚みのある人材層の形成に向けた県立学校の体制整備 

 

主な成果 

１学年１学級規模の全日制高等学校が実施する活力ある教育活動の実施や全

校生徒数の確保に向けた取組が，より一層積極的かつ効果的に進められるよう，

必要な指導・助言を行うとともに，生徒が地域で活動するための費用や，学校

広報費用などについて支援しました。 

その結果，学校全体が活気づいている学校や，新入学生徒数や全校生徒数が

増加している学校があります。 

主な残された課題 

今後ますます児童生徒数の減少が見込まれ，全校生徒数の確保が難しい状況

が続くことから，各学校において，引き続き，地域や市町と連携しながら，更

なる学校の活性化や全校生徒数の確保に向けた取組を進めていく必要がありま

す。 

主な取組方向 

各学校において，活力ある教育活動の実施や全校生徒数の確保に向けた取組

が，それぞれの課題や実情を踏まえながら，より一層積極的かつ効果的に進め

られるよう，引き続き支援を行います。  

 

主な成果 

「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画」に基づき決定した，次の再

編整備４件について，学校訪問等により準備状況などを定期的に把握しつつ，

必要な指導・助言を行い，平成 31年４月に開校・設置しました。 

・ 三次高等学校内に県立中学校を新設し，併設型中高一貫教育校を開校 

・ 庄原格致高等学校普通科に「医療・教職コース」を設置 

・ 吉田高等学校に「探究科」を設置 

・ 呉工業高等学校（定時制課程）に「キャリアデザイン科」を設置 

主な残された課題 
各学校において，生徒や保護者，県民の期待に応えることのできる教育活動

が円滑に実施されていく必要があります。 

主な取組方向 
各学校の教育活動の状況などについて，学校訪問等により定期的に把握し，

必要な指導・助言を行っていきます。 

取 組 現代的・社会的な課題等に対応した学習の推進 

 

主な成果 
自分の住んでいる地域に愛着を感じている児童生徒の割合が継続して９割を

超えています。 

主な残された課題 
９割の児童生徒が自分の住んでいる地域に愛着を感じているものの，ここ３

年間，ほぼ横ばいの状況です。 

主な取組方向 

指導主事等会，また，広島県教育研究会社会科部会の研究大会等，社会科担

当教員が集まる機会，学校訪問等の機会を利用し，「郷土ひろしまの歴史Ⅰ・

Ⅱ」の積極的な活用が図られるよう働きかけます。 

 

主な成果 

教務主任研修等において，学校全体で取り組む政治的教養の教育の在り方や

他校の好事例を紹介するとともに，副教材「私たちが拓く日本の未来」等の活

用を促しました。 

主な残された課題 

各校では，公民の授業を中心に取組を進めているものの，総合的な学習の時

間や特別活動では単発的な取組にとどまっており，学校教育全体を通した取組

としていくことに課題がみられます。 

主な取組方向 

教務主任研修において，引き続き学校全体での取組を働き掛けるとともに，

教科の研修において，他校の好事例を紹介したり，政治的教養の教育の手引等

の活用を促したりするなど，学校教育全体の取組の充実を図ります。 
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達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

これからの社会では，多様な価値観を受容し，社会の様々な人々と協働・協

調しながら，一人一人が自己実現と社会貢献を図れるようにすることが大切で

あり，そのためには地域への愛着や誇り，貢献したいという意欲などを有した，

多様で厚みのある人材層の形成に向けて取り組む必要があります。 

この方針のもと，特色ある学校づくりを進めるため，平成 31年４月の開校・

設置に向け，三次中学校の新設など４件の再編整備の準備を進めたほか，地域

に愛着を感じている児童生徒の割合は高水準を維持するなど，取組全体が遅れ

ることなく推進されていることから「順調」としました。 

主 な 外 部 意 見 

○ ＡＩ時代において，人間がやるべきことは「感動を生み出すこと」と「人

を共感させること」であり，そのためには異なる専門の人が集まって議論す

ることが必要。この点で，広島県でも少しずつ取組が進んできているが，ぜ

ひ広島叡智学園で先導的に実践してほしい。 

○ 地域社会の必要性やニーズに対応した高等学校の改革が着実に進んでいる

と評価できる。学校と地域との協働がますます重要になってきており，地域

創生の視点を大切にした支援を期待したい。 
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５ 教育上特別な配慮を必要とする児童生徒等への支援 

取 組 特別支援教育の充実 

 

主な成果 

「気になる生徒の支援につなげるチェックリスト－個別の指導計画作成ファ

ーストステップ－」（以下「チェックリスト」という。）を作成し，市町の指

導主事や高等学校の特別支援教育コーディネーター等を対象に研修を行いまし

た。 

これらの取組により，特別な支援を必要とする幼児児童生徒の見極めの精度

が高まり，個別の指導計画等の作成率は上昇しました。 

主な残された課題 

個別の指導計画等を作成している学校の割合は上昇しているものの，公立の

幼小中，高等学校等での一貫した支援が行われるためには，それぞれの場にお

いて特別な支援を必要とする全ての幼児児童生徒に対応した個別の指導計画等

の作成が必要です。また，校種間の連携を目的とした活用が十分に図られてい

ない状況が見られます。  

主な取組方向 

特別支援学校の教育相談主任や高等学校の特別支援教育コーディネーター，

市町の指導主事等を対象とした研修会，不登校等児童生徒支援事業指定校や幼

稚園等を対象とした説明や研修会において，チェックリストの活用について紹

介し，個別の指導計画等の作成や活用を促進していきます。 

 

主な成果 

高等学校における通級による指導が制度化されたことから，対象生徒決定の

プロセスを示しました。今年度は，通級による指導の前段階となる特別支援学

校の教育相談主任等による高等学校の生徒への直接支援を１校で実施しまし

た。 

主な残された課題 
高等学校において，通級による指導に先立って必要となる個別の計画等の作

成率が 100％に達していません。 

主な取組方向 

引き続き，特別支援教育コーディネーターの専門性の向上を図り，個別の計

画等の作成を，引き続き促進します。 

また，高等学校からの通級による指導等の実施に関する相談に対し，関係課

と連携しながら，丁寧に学校をサポートし，支援を必要とする生徒や学校等へ

の支援の充実を図っていきます。 

取 組 家庭の経済状況等に応じた適切な支援 

 

主な成果 

高校生の学費負担を軽減する制度について，パンフレット・ＨＰの改善や未

申請者に働きかけることを徹底したことにより，申請率を高水準で維持できま

した。 

≪広島県高校生等就学支援金（授業料等支援）≫ 

申請率 H28:99％→H30：99％ 

≪広島県高校生等奨学給付金（授業料等以外の教育費支援）≫ 

申請率 H28:65％→H29:93％→H30：91％ 

主な残された課題 

未申請者は減少していますが，制度を知らない，理解していないなど，支援

が必要な世帯に対して必要な情報が十分に行き届いていない状況が見られま

す。 

主な取組方向 
引き続き，学校と連携し，高等学校等就学支援金や広島県高校生等奨学給付

金制度の丁寧な説明や働きかけに努め，制度の利用促進を図ります。 
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取 組 様々な困難を抱えた子供・若者への支援 

 

主な成果 

学力に課題のある児童生徒へのきめ細かい指導の充実を目指し，小学校低学

年段階からの学習のつまずきとその改善状況を継続的に把握するための「新た

な学力調査」の研究開発に着手しました。また，「学力フォローアップ校」（小

学校 20 校）及び「学力向上推進地域」（10 中学校区）を指定し，各学年段階

での個別指導の改善について実践的な研究を開始しました。 

主な残された課題 

「新たな学力調査」の令和２年度の本実施に向け，調査内容や調査方法につ

いて研究開発を進めるため，学校での先行的な調査を実施する必要があります。

また，「学力フォローアップ校」及び「学力向上推進地域」における授業研究

の質を更に向上させ，個別指導の改善事例の収集を進める必要があります。 

主な取組方向 

「新たな学力調査」について，有識者の意見や学力フォローアップ校の取組

を踏まえながら，学力フォローアップ校 20校において，先行調査を実施します。

また，「学力フォローアップ校」及び「学力向上推進地域」における実践交流

や訪問指導を通じ授業研究の取組を充実させるとともに，改善事例の収集と普

及に努めます。 

達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

「特別支援教育の充実」に関しては，全ての指標が前年度から大きく改善す

るなど取組を着実に実施しています。 

一方で，近年，不登校児童生徒の割合が上昇傾向にあり，不登校に係る支援

が喫緊の課題となっているなど，全ての子供たちの能力と可能性を最大限高め

るための対策が急務となっています。 

これに対して，「新たな学力調査」の調査研究の実施や大学進学時の給付型奨

学金の創設など，「学びのセーフティネット」の構築に向けた取組が着実に推進

されていることから「概ね順調」としました。 

主 な 外 部 意 見 

○ 一時期，教育上特別の支援を必要とする子供たちも通常の学級で学ばせる

という風潮があったが，世界的に見て，その子にとって最適な環境で学べる

ということが「平等」の意味であり，近年，これが広く認知されつつある。

広島県の特別支援教育は，この観点を踏まえ，保護者をサポートするシステ

ムを考えてきており，評価されるべき。引き続き，児童生徒の情報を共有し

ながら進めていってほしい。 

○ 「新たな学力調査」は研究的で非常に良い取組であり，学力に大きな課題

がある子供達に寄り添うような取組を丁寧に行っていることは積極的にＰＲ

していってもらいたい。 

○ 特別支援教育に関する指標の多くは目標を達成しており，また，「学びのセ

ーフティネット」に関する取組を着実に実施していることは，施策が順調に

進んでいると評価できる。 
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６ 教職員の力を最大限に発揮できる環境の整備 

取 組 教職員の資質・指導力の向上 

 

主な成果 

校長・市町教育委員会の代表者や大学等の学識経験者等で構成する広島県教

員等資質向上協議会において，校長，教頭，部主事，主幹教諭，指導教諭，教

諭，養護教諭及び栄養教諭として求められる資質に関する指標（暫定版）をそ

れぞれ作成しました。 

主な残された課題 
令和元年度の指標の完成に向けて，各指標（暫定版）の改善・見直しを行う

必要があります。 

主な取組方向 

各指標（暫定版）について，学校や市町教育委員会等からの意見を踏まえな

がら，指標の改善・見直しを図ります。特に，教諭の指標については，大学の

アンケート結果を反映させた見直しを行います。 

また，広島県教員等資質向上協議会の開催を通じて，指標（完成版）の作成

に取り組みます。 

取 組 適切な人事管理の推進 

 

主な成果 

昨今の社会的な意識の変化やわいせつ・セクハラ行為の不祥事が後を絶たな

い状況を踏まえ，平成 30年８月に「懲戒処分の指針」を改正し，指針の冒頭の

総則規定の「第１ 基本事項」の中に「わいせつな行為等に係る量定の決定」

についての項目を新たに設けて，特にわいせつ・セクハラ事案に対する処分量

定の決定に当たっては，処分権者としてより厳しい姿勢で臨むこととしました。 

≪懲戒処分件数≫ 

H30：８件（H29：17件） うち，懲戒免職 H30：２件（H29：７件） 

主な残された課題 

不祥事根絶に向け，個々の教職員に規範意識を常に高く維持させ，組織とし

ての学校が不祥事を起こさない体制を整えるため，各研修において，「服務規

律の確保」「危機管理」「生徒指導」「教育相談」等，幅広く，不祥事防止対

策につながるような実践的な研修内容をより一層工夫する必要があります。 

主な取組方向 

教職員による不祥事の未然防止や早期発見に努めるため，引き続き，校内研

修等を実施するとともに，一人一人が不祥事を自分のこととして考えられるよ

う，研修内容の分析等を行い，改善・充実を図ります。 

また，不祥事防止委員会の機能強化や児童生徒，保護者向けの相談窓口の周

知徹底に努めます。 

取 組 業務改善の推進 

 

主な成果 

県教育委員会において「運動部活動の方針」を策定し，市町にも作成を働き

かけたことにより，21市町において「設置する学校に係る運動部活動の方針」

が策定されました。また，教員の部活動指導の負担を軽減するため，中学校に

部活動指導員を配置する２市（６校）に対して補助を行いました。 

主な残された課題 

「運動部活動の方針」において定めた休養日及び活動時間の基準に沿った活

動が行われるよう，継続的な支援を行うとともに，「文化部活動の方針」を策

定する必要があります。 

主な取組方向 

「運動部活動の方針」が未策定の市に対して，策定を働きかけるとともに，

部活動指導に係る更なる負担軽減のため，部活動指導員を配置する市町に補助

を行います。 

また，県教育委員会において「文化部活動の方針」を策定し，その方針を踏

まえた取組を各県立学校で進めます。 
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取 組 情報化に対応した教育の推進 

 

主な成果 

初任者研修において，情報モラルの児童生徒への指導方法や，校内での情報

セキュリティ対策について研修を実施しました。 

また，県警サイバー犯罪対策課と連携し，教育センターの専門研修講座を実

施するとともに，指導資料「学校現場のためのサイバーセキュリティ必携」を

作成しました。 

主な残された課題 

多様化する情報社会で，児童生徒が自らの行動に責任を持ち，有害情報等か

ら身を守り，加害者にも被害者にもならないため，知識や指導方法等の情報モ

ラル教育の一層の充実に向け，教員の指導力の向上を図っていく必要がありま

す。 

主な取組方向 

初任者研修では引き続き，基礎的な情報モラルや情報セキュリティについて

研修を実施するとともに，教育センターの専門研修講座においては，サイバー

犯罪対策や情報セキュリティ対策について，正しく学校の情報資産を守るため

の基本的な知識及び技能を身に付け，情報安全教育や情報倫理教育の更なる充

実を図ります。 

また，県教育委員会が主催する生徒指導に関する連絡協議会等において，「学

校現場のためのサイバーセキュリティ必携」を用いた研修を行います。 

達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

ＩＣＴの利活用を支える基盤の整備や，授業でＩＣＴを活用できる教員の割

合は依然として全国平均に達していないなど，情報化に対応した教育の推進の

面では遅れが見られるものの，「教職員の資質・指導力の向上」や「適切な人事

管理の推進」に関する指標の実績値は高水準を維持しているほか，業務改善に

ついては「学校における働き方改革取組方針」や「運動部活動の方針」を作成

するなど，着実に取組を進めており，施策全体としては成果が上がっているこ

とから，「概ね順調」としました。 

主 な 外 部 意 見 

○ ＩＣＴリテラシーを身に着けることは，これからの社会を生きる児童生徒

たちには必要なことであり，ＩＣＴ環境の整備を進める必要がある。同時に，

教員の研修も並行して行う必要がある。 

○ メンタルヘルス対策については，結果として病気休職者の減少につながっ

ているかどうか，研修の成果を把握するとともに，その結果を研修内容の充

実・改善に活かしていくことが重要である。 

○ 業務改善については，各学校自らが考えて，やっている仕事に優先順位を

つけることができるようになることが重要であり，そうした力を育成できる

ようなマネジメント研修となるよう期待している。また，教員の確保は，学

校運営の基盤となることなので，引き続き力を入れて取り組んでもらいたい。 
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７ 安全・安心な教育環境の構築 

取 組 安全・安心な学校環境の整備 

 

主な成果 

地域の実情に応じた，より効果的な防災教育を実施するため，これまで実施

されてきた実践事例の収集を行い，平成 30年７月豪雨災害を踏まえた「広島県

自然災害に関する防災教育の手引[別冊]」を平成 31年３月に作成しました。 

主な残された課題 
防災教育を学校教育全体で推進するためには，教科等横断的な視点での授業

や避難訓練等，様々な機会をとらえた実効性のある実践が必要です。 

主な取組方向 

「広島県自然災害に関する防災教育の手引[別冊]」を活用するとともに，児

童生徒の災害対応力が更に向上するような好事例の紹介等により，教職員に対

する研修内容を充実させます。 

取 組 家庭教育への支援 

 

主な成果 

地域の子育てボランティア等によるチーム型家庭教育支援に取り組む市町の

活動を紹介する場の設定や広報等により支援するとともに，その他の市町に対

し，体制整備に向けた働きかけを行ったところ，新たに１市でチームが設置さ

れ，４市町においてチームの立ち上げの準備が進んでいます。 

主な残された課題 
チーム型家庭教育支援の実施に必要な人材やノウハウの不足等により，未実

施の市町があります（平成 30年度は５市町で実施，４市町で実施準備中）。 

主な取組方向 

チーム型家庭教育支援の事例等を未実施市町に提供することなどにより，各

市町における家庭教育支援チーム設置の拡大を図り，家庭教育支援活動の充実

を図ります。 

取 組 学校・家庭・地域が連携した教育の推進 

 

主な成果 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 47条の改正等を受け，学校運営

協議会制度（コミュニティ・スクール）を全県立学校で導入することとし，各

学校長への丁寧な説明や研修会を実施するとともに，関係規則・要綱等の策定

など諸準備を行いました。 

主な残された課題 

学校運営協議会の効果的な運営には，学校運営協議会制度の趣旨とともに，

学校の目標やビジョンを十分に理解した上で，学校を支えていただける方に就

任していただく必要があります。 

主な取組方向 

校長や管理職を対象に，学校運営協議会導入に係る研修会や相談会等を実施

するとともに，委員に対しても研修会を実施するなど，学校運営協議会が初年

度から円滑に実施できるよう，教育委員会と学校が一緒になって取り組んでい

きます。 

達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

防災に関する資料を活用した各教科等の授業における防災教育の実施率が目

標値を下回っているなどの課題が見られるものの，昨年度の豪雨災害を受け，

年度末には新たな防災教育の手引を作成するなど，防災教育の充実を図る手立

てを講じたほか，被災した県立学校施設の復旧工事や土砂災害特別警戒区域内

に位置する県立学校施設の安全対策等を計画的に進めています。 

また，学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の全県立学校への導

入に向けた準備を行うなど，地域と連携した教育も推進されており，施策全体

としては成果が上がっていることから，「概ね順調」としました。 

-15-



 

主 な 外 部 意 見 

○ 未曽有の大災害が頻発する近年，命を守る取組は特に重要である。ハード

対策だけでなく，防災教育というソフト対策も必要であり，引き続き，両輪

で取り組んでもらいたい。 

○ ７月豪雨災害は，学校と地域の連携や，防災教育の充実など様々な面で大

きな影響を与えたものであり，引き続き，この災害を学びの機会としていた

だきたい。 

○ 昨年度以降，コミュニティ・スクールを始め，学校と地域の協働について

大きく関心が高まった年であったと評価しており，今後の成果に期待したい。 
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８ 生涯にわたって学び続けるための環境づくり 

取 組 生涯学習・社会教育を進める環境づくり 

 

主な成果 

公民館等に社会や地域の課題解決に関する講座企画に役立つ情報（公民館等

お役立ち情報）を提供すると共に，「公民館等活性化モデル事業」により優良事

例を掘り起して助成するといった支援を行いました。 

主な残された課題 
公民館等が人材や情報のネットワークを生かし，地域の学習拠点として機能

していくための継続的な支援が課題となっています。 

主な取組方向 
公民館等において，引き続き，社会や地域の課題に対応した学習機会を充実

させていくため，新たなコンテンツ（家庭教育講座教材等）の提供を行います。 

取 組 優れた文化に親しむ環境づくり 

 

主な成果 

幅広い県民の興味関心に応える展示（北原コレクション展，守屋壽コレクシ

ョン）と，調査研究成果に基づく地域密着の展示（霧に包まれた古墳の謎，発

掘された日本列島 2018）をバランスよく開催しました。 

主な残された課題 

豪雨災害の影響等もあり，各施設の入館者数・利用者数は昨年度から減少し

ていますが，各施設の入館者数・利用者数の目標値を達成できるよう，展示に

対する多様なニーズの把握や改善に努め，展示・公開方法を工夫する必要があ

ります。 

主な取組方向 

引き続き，幅広い県民の興味関心に応える展示と調査研究成果に基づく地域

密着の展示を，バランスよく開催するとともに，県内外の博物館施設の工夫も

取り入れながら，新たな視点や工夫を凝らした魅力ある展示を行います。 

達 成 状 況 

（ 評 価 ） 
順調    概ね順調    やや遅れ    遅れ 

 

評 価 の 理 由 

豪雨災害の影響もあり，歴史民俗資料館，歴史博物館及び頼山陽史跡資料館

の３館合計の入館者数が目標値を若干下回っているものの，学校の延べ利用回

数が大きく向上しているほか，生涯学習振興・社会教育関係等職員の研修成果

の活用割合が 100％に達するなど，生涯にわたって学び続けるための環境づく

りを構築する取組全体が遅れることなく推進されていることから，「順調」とし

ました。 

主 な 外 部 意 見 

○ 博物館については，貴重な資料だからといって万遍なく展示するのではな

く，来館者に展示の物語・ストーリーをしっかりと伝えることが重要であり，

ストーリー上重要な資料に焦点化した展示とするなどの工夫が必要ではない

か。 

○ 令和元年度は「子供の読書活動推進計画」が改定される年である。県立図

書館については，これまでも「教員のための図書館活用講座」など実施して

いるが，より一層，学校と連携しながら計画の推進に取り組んでもらいたい。 

○ 公民館の活性化に向けた取組については，県内の公民館２館が文部科学大

臣表彰の優秀館を受賞するなど，取組の成果が表れてきており，評価したい。 

第２ 「点検及び評価」に当たっての外部意見 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第２項に規定する，教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用に係り，教育委員会自らが行った点検及び評価の結果について，次の二者から意見

を聴取した。 

・ 小原 友行（こばら ともゆき）   福山大学 人間文化学部人間文化学科 教授 

・ 曽余田 浩史（そよだ ひろふみ）  広島大学大学院 教育学研究科 教授 

※ 50 音順に掲載 
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ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）    人づくり人づくり人づくり人づくり   新たな経済成長   安心な暮らしづくり   豊かな地域づくり 

 

教育に関する大綱「広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現」    一人一人が，生涯にわたって主体的に学び続け，多様な人々と協働して新たな価値を創造する人づくり   総 論  ◆本県教育の現状 ◆本県の育成すべき人材 ◆「広島らしい」教育の推進 ◆オール広島県で取り組む「日本一の教育県」の実現   
 

広島県教育委員会主要施策実施方針 ８つの柱 各柱のねらい 30 の取組 １ 乳幼児期における質の高い教育・保育の推進 乳幼児期における教育・保育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培い，その後の学校教育における生活や学習の基盤となる役割を担う重要なものであることから，その内容の改善・充実を図り，小学校教育との接続を一層強化する。 （１）乳幼児期の教育・保育の充実 ２ 「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の徹底 初等中等教育段階は，生涯にわたる学習の基礎を培う重要な時期であることから，乳幼児期までに培った力を生かしながら小学校教育を充実させ，中学校以降の教育へと円滑に接続させていく。 特に，今後，児童生徒の「主体的な学び」を促す教育活動を全県的に展開していくことから，その土台となる「基礎・基本」の確実な定着を図り，児童生徒に「確かな学力」，「豊かな心」，「健やかな体」をバランスよく育成する。 
（１）「基礎・基本」の徹底 （２）ことばの教育の推進 （３）道徳教育の充実 （４）体験活動の推進 （５）生徒指導上の諸問題対策の推進 （６）健康教育の推進 （７）食育の推進 （８）児童生徒の体力・運動能力の向上 （９）キャリア教育の推進と高校生の 就業能力の強化 ３ 「これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学び」を促す教育活動の推進 児童生徒一人一人の「基礎・基本」の確実な定着を目指した教育活動に加え，「知識を活用し，協働して新たな価値を生み出せるか」を重視し，「これからの社会で活躍していくために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学び」を促す教育活動，すなわち「学びの変革」を全国に先駆け，全県的に展開する。 （１）新しい教育モデルの構築に向けた教育環境の整備 （２）「課題発見・解決学習」の推進 （３）異文化間協働活動の推進 ４ 一人一人の多様な個性・能力をさらに生かし，他者と協働しながら新たな価値を創造していくことができる力の育成 一人一人が生涯にわたって自己の能力と可能性を最大限に高め，多様な個性・能力をさらに伸ばし生かしていく中で，多様な価値観を受容し，社会の様々な人々と協働・協調しながら，新たな価値を創造していくことができる力を育成しつつ，自己実現と社会貢献を図ることができるようにする。 また，本県がさらなる成長や持続的な発展を遂げていくため，我が国や郷土の伝統や文化についての理解を深め，広島への深い愛着や広島で学んだことへの誇り，将来広島に貢献したいという意欲などを有した，多様で厚みのある人材層を形成する。 
（１）多様で厚みのある人材層の形成に向けた県立学校の体制整備 （２）現代的・社会的な課題等に対応した学習の推進 （３）ジュニアスポーツの推進 ５ 教育上特別な配慮を必要とする児童生徒等への支援 全ての子供が，生まれ育った環境や障害の有無などにかかわらず，健やかに育ち，夢や希望，高い倫理観や豊かな人間性を持ち，意欲にあふれた自立した若者へと成長し，充実した生活を送る上で，自らの能力を伸長し，社会において発揮する機会が与えられるよう取り組む。 （１）特別支援教育の充実  （２）家庭の経済状況等に応じた適切な支援 （３）様々な困難を抱えた子供・若者への支援 ６ 教職員の力を最大限に発揮できる環境の整備 高い倫理観と豊かな人間性，子供に対する教育的愛情と教育に対する使命感などを有した教職員を採用していくとともに，教職員一人一人が持っている力を最大限に発揮し，自由闊達な雰囲気の中で生き生きと教育活動に取り組むことのできる環境を整える。 （１）教職員の資質・指導力の向上 （２）適切な人事管理の推進 （３）学校経営基盤の強化 （４）業務改善の推進 （５）情報化に対応した教育の推進 ７ 安全・安心な教育環境の構築 児童生徒が充実した教育活動を行い，十分な教育効果を上げるため，安全で安心して学べる学校環境の整備とともに，児童生徒の学習環境を整える。 あわせて，防災教育等の学校安全に関する教育の推進や，学校・家庭・地域・関係機関との連携の強化などにより，学校における児童生徒等の安全の確保に努める。 また，安全・安心な学校環境を構築するため，家庭と地域の連携により，家庭教育への支援を行う。 
（１）安全・安心な学校環境の整備 （２）家庭教育への支援 （３）学校・家庭・地域が連携した教育の推進 ８ 生涯にわたって学び続けるための環境づくり 学校や公民館，図書館等の社会教育施設をはじめとする学びの場を拠点として，地域の学びを支える人材を育成するとともに，関係機関と連携・協働しつつ，家庭や地域の教育力向上を目指した学習機会を充実する。 また，地域の誰もが生涯にわたり，興味，関心，適性などに応じて，気軽にスポーツや芸術・文化に親しむことができる機会や環境を整えるため，公共スポーツ施設や文化施設の充実・改善や学校体育施設の有効活用など，多様なスポーツ・文化活動の場づくりに取り組む。 
（１）生涯学習・社会教育を進める環境づくり （２）優れた文化に親しむ環境づくり （３）地域スポーツの推進 

 

【参考】 
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【参考】 広島県教育委員会主要施策実施方針の指標について 
 
１ 乳幼児期における質の高い教育・保育の推進 
 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）乳幼児期の教育・保
育の充実 

５つの力が育まれている
年長児の割合 

乳幼児期に育みたい５つの力（「感じる・気付く力」，「う
ごく力」，「考える力」，「やりぬく力」，「人とかかわる
力」）が育まれている年長児の割合 
【出典】県教育委員会調査 

 
 
２ 「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の徹底 
 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）「基礎・基本」の徹底 

基礎学力が定着している児
童生徒の割合 

全国学力・学習状況調査のＡ問題（主として知識に関
する問題）の平均正答率 
【出典】文部科学省調査 

学力に課題がある児童生
徒の割合 

全国学力・学習状況調査のＡ問題（主として知識に関
する問題）の正答率が 40%未満の児童生徒の割合 
【出典】文部科学省調査 

全国学力・学習状況調査の
平均正答率におけるトップ
県とのポイント差 

全国学力・学習状況調査の平均正答率におけるトッ
プ県とのポイント差の縮小 
【出典】文部科学省調査 

全国学力･学習状況調査の
全国平均を上回っている教
科数 

全国学力･学習状況調査における全国平均を上回っ
ている教科数（調査区分別） 
【出典】文部科学省調査 

（２）ことばの教育の推進 

１ヶ月に１冊以上本を読む
児童生徒の割合 

「１ヶ月に何冊くらい本を読んでいますか。（教科書や
問題集，漫画，雑誌はのぞきます。）」という問いに，
「読んでいない」以外の回答をした児童生徒の割合 
【出典】県教育委員会調査 

様々な本や資料を基に自
分の考えをもたせる指導を
している学校の割合 

「様々な本や資料を基に自分の考えをもたせる指導
をした。」という問いに，肯定的な回答をした学校の割
合 
【出典】県教育委員会調査 

（３）道徳教育の充実 
道徳的実践につなげる質
の高い道徳授業の実施率 

「児童生徒は，『道徳の時間』で勉強したことを自分の
生活にいかしていると思いますか。」という問いに，肯
定的な回答をした学校の割合 
【出典】県教育委員会調査 

（４）体験活動の推進 
長期集団宿泊活動を通し
て，成長した児童の割合 

「長期集団宿泊活動を通して成長したと思う。」という
問いに，肯定的な回答をした保護者の割合 
【出典】県教育委員会調査 

（５）生徒指導上の諸問
題対策の推進 

暴力行為発生件数（公立
小・中・高等学校） 

県内の公立小･中･高校生千人当たりの暴力行為の
発生件数 
【出典】県教育委員会調査 

不登校児童生徒の割合（公
立小･中・高等学校） 

県内の公立小･中・高等学校における不登校児童生
徒の割合 
【出典】県教育委員会調査 

中途退学率（公立高等学
校） 

県内の公立高等学校における中途退学者の割合 
【出典】県教育委員会調査 
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項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（６）健康教育の推進 

スクールカウンセラー年間
総相談件数 

全スクールカウンセラーによる相談件数の合計（小・
中・高等学校） 
【出典】県教育委員会調査 

スクールソーシャルワーカ
ーによる家庭環境の問題
への支援状況 

スクールソーシャルワーカーが家庭環境の問題を支
援した件数のうち，解決した件数及び状況が好転して
いる件数の割合 
【出典】文部科学省調査 

学校保健委員会の実施率 
学校保健委員会の設置状況等調査（小・中・高・特別
支援学校） 
【出典】文部科学省調査 

（７）食育の推進 

主食・主菜・副菜のそろった
朝ごはんを食べている児童
生徒の割合 

主食・主菜・副菜のそろった朝ごはんを食べている児
童生徒の割合（小・中学校） 
【出典】県教育委員会調査 

食事の準備や後片付けを
行っている児童生徒の割合 

食事の準備や後片付けを行っている児童生徒の割
合（小・中学校） 
【出典】県教育委員会調査 

学校給食における地場産
物の活用割合 

学校給食の献立に使用した食品数のうち地場産食品
数の割合 
【出典】文部科学省調査 

（８）児童生徒の体力・運
動能力の向上 

全国体力・運動能力，運動
習慣等調査の体力合計点
平均値の全国トップ県との
差 

全国体力・運動能力，運動習慣等調査の体力合計点
平均値の全国トップ県との差（小学校第５学年，中学
校第２学年） 
【出典】スポーツ庁調査 

（９）キャリア教育の推進
と高校生の就業能力の
強化 

「わたしのキャリアノート」の
持ち上がり率（県立高等学
校） 

中学校から高等学校に「わたしのキャリアノート」を持
ち上がった生徒の割合 
【出典】県教育委員会調査 

新規高等学校卒業者就職
率 

国公私立新規高等学校卒業者で，就職希望者のう
ち，就職した生徒の割合 
【出典】文部科学省調査 

新規高等学校卒業者の３
年以内の離職率 

国公私立新規高等学校卒業者で，就職した者のう
ち，３年以内に離職した者の割合 
【出典】厚生労働省調査 

県立高等学校卒業者で，就職した者のうち，３年以内
に離職した者の割合 
【出典】県教育委員会調査 

高等学校工業科卒業者の
技能士３級以上取得率 

県立高等学校工業科卒業時に技能士３級以上を有し
ている生徒の割合 
【出典】県教育委員会調査 
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３ 「これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学び」を促す教
育活動の推進 

 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）新しい教育モデルの
構築に向けた教育環境
の整備 

「課題発見・解決学習」に取
り組んでいる学校の割合  

「課題発見・解決学習」に取り組んでいる学校の割合  
【出典】県教育委員会調査 

「学びの変革」を理解してい
る県民の割合 

「学びの変革」を理解している県民の割合 
【出典】県教育委員会調査 

（２）「課題発見・解決学
習」の推進 

「主体的な学び」が定着し
ている児童生徒の割合 

「主体的な学び」に関する質問項目に対する肯定的
回答の割合の平均 
【出典】県教育委員会調査 

習得した知識・技能を活用
する問題の平均通過率 

全国学力・学習状況調査のＢ問題（主として活用に関
する問題）の平均正答率 
【出典】文部科学省調査 

（３）異文化間協働活動
の推進 

外国人とコミュニケ―ション
を図ることに興味・関心を
持っている児童生徒の割
合 

「外国人と積極的にコミュニケーションを図りたいで
す。」という問いに，肯定的な回答をした児童生徒の
割合 
【出典】県教育委員会調査 

求められる英語力を有する
中・高等学校の教員の割
合 

求められる英語力(英検準１級程度以上)を有する中・
高等学校の教員の割合 
【出典】県教育委員会調査 

高校段階での留学経験者
数 

県立学校生徒のうち，留学を経験した生徒数 
【出典】県教育委員会調査 

 

 

４ 一人一人の多様な個性・能力をさらに生かし，他者と協働しながら新たな価値を創造していくこ

とができる力の育成 

 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）多様で厚みのある人
材層の形成に向けた県
立学校の体制整備 

― ― 

（２）現代的・社会的な課
題等に対応した学習の推
進 

自分の住んでいる地域に
愛着を感じている児童生
徒の割合 

「自分の住んでいる地域のことが好きです。」という問い
に，肯定的な回答をした児童生徒の割合 
【出典】県教育委員会調査 
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５ 教育上特別な配慮を必要とする児童生徒等への支援 
 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）特別支援教育の充実 

特別支援学校高等部卒業
生の就職率 

公立特別支援学校高等部本科卒業者全体に対する就
職した者の割合 
【出典】文部科学省調査 

個別の指導計画の作成率
（公立学校） 

公立学校（広島市を除く）における特別な支援を必要と
する全ての幼児児童生徒に対して当該計画を作成して
いる学校の割合 
【出典】県教育委員会調査 

個別の教育支援計画の作
成率（公立学校） 

公立学校（広島市を除く）における特別な支援を必要と
する全ての幼児児童生徒に対して当該計画を作成して
いる学校の割合 
【出典】県教育委員会調査 

（２）家庭の経済状況等に
応じた適切な支援 

― ― 

（３）様々な困難を抱えた
子供・若者への支援 

― ― 

 
 
６ 教職員の力を最大限に発揮できる環境の整備 
 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）教職員の資質・指導
力の向上 

教職経験者研修の内容が
役に立ったとする肯定的
評価の割合 

教職経験者研修の内容が役に立ったとする肯定的評
価の割合 
【出典】県教育委員会調査 

（２）適切な人事管理の推
進 

不祥事防止に係る（教職
員参加型・体験型）校内研
修の実施率 

不祥事防止に係る（教職員参加型・体験型）校内研修
の実施率（広島市を除く公立学校） 
【出典】県教育委員会調査 

メンタルヘルス研修の受講
率（県立学校教職員） 

県立学校における教職員対象のメンタルヘルス研修の
受講率 
【出典】県教育委員会調査 

（３）学校経営基盤の強化 ― ― 

（４）業務改善の推進 
子供と向き合う時間が確
保できていると感じる教員
の割合 

業務改善モデル校の教員のうち，子供と向き合う時間
が確保できていると感じる教員の割合 
【出典】県教育委員会調査 

（５）情報化に対応した教
育の推進 

授業中に ICT を活用して
指導できる教員の割合（公
立高等学校･特別支援学
校） 

公立高等学校･特別支援学校の教員のうち，児童生徒
に ICT を活用して指導できる教員の割合 
【出典】文部科学省調査 
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７ 安全・安心な教育環境の構築 
 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）安全・安心な学校環
境の整備 

土砂災害特別警戒区域内
に位置する建物を有する
県立学校に対する安全対
策の実施率 

土砂災害特別警戒区域内に位置する建物を有する県
立学校に対する安全対策の実施率 
【出典】県教育委員会調査 

災害の状況に応じて，幼
児児童生徒が主体的に行
動する避難訓練の実施率 

災害の状況に応じて，幼児児童生徒が主体的に行動
する避難訓練の実施率（公立学校） 
【出典】県教育委員会調査 

防災に関する資料を活用
した各教科等の授業にお
ける防災教育の実施率 

防災に関する資料を活用した各教科等の授業における
防災教育の実施率（公立学校） 
【出典】県教育委員会調査 

（２）家庭教育への支援 
「親の力」をまなびあう学
習プログラムの受講者の
満足度 

「親の力」をまなびあう学習プログラムを受講した保護
者等の不安が軽減したと回答した割合 
【出典】県教育委員会調査 

（３）学校・家庭・地域が連
携した教育の推進 

放課後子供教室への大学
生ボランティアの派遣件数 

放課後等の子供の居場所づくりや体験活動の充実の
ため，大学生ボランティアを派遣した件数 
【出典】県教育委員会調査 

 

 

８ 生涯にわたって学び続けるための環境づくり 

 

項目 指標 
指標説明 
及び出典 

（１）生涯学習・社会教育
を進める環境づくり 

社会や地域の課題解決に
関する講座の割合 

公民館等における全講座のうち，社会や地域の課題解
決に関する講座の割合 
【出典】県教育委員会調査 

生涯学習振興・社会教育
関係等職員の研修成果の
活用割合 

研修で修得した知識や技能を業務で活用した職員の割
合 
【出典】県教育委員会調査 

（２）優れた文化に親しむ
環境づくり 

歴史民俗資料館，歴史博
物館及び頼山陽史跡資料
館の入館者数 

常設展・企画展・特別展の入館者数 
【出典】県教育委員会調査 

歴史民俗資料館，歴史博
物館及び頼山陽史跡資料
館の利用者数 

体験教室・講演会などの学習支援活動の利用者数 
【出典】県教育委員会調査 

歴史民俗資料館，歴史博
物館及び頼山陽史跡資料
館の学校の延べ利用回数 

展示観覧・学習支援活動・出前授業を行った学校の延
べ利用回数 
【出典】県教育委員会調査 
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平成 30年度 主要施策の実施状況 

（成果・課題・取組方向等） 
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 １
 
乳
幼

児
期

に
お

け
る

質
の

高
い
教

育
・
保

育
の
推

進
 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元

年
度
の
取
組
方

向
 

１
（
１
）
 

乳
幼

児
期

の

教
育
・
保
育
の

充
実
 

 

○
 

県
内

全
て

の
乳

幼
児

に
対

し
，

広
島

県
が

目

指
す

乳
幼

児
の

姿
の

実
現

に
向

け
た

，
一

定
の

質
が

確
保

さ
れ

た
教

育
・

保
育

が
行

わ
れ

て
い

ま
す
。

 
 
 

                   ○
 

全
て

の
親

が
乳

幼
児

期
の

家
庭

教
育

に
つ

い

て
自

信
を

持
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

家
庭

教
育

に
役

立
つ

情
報

や
学

習
機

会
の

提
供

な
ど

，
家

庭
教

育
を

支
援

す
る

環
境

の
整

備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
 

      

○
 
平
成

30
年
４
月
，「

遊
び
 学

び
 育

つ
ひ
ろ
し

ま
っ

子
！
」

推
進

プ
ラ
ン
に

掲
げ

る
施

策
を

総
合

的
に

推
進
す

る
拠

点
と
し
て

「
乳

幼
児

教
育

支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

 

 
 

セ
ン

タ
ー
に

は
，

幼
稚

園
・
保

育
所
等

で
の

勤

務
経

験
の
あ

る
専

門
職
員
を

配
置

す
る

な
ど

，
体

制
を

整
備
し

，
こ

の
セ
ン
タ

ー
を

拠
点

に
，

幼
児

教
育

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
訪
問
事

業
，

幼
保

小
接

続
の

推
進
，
各
種
の
研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
，

県
内

の
乳
幼

児
期

の
教
育
・

保
育

の
質

の
向

上
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

 

  ○
 

有
識

者
で
構

成
す

る
「

ア
ド
バ

イ
ザ
リ

ー
ボ

ー

ド
」

を
開
催

し
，

乳
幼
児
期

の
教

育
・

保
育

に
つ

い
て

最
新
の

知
見

を
得
る
と

と
も

に
，

県
内

の
園

所
等
関
係
団
体
の
代
表
者
等
で
構
成
す
る
「『

遊
び

 

学
び

 育
つ
ひ
ろ
し
ま
っ
子
！
』
推
進
検
討
会
議
」

を
開

催
し
，

プ
ラ

ン
の
「
目

指
す

乳
幼

児
の

姿
」

を
全

県
で
実

現
す

る
た
め
の

仕
組

み
づ

く
り

を
目

的
と

し
て
，

研
修

の
在
り
方

等
に

つ
い

て
協

議
し

ま
し
た
。

  

 ○
 

乳
幼

児
の
保

護
者

を
主

な
対
象

と
し
て

，
園

所

や
ネ

ウ
ボ
ラ

，
親

子
が
多
く

集
ま

る
イ

ベ
ン

ト
等

の
場

や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

活
用
し
た

方
法

で
情

報
提

供
す

る
な

ど
，
家

庭
教

育
に
役
立

つ
情

報
の

提
供

に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
，「

子
供
へ
の
接

し
方
」
に

関
す

る
教
材

の
開
発

（
H3
0

年
度

３
教

材
開
発

）

や
，
教
材
を
活
用
し
た
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

 
 

さ
ら

に
，
０

歳
児

の
保

護
者
を

対
象
に

読
み

聞

か
せ

や
語
り

か
け

の
重
要
性

に
つ

い
て

啓
発

す
る

資
料

を
，
ネ

ウ
ボ

ラ
や
乳
幼

児
健

診
を

通
じ

て
保

護
者
に
配
布
し
，
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

 

○
 
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
更
な
る
質
の
向
上
を

図
る
た
め
，
県
内
の
幼
稚

園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園

（
以
下

「
園
所

」
と
い

う
。
）
等

に
対
し

て
，

本
県
の
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
基
本
的
な
考
え

方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
，
実
践
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
令
和
２
年
度

か
ら
の
小
学
校
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
内
容
を
踏
ま
え
，
幼
保
小
連
携
教
育
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

    ○
 
引
き
続
き
，
関
係
者
と
連
携
・
協
働
し
て
県
内
の

乳
幼
児
教
育
・
保
育
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
，
プ
ラ
ン
の
「

目
指
す
乳
幼
児
の
姿
」
の

実
現
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

      ○
 
引
き
続
き
，
家
庭
教
育
に
役
立
つ
情
報
を
保
護
者

に
届
け

る
効
果
的
な
手
法
や
，
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
乳
幼
児
の
保

護
者
の
悩
み
で
あ
る
「
子

供

ヘ
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
や
中
学
・
高
等

学
校

段
階

か
ら

学
ぶ

機
会

の
充

実
が

求
め

ら
れ

て

い
ま
す
。

 

 

ネ
ウ

ボ
ラ

と
は

，
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
語

で
ア

ド
バ

イ
ス

(
n
e
uv
o
)
を

す
る

場
所

(
la
)と

い
う

意
味

で
，
妊

娠
期

か
ら

出
産

，
就

学
前

に
か

け
て

の
母

子
と

そ
の

家
族

を
対

象
と

し
た

切
れ

目
な

い
子

育
て

支
援

制
度

の
こ

と
。
 

○
 

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
幼

児
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

訪
問

事
業

や
研

修
等

に
つ

い
て

，
よ

り
多

く
の

園
所

等
が

活
用
・
参
加
で
き
る
よ
う

，
内
容
や
実
施
方
法
等
の
工
夫
・

改
善
を
行
う
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

 
 

ま
た

，
新

た
に

「
園

内
研

修
を

充
実

さ
せ

る
た

め
の

研

修
」

を
実

施
し

，
園

所
等

が
継

続
的

・
自

立
的

に
保

育
内

容
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

 

 ○
 

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

幼
保

小
接

続
に

関
す

る
各

種

研
修

会
に

加
え

，
新

た
に

，
市

町
単

位
で

の
幼

保
小

連
携

協
議

会
の

設
置

や
幼

保
小

合
同

研
修

の
開

催
な

ど
，

市
町

に
お
け
る
幼
保
小
連
携
教
育
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

 

 ○
 
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「『

遊
び

 学
び
 育

つ

ひ
ろ

し
ま

っ
子

！
』

推
進

検
討

会
議

」
を

開
催

し
て

，
有

識
者

や
関

係
者

の
意

見
を

聴
取

し
，

施
策

に
反

映
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

，
プ

ラ
ン

に
掲

げ
る

施
策

を
総

合
的

に
推

進
す

る
拠

点
で

あ
る

乳
幼

児
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
の

取
組

の
更
な
る
充
実
・
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

    ○
 

多
く

の
保

護
者

に
，

家
庭

教
育

に
役

立
つ

情
報

を
提

供

で
き

る
よ

う
，

効
果

的
な

手
法

を
検

討
す

る
と

と
も

に
，

子
供

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
資

料
を

作
成

す
る

な
ど

内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，「

子
供
へ
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
の
学
習
教
材
の

開
発

に
引

き
続

き
取

り
組

む
な

ど
，

学
習

講
座

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

，
乳

幼
児

と
の

触
れ

合
い

体
験

な
ど

の
好

事
例

を
収

集
し

周
知

を
図

る
な

ど
，

親
に

な
る

準
備

期
の

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

  

平
成

30
年
度
 
主
要
施
策
の
実
施
状
況
（
成
果
・
課
題
・
取
組
方
向
等
）
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元

年
度
の
取
組
方

向
 

     ○
 

親
の

子
育

て
・

家
庭

教
育

等
の

悩
み

に
対

応

し
た

情
報

提
供

や
学

習
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

，
保

護
者

か
ら

の
相

談
を

専
門

機
関

等
へ

つ
な

ぐ
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

を
推

進
し

ま

す
。
 

○
 

「
遊

び
 
学

び
 
育
つ
ひ

ろ
し
ま

っ
子

！
」
推

進

プ
ラ

ン
の
趣

旨
で

あ
る
「
遊

び
の

中
に

学
び

が
あ

る
」

こ
と
を

親
子

で
体
験
す

る
場

を
，

市
町

と
連

携
し
２
市
町
で
実
施
し
ま
し
た
。

 

 ○
 

地
域

の
子
育

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

等
に
よ

る
チ

ー

ム
型

家
庭
教

育
支

援
に
取
り

組
む

市
町

の
活

動
を

紹
介

す
る
場

の
設

定
や
広
報

等
に

よ
り

支
援

す
る

と
と

も
に
，

そ
の

他
の

市
町

に
対

し
，

体
制

整
備

に
向

け
た

働
き
か

け
を
行

っ
た

と
こ
ろ

，
新

た
に

１
市

で
チ
ー

ム
が

設
置
さ
れ

，
４

市
町

に
お

い
て

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

 

 

○
 
プ
ラ
ン
の
「
目
指
す

乳
幼
児
の
姿
」
の
実
現
に

向

け
て
，
保
護
者
に
「
遊
び
の
中
に
学
び
が
あ
る
」
こ

と
へ
の
共
感
的
な
理
解
を
，
更
に
促
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 

 ○
 

チ
ー

ム
型

家
庭

教
育

支
援

の
実

施
に

必
要

な
人

材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
等
に
よ
り
，
未
実
施
の
市
町

が
あ
り
ま
す
（
平
成

30
年
度
は
５
市
町
で
実
施
，

４
市
町
で
実
施
準
備
中
）。

 

 

○
 

市
町

と
連

携
し

て
，

地
域

イ
ベ

ン
ト

な
ど

多
く

の
親

子

が
集

ま
る

場
を

活
用

し
，

遊
び

の
中

に
学

び
が

あ
る

こ
と

を
伝
え
る
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
 

  ○
 

チ
ー

ム
型

家
庭

教
育

支
援

の
事

例
等

を
未

実
施

市
町

に

提
供

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
，

各
市

町
に

お
け

る
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

の
設

置
拡

大
を

図
り

，
家

庭
教

育
支

援
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度
 

平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

５
つ
の
力
が
育
ま
れ
て
い
る
年
長
児
の
割
合

※
 

（
５
つ
の
力
：
感
じ
る
・
気
付
く
力
，
う
ご
く
力
，

考
え
る
力
，
や
り
ぬ
く
力
，
人
と
か
か
わ
る
力
）

 

72
.0

％
 

[Ｈ
27
]
 

実
績

値
(a
) 

―
 

75
.4

％
 

74
.1
％
 

 
 

97
.5
％
 

目
標

値
(b
) 

―
 

74
％
 

76
％
 

78
％
 

80
％
 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

順
調
 

平
成

30
年
４
月
に
「
乳
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
，
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
，
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
訪
問
事
業
，
各
種
研
修
，
チ
ー
ム
型
家
庭
教
育
支
援
等
の
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

乳
幼
児
期
に
お
け
る
質
の
高
い
教
育
・
保
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
は
緒
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
，
私
立
の
幼
稚
園
・
保
育
所
等
と
の
連
携
等
，
各
取
組
の
更
な
る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
，
引
き
続
き
「
遊
び
 

学
び
 育

つ
ひ
ろ
し
ま
っ
子
！
」
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
で
，
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
５
つ
の
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
順
調
」
と
し
ま
し
た
。

 

外
部

意
見

 
 

○
 
乳
幼
児
期
の
取
組

に
つ
い
て
は
，
急
激
に
成
果
が
出
る
こ
と
は
難
し
く
，
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
，
今
後
は
指
標
の
数
値
が
改
善
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

○
 
乳
幼
児
期
の
教
育

・
保
育
の
充
実
に
向
け
て
は
，
幼
稚
園
だ
け
で
な
く
保
育
所
な
ど
も
含
め
て
，
研
修
の
実
施
な
ど
，
指
導
し
て
い
る
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

 
 

※
 

事
業
指
標
「
５

つ
の
力

が
育
ま
れ
て
い
る
年
長
児

の
割
合

」
に
つ
い

て
 

「
遊

び
 学

び
 育

つ
ひ
ろ
し
ま

っ
子
！
」
推
進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
，
乳
幼
児
期
に
育
み
た
い
５
つ
の
力
を
定
め
，
広
島
県
教
育
委
員
会
主
要
施
策
実
施
方
針
に
お
け
る
事
業
指
標
と
し
た
も
の
で
あ
り
，
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
平
成

29
年
２
月
以
降
，

５
つ

の
力
の
育
成
に
取

り
組
み
始
め
た

こ
と
か
ら

，
平
成

28
年
度
の
実
績
値
及
び
目
標
値
は
「
―

」
と
し
て

い
る
。
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２
 
「
知

・
徳

・
体

」
の

バ
ラ

ン
ス
の

と
れ
た

「
基
礎

・
基
本

」
の
徹

底
 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

２
（
１
）
 

「
基

礎
・

基

本
」
の
徹
底
 

 

○
 
「
基

礎
・
基
本
」
定

着
状
況
調
査
に
お
い
て
，

教
科
全

体
の
平
均
通
過
率
が

75
％
以
上
と
な
る

と
と
も

に
，
通
過
率

30
％
未
満
の
児
童
生
徒
の

割
合

が
減

少
す

る
な

ど
，

基
礎

的
・

基
本

的
な

学
習
内

容
の
定
着
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

 ○
 
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
Ａ
問
題
（
主

と
し
て
知
識
に
関
す
る
問
題
）
に
つ
い
て
，
全

教
科
で
全
国
平
均
を
上
回
る
と
と
も
に
，
正
答

率
40
％
未
満
の

児
童
生

徒
の
割
合
が
減

少
す

る
な
ど
，
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の
定

着
が
進
ん
で
い
ま
す
。

※
 

               ○
 
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お

い
て

，
小

・

中
学

校
の

全
教

科
で

全
国

平
均

を
上

回
る

な

ど
，

各
教

科
の

課
題

に
対

す
る

指
導

の
改

善
が

図
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

○
 

Ａ
問

題
（
主

と
し

て
知

識
に
関

す
る
問

題
）

に

つ
い

て
，
小

学
校

に
つ
い
て

は
，

昨
年

度
よ

り
も

下
が

っ
て
い

る
も

の
の
，
小

・
中

学
校

等
い

ず
れ

も
，

全
教
科

で
全

国
平
均
を

上
回

っ
て

お
り

，
こ

れ
ま

で
の
調

査
結

果
を
踏
ま

え
た

授
業

改
善

の
成

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

 

≪
平
均
正
答
率

≫
※

県
は
整

数
値
に
よ
る
公
表
 

 
 
 
 
 
 

  
 国

語
Ａ
 
算
数
Ａ
 
 全

体
 

 
H3
0 
 
広
島
県
 
  
 
73
% 
  
 6
6%
  
 6
9.
5%
 

 
 
  

全
国
  
  
  
70
.7
% 
 6
3.
5%
  
 6
7.
1%
 

H2
9 

広
島
県
 
  
  
77
% 
  
 8
1%
  
 7
9.
0%
 

 
 
 

 全
国
 
 
 
74
.8
% 
 7
8.
6%
  
 7
6.
7%
 

 ○
 
Ａ
問
題
に
つ
い
て
，
小
・
中
学
校
等
い
ず
れ
も

，

正
答

率
40

％
未

満
の

児
童

生
徒

の
割

合
が

全
国

平
均

を
下
回

っ
て

お
り
，
こ

れ
ま

で
の

調
査

結
果

を
踏

ま
え
た

授
業

改
善
の
成

果
が

一
定

程
度

表
れ

て
い
ま
す
。

 

ま
た
，
20

校
の
小
学
校
を
学
力
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
校
に

，
10

中
学
校
区
を
学
力
向
上
推
進
地
域
に

指
定

し
，

学
力

の
課

題
に

応
じ

た
研

究
に

着
手

し

ま
し
た
。

 

≪
正
答
率

40
％
未
満
の
児
童
生
徒
の
割
合
≫
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 広
島
県
 
全
国
 

 
平
成

30
年
度
 
小
学
校
 
9.
8％

 
13
.3
％
 

 
 
 
 
 
 
 

 中
学
校
 
9.
5％

 
 9
.8
％
 

 ○
 

小
学

校
は
全

て
の

教
科

で
，
中

学
校
で

は
数

学

Ｂ
問

題
を
除

く
す

べ
て
の
教

科
で

，
全

国
平

均
を

上
回

っ
て
お

り
，

こ
れ
ま
で

の
調

査
結

果
を

踏
ま

え
た
授
業
改
善
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

 

○
 
Ｂ
問
題
（
主
と
し
て
活
用
に
関
す
る
問
題
）
の
正

答
率
が
，
Ａ
問
題
と
比
較
す
る
と
，
依
然
と
し
て
低

い
傾

向
に

あ
り

，
児

童
生

徒
が

自
ら

課
題

を
見

つ

け
，

こ
れ

ま
で

に
学

習
し

た
知

識
を

活
用

し
な

が

ら
，
課
題
の
解
決
に
向
け

て
探
究
的
な
活
動
を
行
う

「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
が
効
果
的

に
実
施
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

      ○
 
Ａ
問
題
に
つ
い
て
，
小
・
中
学
校
等
い
ず
れ
も
，

正
答

率
40

％
未

満
の
児
童

生
徒

が
一
定

の
割
合

を

占
め
て
お
り
，
小
学
校
低

学
年
段
階
か
ら
の
学
習
の

つ
ま
ず
き
を
把
握
し
，
そ
の
要
因
・
背
景
に
応
じ
た

効
果
的
な
手
立
て
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

         ○
 
中
学
校
は
，
数
学
Ｂ

問
題
に
お
い
て
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
，
生
徒
の

数
学
に
関
す
る
学
力
の
定

着
に
課
題
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
一
層
の
教
育
指

導
の
充
実
，
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

 
≪
中
学
校
数
学
Ｂ
問
題
の
平
均
正
答
率
≫

 

 
平
成

30
年
度
 
広
島
県

46
％
 
全
国

46
.9
％
 

 

○
 

全
て

の
小

・
中

学
校

等
が

「
課

題
発

見
・

解
決

学
習

」

の
質

の
向

上
に

効
果

的
に

取
り

組
め

る
よ

う
，

各
学

校
の

学
力

調
査

等
の

結
果

の
分

析
等

に
役

立
つ

「
校

内
研

修
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ

」
を

作
成

・
配

付
す

る
な

ど
，

各
学
校
の
授
業
改
善
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

 

        ○
 

小
学

校
低

学
年

段
階

か
ら

の
学

習
の

つ
ま

ず
き

と
そ

の

改
善

状
況

を
継

続
的

に
把

握
す

る
た

め
，

有
識

者
の

意
見

や
学

力
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

校
の

取
組

を
踏

ま
え

な
が

ら
，

新
た
な
学
力
調
査
の
先
行
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

 

 
ま
た
，
引
き
続
き
，

20
校
の
小
学
校
を
学
力
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
校

に
指

定
し

，
各

学
年

段
階

で
の

学
力

の
課

題
の

解
消

に
向

け
た

指
導

改
善

を
組

織
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
，
効
果
的
な
手
立
て
を
普
及
し
ま
す
。

 

さ
ら
に
，

10
中
学
校
区
を
学
力
向
上
推
進
地
域
に
指
定

し
，

小
・

中
連

携
に

よ
る

学
力

の
課

題
の

解
消

に
向

け
た

指
導

改
善

を
組

織
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
，

効
果

的
な

手
立
て
を
普
及
し
ま
す
。

 

  ○
 

各
市

町
の

中
核

と
な

る
数

学
科

教
員

を
育

て
る

「
中

学

校
数

学
教

育
推

進
研

修
」

を
実

施
し

，
調

査
結

果
等

で
課

題
が

み
ら

れ
た

関
数

等
の

領
域

の
授

業
改

善
に

向
け

，
授

業
研

究
を

軸
と

し
た

研
修

を
行

い
，

そ
の

成
果

を
普

及
す

る
こ

と
に

よ
り

，
中

学
校

数
学

教
員

の
指

導
力

向
上

に
取

り
組
み
ま
す
。

 

 

※
 

「
２
（
１
）『

基
礎

・
基
本

』
の
徹
底
」
の
目
標
（
実
施
方
針
）
に
つ
い
て
 

小
学

校
低

学
年
段
階

か
ら
の
学
習
の
つ
ま
ず

き
と
そ
の

改
善
状

況
を
把
握

す
る
「
新
た
な

学
力
調

査
」
の
研
究

開
発
を
行
う
た
め
，
平
成

30
年
度
か
ら
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
の
教
科
調
査
を
休
止
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
，
代
わ
り
に
「
全
国

学
力
・
学

習
状
況

調
査
」

を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
 

 

-27-



 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度
 

平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

基
礎

学
力

が
定

着
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
）

 

[関
連

資
料

] 

平
成

30
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

 
全
体

 
75

.8
% 

国
語

A 
73
.8
% 

算
数

A 
77
.7
% 

中
学
校

 
全
体

 
70

.6
% 

国
語

A 
76
.5
% 

数
学

A 
64
.6
% 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 

全
体
 
79
.1
％
 

国
語
Ａ
 
78
.4
％
 

算
数
Ａ
 
79
.7
％
 

中
学
校
 

全
体
 
69
.4
％
 

国
語
Ａ
 
76
.6
％
 

数
学
Ａ
 
62
.1
％
 

小
学
校

 
全
体

 
79
％
 

国
語
Ａ

 
77
％
 

算
数
Ａ

 
81
％
 

中
学
校

 
全
体

 
71
％
 

国
語
Ａ

 
78
％
 

数
学
Ａ

 
64
％
 

小
学
校
 

全
体
 
69
.5
％
 

国
語
Ａ
 
73
％
 

算
数
Ａ
 
66
％
 

中
学
校
 

全
体
 
71
％
 

国
語
Ａ
 
76
％
 

数
学
Ａ
 
66
％
 

 
 

小
学
校
 

99
.3
％
 

中
学
校
 

10
1.
4％

 

目
標
値

(b
) 

－
 

－
 

Ａ
問
題
全
体
で
 

小
学
校
 
71
％
 
 

中
学
校
 
71
％
 

Ａ
問
題
全
体
で

 
小
学
校
 
73
％

 
中
学
校
 
73
％

 

Ａ
問
題
全
体
で
 

小
学
校
 
75
％
 

中
学
校
 
75
％
 

基
礎

学
力

が
定

着
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

（「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
）

 

[関
連

資
料

] 

平
成

29
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

 
全
体
 
70
.5
% 

国
語
 
74
.7
% 

算
数
 
71
.6
% 

理
科
 
65
.3
% 

中
学
校

 
全
体
 
65
.6
% 

国
語
 
73
.6
% 

数
学
 
70
.4
% 

理
科
 
50
.2
% 

英
語
 
68
.2
% 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 

全
体
 
64
.6
％
 

国
語
 
63
.7
％
 

算
数
 
69
.4
％
 

理
科
 
60
.6
％
 

中
学
校
 

全
体
 
64
.5
％
 

国
語
 
69
.7
％
 

数
学
 
66
.8
％
 

理
科
 
51
.8
％
 

英
語
 
69
.6
％
 

小
学
校

 
全
体
 

68
.0
％
 

国
語
 

68
.0
％
 

算
数
 

74
.3
％
 

理
科
 

61
.7
％
 

中
学
校

 
全
体
 

64
.8
％
 

国
語
 

69
.2
％
 

数
学
 

66
.9
％
 

理
科
 

50
.8
％
 

英
語
 

72
.4
％
 

－
 

－
 

－
 

―
 

目
標
値

(b
) 

教
科
全
体
で
 

小
学
校
 
71
％
 

中
学
校
 
67
％
 

教
科
全
体
で

 
小
学
校

 
72
％
 

中
学
校

 
69
％
 

－
 

－
 

－
 

学
力
に
課
題
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合

※
 

（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
）

 

[関
連

資
料

] 

平
成

30
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

 
平
均
 
3.
9%
 

国
語
 
3.
5%
 

算
数
 
4.
2%
 

中
学
校

 
平
均

11
.3
%
 

国
語
 
4.
9%
 

数
学

17
.7
%
 

[H
29

] 

実
績
値

(a
) 

－
 

小
学
校

 
平
均
 

3.
9％

 
国
語
 

3.
5％

 
算
数
 

4.
2％

 

中
学
校

 
平
均
 

11
.3
％
 

国
語
 

4.
9％

 
数
学
 

17
.7
％
 

小
学
校
 

平
均
 
11
％
 

国
語
 
7.
9％

 
算
数
 
14
.1
％
 

中
学
校
 

平
均
 
9.
9％

 
国
語
 
3.
6％

 
数
学
 
16
.2
％
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

－
 

－
 

小
学
校
 
平
均

6.
0％

 

中
学
校
 
平
均

6.
0％

 

小
学
校
 
平
均

5.
5
％
 

中
学
校
 
平
均

5.
5
％
 

小
学
校
  
平

均
5.
0％

 

中
学
校
  
平

均
5.
0％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度
 

平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

学
力
に
課
題
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合

 

（「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
）

 

[関
連

資
料

] 

平
成

29
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

 
平
均
 
2.
6%
 

国
語
 
2.
5%
 

算
数
 
1.
6%
 

理
科
 
3.
8%
 

中
学
校

 
平
均
 
7.
2%
 

国
語
 
1.
3%
 

数
学
 
5.
5%
 

理
科

17
.1
%
 

英
語
 
4.
7%
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 

平
均
 
3.
1％

 
国
語
 
4.
1％

 
算
数
 
2.
9％

 
理
科
 
2.
3％

 

中
学
校
 

平
均
 
7.
1％

 
国
語
 
4.
2％

 
数
学
 
5.
2％

 
 理

科
 
15
.7
％
 

英
語
 
3.
4％

 

小
学
校

 
平
均
 

3.
0％

 
国
語
 

4.
6％

 
算
数
 

1.
8％

 
理
科
 

2.
6％

 

中
学
校

 
平
均
 

7.
8％

 
国
語
 

4.
4％

 
数
学
 

6.
9％

 
 理

科
 

15
.6
％
 

英
語
 

4.
3％

 

－
 

－
 

－
 

―
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
 
平
均

2.
4％

 
中
学
校
 
平
均

4.
9％

 
小
学
校
 
平
均

2.
2％

 
中
学
校
 
平
均

4.
4％

 
－
 

－
 

－
 

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

平
均

正
答

率
に

お

け
る
ト
ッ
プ
県
と
の
ポ
イ
ン
ト
差

 

小
６
 
▲
4.
3 

中
３
 
▲
4.
3 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
６
 
▲
2.
3 

中
３
 
▲
4.
1 

小
６
 

▲
3.
7 

中
３
 

▲
5.
7 

小
６
 
▲
3.
0 

中
３
 
▲
4.
7 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

小
６
 
▲
5.
1 

中
３
 
▲
4.
8 

小
６
 

▲
4.
9 

中
３
 

▲
4.
5 

小
６
 
▲
4.
8 

中
３
 
▲
4.
2 

小
６
 
▲
4.
4
 

中
３
 
▲
4.
1
 

小
６
 
▲
4.

0
未
満
 

中
３
 
▲
4.

0
未
満
 

全
国

学
力

･
学

習
状

況
調

査
の

全
国

平
均

を
上

回

っ
て
い
る
教
科
数

 

[関
連

資
料

] 

平
成

30
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

９
/ 

全
10

教
科
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

７
/全

８
教
科
 

６
/全

８
教
科

 
７
/全

８
教
科
 

 
 

87
.5
％
 

目
標
値

(b
) 

全
教
科
 

全
教
科

 
全
教
科
 

全
教
科
 

全
教
科
 

２
（
２
）
 

こ
と

ば
の

教

育
の
推
進
 

 

 

○
 

児
童

生
徒

が
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び

技
能

を
確

実
に

習
得

し
，

こ
れ

ら
を

活
用

し
て

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

必
要

な
思

考
力

，
判

断
力

，
表

現
力

等
の

能
力

を
育

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

授
業

に
お

け
る

言
語

活
動

の
さ

ら
な

る
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 ○
 

「
自

ら
学

び
，

自
ら

考
え

，
主

体
的

に
判

断

す
る

子
供

」
，
「

自
ら

問
題

を
発

見
し

，
よ

り
よ

く
問

題
を

解
決

し
よ

う
と

す
る

子
供

」
の

育
成

を
目

指
し

て
，

読
書

活
動

が
推

進
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

○
 

小
・

中
学
校

等
に

お
い

て
言
語

活
動
の

充
実

を

図
る
授
業
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
≪

各
教

科
等
の

ね
ら

い
を

達
成
す

る
た
め

に
，

授

業
に
お
い
て
言
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
た

学
校
≫
 

 
小
学
校
：

97
.0
％
，
中
学
校
：
91
.2
％
 

  ○
 
小
・
中
学
校
で
全
校
一
斉
読
書
活
動
の
実
施
や
，

「
子

ど
も
読

書
の

日
」
に
合

わ
せ

た
取

組
が

実
施

さ
れ

る
な
ど

，
各

学
校
に
お

け
る

読
書

活
動

が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

      

○
 
小
学
校
は
令
和
２
年
度
，
中
学
校
は
令
和
３
年

度

か
ら

新
学

習
指

導
要

領
が

全
面

実
施

と
な

る
こ

と

か
ら
，
各
教
科
等
に
お
い

て
新
学
習
指
導
要
領
の
趣

旨
に
沿
っ
た
言
語
活
動
と
な
る
よ
う
，
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

  ○
 

１
か

月
に

１
冊

以
上

本
を

読
む

児
童

生
徒

の
割

合
は

，
緩

や
か

に
増

加
又

は
維

持
し

て
い

る
も

の

の
，
目
標
値
に
は
達
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
分
析
し
，
特
に
効
果
の
あ
っ
た
取
組

の
普
及
を
図
る
こ
と
等
を
通
し
て
，
読
書
習
慣
の
形

成
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

    

○
 

指
導

主
事

が
各

学
校

へ
の

訪
問

指
導

を
行

い
，

新
学

習

指
導

要
領

に
沿

っ
た

「
言

語
活

動
の

充
実

」
を

図
る

授
業

づ
く
り
が
進
む
よ
う
，
働
き
か
け
ま
す
。

 

    ○
 

読
書

習
慣

の
形

成
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
た

め
，

効

果
の

あ
っ

た
取

組
等

を
示

し
た

広
島

県
子

供
の

読
書

活
動

推
進
計
画
（
第
四
次
）

を
策
定
し
，
普
及
に
努
め
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

○
 

子
供

の
読
書

活
動

を
推

進
す
る

リ
ー
ダ

ー
を

育

成
す
る
た
め
，
各
市
町
に
お
け
る
「
子
ど
も
司
書
」

養
成

講
座
を

平
成

22
年
か

ら
継

続
的

に
実
施

し

た
こ

と
に

よ
り

，
こ

れ
ま

で
の

認
証

者
数

が

1,
68
2
名
と
な
り
ま
し
た
。
 

≪
子
ど
も
司
書
の
認
証
人
数

≫
 

H2
8:
21
3
名
，
H2
9:
24
3
名
，
H3
0:
22
6
名
 

 

○
 
各
市
町
に
お
け
る
「
子
ど
も
司
書
」
養
成
講
座
の

取
組
を
全
県
へ
広
げ
る
た
め
，
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

○
 

各
市

町
の

「
子

ど
も

司
書

」
養

成
講

座
の

実
施

状
況

や

取
組
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
，

今
後

の
「

子
ど

も
司

書
」

養
成

講
座

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

１
ヶ
月
に
１
冊
以
上
本
を
読
む
児
童
生
徒
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
成

30
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
生

 
91
.4

％
 

中
学
生

83
.8

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
生
 
90
.7
％
 

中
学
生
 
82
.3
％
 

小
学
生

 
90
.8
％
 

中
学
生

 
84
.5
％
 

小
学
生
 
90
.6
％
 

中
学
生
 
84
.6
％
 

 
 

小
学
生
 

95
.4
％
 

中
学
生
 

96
.1
％
 

目
標
値

(b
) 

小
学
生
 
93
％
 

中
学
生
 
86
％
 

小
学
生

 
94
％
 

中
学
生

 
87
％
 

小
学
生
 
95
％
 

中
学
生
 
88
％
 

小
学
生
 
96
％

 

中
学
生
 
89
％

 

小
学
生
 
97
％
 

中
学
生
 
90
％
 

様
々

な
本

や
資

料
を

基
に

自
分

の
考

え
を

も
た

せ

る
指
導
を
し
て
い
る
学
校
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

広
島

県
学

力
調

査
報

告
書
 

小
学
校

89
.3

％
 

中
学
校

83
.6

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 
89
.2
％
 

中
学
校
 
87
.6
％
 

小
学
校

 
91
.5
％
 

中
学
校

 
89
.2
％
 

小
学
生
 
95
.2
％
 

中
学
生
 
88
.7
％
 

 
 

小
学
校
 

99
.2
％
 

中
学
校
 

94
.4
％
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
 
92
％
 

中
学
校
 
87
％
 

小
学
校

 
94
％
 

中
学
校

 
90
％
 

小
学
校
 
96
％
 

中
学
校
 
94
％
 

小
学
校
 
98
％

 

中
学
校
 
97
％

 

小
学
校
 
10
0％

 

中
学
校
 
10
0％

 

２
（
３
）
 

道
徳

教
育

の

充
実
 

○
 

児
童

生
徒

が
自

己
の

生
き

方
に

つ
い

て
の

考

え
を

深
め

，
道

徳
的

実
践

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

各
学

校
に

お
い

て
，

質
の

高
い

「
考

え
，

議
論

す
る

道
徳

」
の

授
業

が
実

践
さ

れ
て
い

ま
す
。
 

○
 

各
市

町
の
道

徳
教

育
推

進
協
議

会
や
道

徳
教

育

パ
ワ

ー
ア
ッ

プ
フ

ォ
ー
ラ
ム

な
ど

の
研

修
会

に
お

い
て

，
授
業

研
究

や
実
践
的

な
演

習
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，
各

学
校

の
道
徳
教

育
を

推
進

す
る

道
徳

教
育

推
進
教

師
の

指
導
力
向

上
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

 

  ○
 

道
徳

教
育
改

善
・

充
実

総
合
対

策
事
業

の
推

進

校
・

推
進
地

域
と

し
て
小
学

校
４

校
，

中
学

校
３

校
，
高
等
学
校
３
校
及
び
３
中
学
校
区
を
指
定
し
，

「
特

別
の
教

科
 

道
徳
」
の

趣
旨

を
踏

ま
え

た
質

の
高

い
指
導

方
法

に
つ
い
て

実
践

研
究

を
行

い
ま

し
た
。

 

○
 
小
・
中
学
校
に
お
い
て
「
特
別
の
教
科

 
道
徳
」

が
順
次
実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
，「

考
え
議
論
す
る
」

道
徳
の
実
現
を
目
指
し
て
指
導
方
法
を
工
夫
し
，
道

徳
的

実
践

に
つ

な
が

る
質

の
高

い
授

業
を

実
施

す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

 
≪
「
特
別
の
教
科

 
道
徳
」
実
施
開
始
年
度
≫
 

小
学
校
：
Ｈ

30
，
中
学
校
：
Ｈ
31
 

 ○
 

道
徳

教
育

改
善

・
充

実
総

合
対

策
事

業
の

推
進

校
・
推
進
地
域
の
指
定
校

等
に
よ
る
実
践
研
究
の
成

果
が
，
県
内
各
学
校
の
「

特
別
の
教
科

 
道
徳
」
の

授
業
の
質
的
改
善
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
，
効
果
的
に

普
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

○
 

各
市

町
の

道
徳

教
育

推
進

協
議

会
へ

指
導

主
事

等
が

訪

問
し
，
授
業
研
究
や
演
習
を
基
に
，「

特
別
の
教
科

 
道
徳
」

に
求

め
ら

れ
る

指
導

方
法

等
を

具
体

的
に

指
導

す
る

と
と

も
に
，
道
徳
教
育
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
，

実
践

発
表

や
授

業
づ

く
り

に
向

け
た

演
習

・
協

議
，

講
演

な
ど
を
行
い
，「

特
別
の
教
科

 
道
徳
」
の
一
層
の
理
解
の

深
化
を
図
り
ま
す
。

 

 ○
 

道
徳

教
育

改
善

・
充

実
総

合
対

策
事

業
の

推
進

校
・

推

進
地

域
の

研
究

成
果

に
つ

い
て

，
継

続
し

て
実

践
発

表
の

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

，
各

校
の

授
業

改
善

に
生

か
さ

れ
る
よ
う
，
発
表
方
法
等
を
工
夫
し
ま
す
。

 
 

ま
た

，
優

れ
た

授
業

実
践

事
例

を
Ｄ

Ｖ
Ｄ

に
収

録
し

，

各
市

町
教

育
委

員
会

や
各

学
校

の
研

修
会

で
活

用
す

る
こ

と
に
よ
り
，
授
業
改
善
を
図
り
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

道
徳

的
実

践
に

つ
な

げ
る

質
の

高
い

道
徳

授
業

の

実
施
率

 

84
.8

％
 

[H
28

.8
] 

実
績
値

(a
) 

92
.2
％
 

[H
29
.3
] 

93
.5
％
 

[H
30

.3
] 

93
.2
％
 

[H
31
.3
] 

 
 

10
2.
4％

 

目
標
値

(b
) 

87
％
 

89
％
 

91
％
 

93
％
 

95
％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

２
（
４
）
 

体
験

活
動

の

推
進
 

 

 

○
 

児
童

の
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
を

育
む

た

め
，

日
常

生
活

と
体

験
活

動
を

よ
り

明
確

に
関

連
付
け

た
効
果
的
な
取
組
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

○
 

体
験

活
動
専

門
指

導
員

の
派
遣

や
児
童

の
健

康

及
び

安
全
確

保
の

た
め
の
看

護
師

等
の

派
遣

，
特

別
な

配
慮
が

必
要

な
児
童
へ

の
支

援
員

等
の

派
遣

に
係

る
経
費

の
一

部
補
助
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
，

長
期
集

団
宿

泊
活
動
実

施
校

の
割

合
が

増
加

し
ま
し
た
。

 

≪
長
期
集
団
宿
泊
活
動
実
施
校
の
割
合
≫

 

【
23

市
町
】
 

H2
9
：
52
.1
％
  
⇒
 H
30
：
62
.9
％
 

【
22

市
町
（
広
島
市
を
除
く
）】

 

H2
9
：
70
.8
％
 ⇒

 H
30
：
86
.2
％
 

 ○
 

実
践

発
表
会

等
を

通
じ

て
，
活

動
内
容

や
成

果

を
周

知
し
た

こ
と

に
よ
り
，

教
職

員
に

長
期

集
団

宿
泊

活
動
の

意
義

や
効
果
の

理
解

が
広

が
っ

た
と

と
も

に
，
連

絡
協

議
会
の
開

催
な

ど
に

よ
り

，
教

科
等

と
体
験

活
動

を
よ
り
明

確
に

関
連

付
け

，
学

習
の

理
解
が

よ
り

深
ま
る
よ

う
な

取
組

を
行

う
市

町
が
増
え
て
い
ま
す
。

 

≪
長

期
集

団
宿

泊
活

動
の

手
引

【
実

践
編

】
に

好

事
例
が
掲
載
さ
れ
た
市
町
数
（
累
計
）
≫

 

H2
9
：
15

市
町
 ⇒

 H
30
：
18

市
町
 

 

○
 
経
費
補
助
の
活
用
に
向
け
て

，
体
験
活
動
専
門

指

導
員

等
の

人
材

確
保

に
対

す
る

市
町

の
ニ

ー
ズ

が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

         ○
 

体
験

活
動

の
経

験
の

少
な

い
新

規
採

用
者

な
ど

の
若
い
教
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
長
期
集

団
宿

泊
活

動
を

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

の
ノ

ウ

ハ
ウ
を
教
員
間
で
共
有
す
る
取
組
が
必
要
で
す
。

 

○
 

「
山

・
海

・
島

」
体

験
活

動
連

絡
協

議
会

に
お

い
て

，

各
市

町
で

活
用

実
績

の
あ

る
指

導
者

等
に

つ
い

て
情

報
交

換
を

行
う

と
と

も
に

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

い
る

「
指

導
者

等
の

候
補

者
問

い
合

わ
せ

一
覧

」
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
し

て
，

必
要

な
人

材
の

確
保

に
努

め
る

こ
と

に
よ

り
，
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 

      ○
 

引
き

続
き

，
実

践
発

表
会

等
を

通
じ

て
，

活
動

内
容

や

成
果

の
周

知
を

行
う

と
と

も
に

，
実

践
事

例
集

の
内

容
を

充
実

さ
せ

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
，

教
員

間
で

効
果

的
な

指
導

の
工

夫
が

共
有

さ
れ

る
よ

う
取

り
組
み
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

長
期

集
団

宿
泊

活
動

を
通

し
て

，
成

長
し

た
児

童

の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

「
山

・
海

・
島

」
体

験
活

動
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

事
業

に
つ

い
て

 

86
.7

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

90
.0
％
 

90
.5

％
 

90
.7
％
 

 
 

98
.6
％
 

目
標
値

(b
) 

88
％
 

90
％
 

92
％
 

94
％
 

96
％
 

２
（
５
）
 

生
徒

指
導

上

の
諸

問
題

対

策
の
推
進
 

 

 

○
 

児
童

生
徒

千
人

当
た

り
の

暴
力

行
為

発
生

件

数
，

不
登

校
児

童
生

徒
の

割
合

及
び

中
途

退
学

率
な

ど
生

徒
指

導
上

の
諸

問
題

の
状

況
を

示
す

数
値

が
前

年
度

を
下

回
る

な
ど

，
学

校
の

生
徒

指
導

体
制

が
確

立
し

，
組

織
的

な
指

導
を

進
め

て
い
ま

す
。
 

    

○
 

暴
力

行
為
，

不
登

校
，

中
途
退

学
な
ど

の
生

徒

指
導

上
の
諸

課
題

が
大
き
い

学
校

を
集

中
対

策
指

定
校

及
び
実

践
指

定
校
に
指

定
し

，
教

員
を

加
配

（
集
中
対
策
２
名
，
実
践
１
名
）
す
る
と
と
も
に
，

学
校

訪
問
や

連
絡

協
議
会
等

を
通

し
て

，
組

織
的

な
生

徒
指
導

体
制

及
び
教
育

相
談

体
制

の
構

築
に

向
け
た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

 

   

○
 

暴
力

行
為

の
発

生
件

数
が

前
年

度
を

上
回

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
，
生
徒
指

導
体
制
及
び
教
育
相
談
体

制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
近
年
特
に
，
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
不
登
校
に
係
る
支
援

を
喫
緊
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

≪
暴
力
行
為
発
生
件
数
（
集
中
対
策
・
実
践
）
≫

 

H2
9：

7.
4
件
⇒
 H
30
：
10
.8

件
 

≪
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
（
集
中
対
策
・
実
践
）
≫

 

H2
9：

1.
55

％
⇒
 H
30
：
2.
04
％
 

○
 

集
中

対
策

指
定

校
及

び
実

践
指

定
校

に
お

い
て

，
児

童

生
徒

の
個

の
特

性
に

応
じ

た
組

織
的

な
生

徒
指

導
体

制
の

充
実

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

生
徒

指
導

主
事

研
修

等
に

お
い

て
指

定
校

の
取

組
を

周
知

し
，

県
内

全
て

の
学

校
の

組
織
的
な
生
徒
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
令

和
元

年
度

は
モ

デ
ル

校
と

し
て

，
不

登
校

等

児
童

生
徒

支
援

指
定

校
を

新
た

に
指

定
し

，
教

員
を

加
配

し
た

上
で

，
校

内
適

応
指

導
教

室
の

環
境

整
備

・
周

知
及

び
個

々
の

特
性

に
応

じ
た

学
習

指
導

・
支

援
を

行
う

と
と

も
に

，
学

級
集

団
へ

の
適

応
度

や
児

童
生

徒
の

態
様

の
変
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

       

        ○
 

ス
ク

ー
ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ

ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
の

配
置
を
拡

充
す

る
と

と
も

に
，

ス
ー

パ
ー
バ

イ
ザ

ー
等
を
活

用
し

た
連

絡
協

議
会

（
研

修
）
を

開
催

し
，
専
門

性
の

向
上

に
取

り
組

む
な
ど
，
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
 
 
 
 
 

ま
た

，
各

学
校

に
お

い
て

，
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

考
え

方
を

踏
ま

え
た

関
係

機
関

と

の
連

携
等

が
効

果
的

に
行

え
る

よ
う

，
指

導
資

料

を
作
成
し
ま
し
た
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
校
数
≫

 

 
H2
9：

28
0
校
 ⇒

 H
30
：
30
9
校
 

≪
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
校
区
等
数
≫
 

 
H2
9：

16
校
区
等
 ⇒

 H
30
：
24

校
区
等
 

≪
連
絡
協
議
会
（
研
修
）
実
施
回
数
≫

 

H3
0：

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

 ２
回
 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
 ４

回
 

≪
中
途
退
学
率
（
集
中
対
策
・
実
践
）
≫

 

H2
9：

3.
0
％
⇒
 H
30
：
3.
7％

 

      ○
 

学
校

か
ら

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

配
置

要
望

が
増

え

て
い
る
こ
と
か
ら
，
人
材

確
保
，
配
置
時
間
・
配
置

形
態

の
見

直
し

及
び

専
門

性
の

向
上

が
課

題
と

な

っ
て
い
ま
す
。

 

           

化
等

を
早

期
に

把
握

す
る

た
め

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

，
個

や
集

団
へ

の
組

織
的

な
支

援
に

つ
な

げ
ま
す
。

 

さ
ら

に
，

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

と

連
携

し
，

体
験

を
通

し
て

児
童

生
徒

の
知

的
好

奇
心

を
喚

起
し

，
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

促
す

学
び

の
場

を
提

供
し

ま
す
。
 

 ○
 

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

の
人

材
確

保
の

た
め

，
各

職
能

団
体

や
退

職
予

定
の

教
職

員
に

対
し

て
，

業
務

内
容

や
面

接
の

実
施

に
つ

い
て
周
知
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
専

門
的

知
識

・
技

能
の

向
上

を
図

る
た

め
，

各
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

学
校

訪
問

指
導

及
び

研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
・
派
遣
校
数
≫

 

 
 
H3
0：

30
9
校
 ⇒

 H
31
：
32
3
校
（
派
遣
：
22
0
校
）
 

 
≪
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置

校
区
等
数
≫
 

 
 
H3
0：

24
校
区
等
⇒
 H
31
：

32
校
区
等
 

  

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

暴
力
行
為
発
生
件
数
（
公
立
小
・
中
・
高
等
学
校
）
 

4.
6
件
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

4.
4
件
 

5.
1
件
 

7.
8
件
 

（
速
報
値
）
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

前
年
度
件
数
以
下
 

前
年
度
件
数
以
下

 
前
年
度
件
数
以
下
 

前
年
度
件
数
以
下

 
前
年
度
件
数
以
下
 

不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
（
公
立
小
･中

・
高
等
学

校
）

 

1.
21

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

1.
22
％
 

1.
32

％
 

1.
54
％
 

（
速
報
値
）
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

前
年
度
割
合
以
下
 

前
年
度
割
合
以
下

 
前
年
度
割
合
以
下
 

前
年
度
割
合
以
下

 
前
年
度
割
合
以
下
 

中
途
退
学
率
（
公
立
高
等
学
校
）

 
1.
3
％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

1.
3％

 
1.
2
％
 

1.
1％

 

（
速
報
値
）
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

前
年
度
割
合
以
下
 

前
年
度
割
合
以
下

 
前
年
度
割
合
以
下
 

前
年
度
割
合
以
下

 
前
年
度
割
合
以
下
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

２
（
６
）
 

健
康

教
育

の

推
進
 

 

○
 

児
童

生
徒

が
正

し
い

生
活

習
慣

を
身

に
付

け

る
と

と
も

に
，

自
己

の
健

康
を

主
体

的
に

管
理

す
る
能

力
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

  ○
 

児
童

生
徒

の
抱

え
る

不
安

や
悩

み
に

適
切

に

対
応

す
る

た
め

，
教

育
相

談
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

る
と

と
も

に
，

家
庭

環
境

へ
の

積
極

的
な

働
き
か

け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

○
 

広
島

県
公
立

高
等

学
校

長
協
会

に
対
し

て
，

学

校
保

健
委
員

会
の

設
置
に
向

け
た

働
き

か
け

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
,
未

設
置

の
高

等
学

校
に

お
い

て
,設

置
に
向
け
た
機
運
醸
成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
 

 ○
 

ス
ク

ー
ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ

ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
の

配
置
を
拡

充
す

る
と

と
も

に
，

ス
ー

パ
ー
バ

イ
ザ

ー
等
を
活

用
し

た
連

絡
協

議
会

（
研

修
）
を

開
催

し
，
専
門

性
の

向
上

に
取

り
組

む
な
ど
，
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
 

ま
た

，
各

学
校

に
お

い
て

，
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

考
え

方
を

踏
ま

え
た

関
係

機
関

と

の
連

携
等

が
効

果
的

に
行

え
る

よ
う

，
指

導
資

料

を
作
成
し
ま
し
た
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
校
数
≫

 

 
 
H2

9：
28
0
校
 ⇒

 H
30
：
30
9
校
 

 
≪
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
校
区
等
数
≫
 

 
 
H2

9：
16

校
区
等
 ⇒

 H
30
：
24

校
区
等
 

≪
連
絡
協
議
会
（
研
修
）
実
施
回
数
≫

 

H3
0
：
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 ２

回
 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
 ４

回
 

 ○
 

平
成

30
年
７

月
豪
雨

災
害

に
よ

り
被

災
し

た

児
童

生
徒
の

心
の

ケ
ア
を
行

う
た

め
，

発
災

直
後

か
ら
夏
季
休
業
の
間
，
５
市
４
町
及
び

12
県
立
学

校
へ

ス
ク
ー

ル
カ

ウ
ン
セ
ラ

ー
を

派
遣

し
，

平
成

30
年
度
中
に

65
2
人
の
児

童
生
徒
や
教
職
員
等
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

 

 

○
 

全
て
の

学
校

に
お
い
て

，
家

庭
,
地
域

の
関
係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

効
果

的
な

学
校

保
健

活
動

を

展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。
 

 
 

 ○
 

学
校

か
ら

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

配
置

要
望

が
増

え

て
い
る
こ
と
か
ら
，
人
材

確
保
，
配
置
時
間
・
配
置

形
態

の
見

直
し

及
び

専
門

性
の

向
上

が
課

題
と

な

っ
て
い
ま
す
。

 

            ○
 

今
後

も
継

続
し

て
心

の
ケ

ア
が

必
要

な
児

童
生

徒
が
い
る
こ
と
に
加
え
，
災
害
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ

て
か
ら
症
状
等
が
現
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
，

引
き
続
き
，
必
要
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

○
 

保
健

主
事

研
修

等
に

お
い

て
，

学
校

保
健

委
員

会
の

マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

紹
介

し
,
設

置
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学

ん
で

も
ら

う
こ

と
で

，
学

校
保

健
委

員
会

の
設

置
率

の
向

上
を
図
り
ま
す
。

 

 ○
 

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

の
人

材
確

保
の

た
め

，
各

職
能

団
体

や
退

職
予

定
の

教
職

員
に

対
し

て
，

業
務

内
容

や
面

接
の

実
施

に
つ

い
て
周
知
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
専

門
的

知
識

・
技

能
の

向
上

を
図

る
た

め
，

各
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

学
校

訪
問

指
導

及
び

研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
・
派
遣
校
数
≫

 

 
 
H3
0：

30
9
校
 ⇒

 H
31
：
32
3
校
（
派
遣
：
22
0
校
）
 

 
≪
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置

校
区
等
数
≫
 

 
 
H3
0：

24
校
区
等
⇒
 H
31
：

32
校
区
等
 

     ○
 

継
続

し
て

心
の

ケ
ア

を
行

う
必

要
の

あ
る

児
童

生
徒

が

在
籍

す
る

学
校

区
に

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

年
間

配
置

時
間

数
を

多
く

設
定

す
る

な
ど

し
た

上
で

，
通

常
の

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

配
置

の
中

で
，

必
要

な
カ

ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

 

 
 

ま
た

，
学

校
・

市
町

教
委

と
連

携
し

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
児

童
生

徒
の

状
況

を
細

か
く

観
察

す
る

取
組

を
継

続
し

な
が

ら
，

必
要

な
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

 

  

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
年
間
総
相
談
件
数

 
31
,5
62

件
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

33
,8
55

件
 

34
,2
16

件
 

36
,3
98

件
 

 
 

10
7.
1％

 

目
標
値

(b
) 

32
,0
00

件
 

33
,0
00

件
 

34
,0
00

件
 

35
,0
00

件
 

36
,0
00

件
 

-33-



 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
に

よ
る

家
庭

環

境
の
問
題
へ
の
支
援
状
況

 

60
.0

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

81
.0
％
 

82
.9

％
 

80
.9
％
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

61
％
 

62
％
 

63
％
 

64
％
 

65
％
 

学
校
保
健
委
員
会
の
実
施
率

 
84
.7
%
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

85
.4
％
 

85
.8

％
 

９
月
末
判
明
予
定
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

88
.0
％
 

91
.0

％
 

94
.0
％
 

97
.0
％
 

10
0.
0％

 

２
（
７
）
 

食
育
の
推
進
 

○
 

食
に

関
す

る
正

し
い

知
識

・
理

解
を

深
め

，

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

を
と

る
な

ど
，

児
童

生
徒

が
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

，
家

庭
に

お
い

て
食

事
の

準
備

や
後

片
付
け

の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
 

  ○
 

児
童

生
徒

が
各

地
域

の
産

物
や

郷
土

料
理

に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
，

日
常

の
食

事
と

関
連

付
け
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
 

 

○
 

「
主

食
・
主

菜
・

副
菜

の
そ
ろ

っ
た
朝

ご
は

ん

を
食
べ
て
い
る
」「

食
事
の
準
備
や
後
片
付
け
を
行

っ
て

い
る
」

児
童

生
徒
の
増

加
を

目
指

す
取

組
と

し
て
，「

朝
食
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
や
「
家
庭
に
お
け

る
調

理
体
験

を
促

す
リ
ー
フ

レ
ッ

ト
」

を
作

成
・

配
付
し
ま
し
た
。

 

 ○
 

児
童

生
徒
の

広
島

県
産

の
食
材

に
つ
い

て
理

解

を
深

め
る
た

め
の

取
組
と
し

て
，

栄
養

教
諭

等
学

校
給
食
関
係
者
を
中
心
に
，「

ひ
ろ
し
ま
給
食
メ
ニ

ュ
ー

」
を
取

り
入

れ
た
親
子

料
理

教
室

や
給

食
試

食
会
等
の
食
育
に
係
る
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

≪
参
考
：
食
に
関
す
る
実
態
調
査
≫

 

「
広

島
県

産
の

食
材

に
つ

い
て

,
家

庭
で

話
を

す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

 

H2
9：

48
.4
％
 
⇒
 
H3
0：

48
.6
％
 

○
 
 
「
作
っ
て
食
べ
る
」
取
組
は
一
定
程
度
の
成
果

が
上
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
，
児
童
生
徒
が
健
全
な

食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
，
よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
な
ど
，
生
涯
に
わ
た
っ
て
，

健
康
に
つ
な
が
る
食
に
つ
い
て
考
え
，
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 ○
 

児
童

生
徒

が
地

場
産

物
や

郷
土

料
理

に
つ

い
て

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
，
学
校
給
食
に
地
場
産

物
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
，
産
地
や
出
荷

期
間
な
ど
，
県
内
の
地
場

産
物
の
生
産
状
況
等
に
つ

い
て
の
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

 

○
 
「
ひ
ろ
し
ま
給
食

10
0
万

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い

て
，「

食
と
健

康
」
を
テ

ー
マ
に
，
咀
嚼
と
健
康
の
つ
な
が

り
を

意
識

さ
せ

，
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
習

慣
を

児
童

生
徒

に
身

に
付

け
さ

せ
る

な
ど

，
歯

科
医

師
会

等
の

関
係

機
関

と
連
携
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

 

  ○
 

栄
養

教
諭

，
学

校
栄

養
職

員
を

対
象

と
し

た
会

議
に

お

い
て

，
農

林
水

産
局

や
企

業
等

の
協

力
を

得
て

地
場

産
物

の
活

用
に

係
る

情
報

交
換

の
場

を
設

け
る

な
ど

，
学

校
給

食
に
地
場
産
物
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

主
食

・
主

菜
・

副
菜

の
そ

ろ
っ

た
朝

ご
は

ん
を

食

べ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
「

ひ
ろ

し
ま

給
食

１
０

０
万

食
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

 

58
.4

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

60
.0
％
 

59
.1

％
 

62
.9
% 

 
 

89
.9
％
 

目
標
値

(b
) 

62
％
 

66
％
 

70
％
 

74
％
 

78
％
 

食
事

の
準

備
や

後
片

付
け

を
行

っ
て

い
る

児
童

生

徒
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
「

ひ
ろ

し
ま

給
食

１
０

０
万

食
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

 

72
.1

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

74
.2
% 

75
.4

％
 

78
.3
% 

 
 

97
.9
％
 

目
標
値

(b
) 

75
％
 

78
％
 

80
％
 

82
.5
％
 

85
％
 

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
活
用
割
合

 
34
.4

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

27
.7
％
 

34
.2

％
 

32
.9
％
 

（
県
速
報
値
）
 

 
 

87
.7
％
 

目
標
値

(b
) 

35
％
 

36
.5

％
 

37
.5
％
 

39
％
 

40
％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

２
（
８
）
 

児
童

生
徒

の

体
力
・
運
動
能

力
の
向
上
 

 

○
 

全
国

体
力

・
運

動
能

力
，

運
動

習
慣

等
調

査

の
体

力
合

計
点

平
均

値
の

全
国

ト
ッ

プ
県

と
の

差
が

縮
小

し
，

児
童

生
徒

の
体

力
・

運
動

能
力

が
向
上

し
て
い
ま
す
。
 

○
 

全
国

体
力
・

運
動

能
力

，
運
動

習
慣
等

調
査

の

体
力

合
計

点
平

均
値

の
全

国
ト

ッ
プ

県
と

の
差

は
，

小
・
中

学
校

男
子

に
お

い
て

，
過

去
最

小
と

な
り
ま
し
た
。

 

ま
た

，
小

・
中

学
校

女
子

に
お

い
て

も
，

平
成

28
年
度
の
基
準
値
と
比
較
す
る
と
，
小
学
校
女
子

は
0.
56

点
，
中
学
校
女
子
は

0.
33

点
，
全
国
ト

ッ
プ

県
と

の
差

を
縮

小
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま

す
。

 

 ○
 

各
学

校
に
お

い
て

，
体

力
つ
く

り
の
た

め
の

マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

サ
イ

ク
ル
が
定

着
し

て
き

た
こ

と
な

ど
に

よ
り
，

広
島

県
の
児
童

生
徒

の
体

力
は

向
上

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 ≪
広

島
県

の
体

力
合

計
点

平
均

値
の

推
移

（
平

成

23
年
度
～
平
成

30
年
度
）
≫
 

（
小
５
男
子
）

H2
3：

55
.7
3
点
⇒
H3
0：

56
.9
6
点
 

（
小
５
女
子
）

H2
3：

55
.8
8
点
⇒
H3
0：

58
.5
4
点
 

（
中
２
男
子
）

H2
3：

42
.4
4
点
⇒
H3
0：

44
.7
9
点
 

（
中
２
女
子
）

H2
3：

48
.9
5
点
⇒
H3
0：

52
.7
6
点
 

○
 

体
力

合
計

点
の

全
国

ト
ッ

プ
県

と
の

差
は

長
期

的
に
み
る
と
縮
小
傾
向
に
あ
る
も
の
の
，
小
・
中
学

校
と
も
に
男
子
よ
り
も
女
子
の
方
が
，
全
国
ト
ッ
プ

県
と
の
差
が
大
き
い
傾
向
が
見
ら
れ
，
女
子
の
児
童

生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

の
一
層
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

    ○
 
児
童
生
徒
が
，
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
が
習
慣
化
す
る

中
で
体
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
運
動
や

ス
ポ

ー
ツ

が
好

き
で

は
な

い
と

感
じ

て
い

る
児

童

生
徒
の
割
合
を
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

  
≪
運
動
（
体
を
動
か
す
遊
び
を
含
む
）
や
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
「
や
や

嫌
い

」「
嫌
い
」
と
回
答

し
た

児
童
生
徒
の
割
合
≫

 

（
小
５
男
子
）

 7
.5
％
（
小
５
女
子
）
12
.6
 ％

 

（
中
２
男
子
）

10
.5
％
（
中
２
女
子
）
19
.5
％
 

○
 

体
力

つ
く

り
推

進
リ

ー
ダ

ー
等

を
対

象
と

し
た

研
修

会

等
に

お
い

て
，

仲
間

と
の

関
わ

り
や

ゲ
ー

ム
性

を
高

め
る

等
，

楽
し

み
な

が
ら

体
を

動
か

す
方

法
に

つ
い

て
の

協
議

や
演

習
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，

と
り

わ
け

女
子

の
運

動
嫌

い
を

減
少

さ
せ

る
視

点
で

の
授

業
改

善
等

に
取

り
組

み
ま

す
。
 

    ○
 

自
ら

進
ん

で
運

動
に

親
し

む
児

童
生

徒
の

育
成

に
向

け

て
，

学
校

全
体

で
取

り
組

む
こ

と
の

出
来

る
体

力
向

上
に

資
す

る
取

組
事

例
を

研
修

会
等

で
紹

介
す

る
だ

け
で

な

く
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

発
信

し
，

全
県

に
普

及
を

図
り

ま
す
。
 

 ○
 

広
島

県
児

童
生

徒
の

体
力

・
運

動
能

力
調

査
を

継
続

し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
，

研
修

会
等

に
お

い
て

，
各

学
校

に
お

け
る

調
査

結
果

等
を

活
用

し
た

体
力

つ
く

り
の

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
の

更
な

る
定

着
や

体
力

改
善

計
画
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

全
国

体
力

・
運

動
能

力
，

運
動

習
慣

等
調

査
の

体

力
合
計
点
平
均
値
の
全
国
ト
ッ
プ
県
と
の
差

 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

全
国

体
力

・
運

動
能

力
等

調
査

結
果

（
ス

ポ
ー

ツ
庁

）
 

小
５
男
子

 
▲
1.
79

 
小
５
女
子

 
▲
2.
51

 
中
２
男
子

 
▲
1.
81

 
中
２
女
子

 
▲
2.
81

 
[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
５
男
子
 
▲
1.
25
 

小
５
女
子
 
▲
1.
46
 

中
２
男
子
 
▲
1.
94
 

中
２
女
子
 
▲
2.
50
 

小
５
男
子

 
▲
1.
45
 

小
５
女
子

 
▲
2.
22
 

中
２
男
子

 
▲
2.
02
 

中
２
女
子

 
▲
2.
41
 

小
５
男
子
 
▲
1.
09
 

小
５
女
子
 
▲
1.
95
 

中
２
男
子
 
▲
1.
27
 

中
２
女
子
 
▲
2.
48
 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

小
５
男
子
 
▲
1.
31
 

小
５
女
子
 
▲
1.
53
 

中
２
男
子
 
▲
1.
56
 

中
２
女
子
 
▲
1.
79
 

小
５
男
子

 
▲
0.
66
 

小
５
女
子

 
▲
0.
77
 

中
２
男
子

 
▲
0.
78
 

中
２
女
子

 
▲
0.
90
 

小
５
男
子
 
▲
0.
0 

小
５
女
子
 
▲
0.
0 

中
２
男
子
 
▲
0.
0 

中
２
女
子
 
▲
0.
0 

小
５
男
子
 
▲
0.
0
 

小
５
女
子
 
▲
0.
0
 

中
２
男
子
 
▲
0.
0
 

中
２
女
子
 
▲
0.
0
 

小
５
男
子
 
▲
0.
0 

小
５
女
子
 
▲
0.
0 

中
２
男
子
 
▲
0.
0 

中
２
女
子
 
▲
0.
0 

２
（
９
）
 

キ
ャ

リ
ア

教

育
の

推
進

と

高
校

生
の

就

業
能

力
の

強

化
 

 

○
 

児
童

生
徒

に
職

業
に

つ
い

て
の

基
礎

的
な

知

識
，

勤
労

を
重

ん
じ

る
態

度
や

自
ら

の
進

路
を

選
択
す

る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

     

○
 
進
路
指
導
主
事
研
修
や
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア

教
育
部
会
に
お
い
て
，「

わ
た
し
の
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー

ト
」
の
活
用
に
つ
い
て
，
周
知
・
徹
底
を
図
っ
た

こ
と
に
よ
り
，
持
ち
上
が
り
率
（
中
学
校
か
ら
高

等
学
校
）
は
，
前
年
度
か
ら

3.
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
71
.8

％
と
な
り
，
校
種
を
越
え
た
系
統
的
な
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
学
校
が
着
実
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

 

○
 
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
「
わ
た
し
の
キ
ャ

リ

ア
ノ
ー
ト
」
の
持
ち
上
が

り
率
は
着
実
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
，
生
徒
の
系

統
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
す
る
取
組
と
し
て
，
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
を
十
分

に
活
用
で
き
て
い
な
い
学
校
が
み
ら
れ
ま
す
。

 

 
さ
ら
に
，
文
部
科
学
省

に
お
い
て
は
，
新
し
い
小

学
校
及
び
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
，
特
別
活
動
を

要
と
し
つ
つ
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
キ
ャ
リ

○
 
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
更
な
る
充
実
に
向
け
，
進
路
指
導
主

事
研
修
や
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
に
お
い
て
，

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
，
特
別
活
動
を
要
と

し
つ
つ
，
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
，「

わ
た
し
の
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
」

の
活
用
の
意
義
に
つ
い
て

,理
解
を
深
め
，
生
徒
の
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
，
必
要
な
能
力
の
育
成
に
資

す
る
取
組
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

      ○
 

新
規

高
等

学
校

卒
業

者
の

就
職

率
が

全
国

平

均
以

上
と

な
る

と
と

も
に

，
３

年
以

内
離

職
率

が
全

国
平

均
以

下
と

な
る

な
ど

，
適

切
な

職
業

選
択

に
基

づ
い

て
，

自
己

実
現

を
図

る
こ

と
が

で
き
て

い
ま
す
。
 

 

      ○
 

平
成

31
 
年
３

月
の
国

・
公

・
私

立
高

等
学

校

卒
業

者
の
就

職
率

は
，
前
年

同
期

と
同

じ
値

で
あ

り
，
直
近

10
 年

間
で
最
も
高
い

99
.1
％
と
な
っ

て
お

り
，
全

国
平
均

を
10
 
年

以
上
続

け
て
上

回

っ
て
い
ま
す
。

 

    ○
 

平
成

27
年
３

月
卒
業

者
の

３
年

以
内

の
離

職

率
は

36
.0
％
で
あ
り
，
全
国
平
均

39
.1
％
を

3.
1

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

 

    ○
 

も
の

づ
く

り
企

業
を

退
職

し
た

熟
練

技
能

者

（
Ｓ

Ｅ
Ｔ
）

に
よ

る
巡
回
指

導
や

，
本

県
独

自
の

「
ひ

ろ
し
ま

“
も

の
づ
く
り

”
技

能
検

定
」

の
実

施
な

ど
に
よ

り
，

高
等
学
校

工
業

科
卒

業
者

の
生

徒
の
技
能
は
着
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

 

≪
ひ
ろ
し
ま
“
も
の
づ
く
り
”
技
能
検
定

 
 

１
～
３
級

 
合
格
者
数
≫
 

 
 
H2
9
：
10
7
人
，
H3
0：

11
6
人
 

   

ア
教
育
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
ほ
か
，
平
成

30
年

度
に
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ

ー
ト
」
を
作
成
す
る
な
ど
，

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

  ○
 
就
職
を
希
望
す
る
全
て
の
生
徒
の
進
路
実
現
が

図
ら
れ
る
よ
う
，
生
徒
個

々
の
個
性
や
特
性
を
踏
ま

え
た
就
職
指
導
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

 
≪
３
月

31
日
時
点
の
未
内
定
者
≫
 

 
 
H2
9：

34
人
，
H3
0：

33
人
 

   ○
 
３
年
以
内
の
離
職
率
は
，
全
国
平
均
を
下
回
っ

て

は
い
る
も
の
の
，
就
職
希

望
者
の
職
業
に
対
す
る
理

解
不
足
等
に
よ
り
，
求
職

と
求
人
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

生
じ
て
お
り
，
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。
 

   ○
 

県
内

企
業

等
か

ら
今

後
の

も
の

づ
く

り
人

材
に

は
，
加
工
技
術
に
加
え
て
，
新
し
い
製
品
を
創
り
出

す
た
め
の
創
造
力
等
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

 
 
 

 
 
ま
た
，
文
部
科
学
省
が

作
成
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ

ー
ト
」
と
本
県
が
独
自
に
作
成
・
活
用
し
て
き
た
「
わ
た

し
の
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
」
の
内
容
等
を
比
較
検
討
し
，
各

学
校
が
活
用
し
や
す
く
，
校
種
を
越
え
た
系
統
的

な
キ
ャ

リ
ア
教
育
が
推
進
で
き
る
内
容
，
方
法
等
を
検
討

し
ま
す
。 

 ○
 

ジ
ョ

ブ
サ

ポ
ー

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
を

１
名

増
員

し
，

11

人
体

制
と

す
る

こ
と

で
，

よ
り

き
め

細
や

か
な

就
職

支
援

を
図
り
ま
す
。

 

ま
た
，「

高
等
学
校
就
職
促
進
会
議
」
を
年
３
回
開
催
し
，

ジ
ョ

ブ
サ

ポ
ー

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
や

進
路

指
導

担
当

の
教

員
間

で
ス

キ
ル

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

共
有

す
る

と
と

も
に

，
各

校
で

は
進

路
指

導
主

事
を

中
心

に
学

級
担

任
と

緊
密

に
連

携
し
な
が
ら
，
組
織
的
な
就
職
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

 

 ○
 

高
等

学
校

就
職

促
進

会
議

で
生

徒
に

対
す

る
指

導
・

支

援
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
協

議
・

情
報

交
換

等
を

行
い

，
各

校
に

お
い

て
，

そ
こ

で
得

た
情

報
等

を
も

と
に

，
内

定
後

の
指
導
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
，
関
係
機
関
と
連
携
し
，

就
職

内
定

者
を

対
象

と
し

た
「

高
校

生
就

職
内

定
者

支
援

講
習
会
」
を
実
施
し
，
早
期
離
職
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

 

 ○
 

「
ひ

ろ
し

ま
“

も
の

づ
く

り
”

技
能

検
定

」
の

取
組

に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

の
６

部
門

に
加

え
，

第
４

次
産

業
革

命
（
Ｉ
ｏ
Ｔ

,Ａ
Ｉ
の
普
及
等
）
を
踏
ま
え
，
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
を

活
用

し
て

，
設

計
・

デ
ザ

イ
ン

を
行

い
創

造
力

を
育

成
す
る
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
部
門
，
建

築
Ｃ
Ａ
Ｄ
部
門
を
新
設
し
，

実
施
し
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

「
わ

た
し

の
キ

ャ
リ

ア
ノ

ー
ト

」
の

持
ち

上
が

り

率
（
県
立
高
等
学
校
）

 

63
.5
%
 

[H
28
.4

] 

実
績
値

(a
) 

63
.6
％
 

68
.1

％
 

71
.8
％
 

 
 

10
6％

 
目

標
値

(b
) 

64
.5
％
 

66
.0

％
 

67
.5
％
 

69
.0
％
 

70
％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
就
職
率

 

[関
連

資
料

] 
高

校
生

等
の

就
職

を
め

ぐ
る

状
況

に
つ

い
て

 

98
.7
%
 

（
全
国
平
均

97
.7
%
）

[H
28
.3

卒
] 

実
績
値

(a
) 

98
.9
％
 

[H
29
.3

卒
] 

99
.1

％
 

[H
30
.3

卒
] 

99
.1
％
 

[H
31
.3

卒
] 

 
 

10
0.
9%
 

目
標
値

(b
) 

全
国
平
均
以
上
 

（
98
.0
％
）
 

全
国
平
均
以
上

 
（
98
.1

％
）
 

全
国
平
均
以
上
 

（
98
.2
％
）
 

全
国
平
均
以
上

 
全
国
平
均
以
上
 

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
３
年
以
内
の
離
職
率

 

（
厚
生
労
働
省
調
査
）

 

36
.4
%
 

（
全
国
平
均

40
.0
%
）

[H
24
.3

卒
] 

実
績
値

(a
) 

38
.9
％
 

[H
25
.3

卒
] 

36
.9

％
 

[H
26
.3

卒
] 

36
.0
％
 

[H
27
.3

卒
] 

 
 

10
8.
6%
 

目
標
値

(b
) 

全
国
平
均
以
下
 

（
40
.8
％
）
 

全
国
平
均
以
下

 
（
40
.6

％
）
 

全
国
平
均
以
下
 

（
39
.1
％
）
 

全
国
平
均
以
下

 
全
国
平
均
以
下
 

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
３
年
以
内
の
離
職
率

 

（
広
島
県
教
育
委
員
会
調
査
）

 

20
.3
%
 

[H
24
.3

卒
] 

実
績
値

(a
) 

19
.7
％
 

[H
25
.3

卒
] 

18
.3

％
 

[H
26
.3

卒
] 

18
.5
％
 

[H
27
.3

卒
] 

 
 

21
1.
4%
 

目
標
値

(b
) 

全
国
平
均
以
下
 

（
40
.8
％
）
 

全
国
平
均
以
下

 
（
40
.6

％
）
 

全
国
平
均
以
下
 

（
39
.1
％
）
 

全
国
平
均
以
下

 
全
国
平
均
以
下
 

高
等

学
校

工
業

科
卒

業
者

の
技

能
士

３
級

以
上

取

得
率

 

20
.9
%
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

22
.1
％
 

28
.1

％
 

27
.7
％
 

 
 

86
.6
％
 

目
標
値

(b
) 

22
％
 

27
％
 

32
％
 

37
％
 

42
％
 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

お
お
む
ね
 

順
調
 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
け
る
基
礎
学
力
が
定
着
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
や
，「

道
徳
教
育
の
充
実
」，
「
体
験
活
動
の
推
進
」
に
関
す
る
指
標
，「

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
」
に
関
す
る
指
標
な
ど
，

「
知
・
徳
・
体
」
そ
れ
ぞ
れ
に
係
る
事
業
指
標
の
多
く
は
目
標
を
上
回
る
，
ま
た
は
前
年
度
よ
り
向
上
し
て
お
り
，
施
策
全
体
と
し
て
は
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

 

一
方
で
，
学
力
に
課
題
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
や
，
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
な
ど
か
ら
，
学
力
に
課
題
を
持
つ
子
供
や
，
全
体
指
導
を
基
盤
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
じ
め
な
い
子
供
の
存
在
が
一
定
数
，
存
在
す
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
個
別
最
適
な
学
び
の
調
査
・
研
究
に
着
手
す
る
な
ど
，
新
た
な
対
応
策
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
「
概
ね
順
調
」
と
し
ま
し
た
。

 

外
部

意
見

 
 

○
 
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
，
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
外
部
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
教
員
が
授
業
な
ど
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備

の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。 

○
 
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

つ
い
て
は
，
広
島
県
が
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
と
評
価
し

て
い
る
。「

わ
た
し
の
キ

ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
」
は
，
通
信
簿
で
は
な
い
も
う
一
つ
の
通
知
表
を
作
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
始
ま
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
，
引
き

続
き
丁
寧
に
進
め
て

ほ
し
い
。

 

○
 
基
礎
学
力
の
習
得

に
は
，
家
庭
環
境
や
，
学
校
図
書
館
な
ど
を
通
じ
て
活
字
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
重
要
で
あ
る
。

 

○
 
「
子
ど
も
司
書
」

の
取
組
に
つ
い
て
は
，
数
的

拡
大
を
図
れ
て
き
て
い
る

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
次

の
段
階
と
し
て

,「
子
ど
も
司
書
」
に
な
っ
た
子
供
達
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
か
（
で
き
て
い
る
か
）
な
ど
，
質
的
な
成

果
が
上
が
っ
て
い
る

か
を
評
価
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
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３
 
「
こ

れ
か

ら
の

社
会

で
活

躍
す
る

た
め
に

必
要
な

資
質
・

能
力
の

育
成

を
目

指
し

た
主

体
的

な
学

び
」

を
促

す
教

育
活

動
の

推
進

 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

３
（
１
）
 

新
し

い
教

育

モ
デ

ル
の

構

築
に

向
け

た

教
育

環
境

の

整
備
 

 

○
 
県
内

全
て
の
学
校
に
お
い
て
，「

課
題
発
見
・

解
決

学
習

」
を

柱
に

，
児

童
生

徒
の

主
体

的
な

学
び
が

促
進
さ
れ
，「

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍

す
る

た
め

に
必

要
な

資
質

・
能

力
（

コ
ン

ピ
テ

ン
シ
ー

）」
が
着
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
 

○
 

小
・

中
学
校

等
で
は
，

各
学
校

に
「
学

び
の

変

革
」

推
進
担

当
教
員

を
位
置

付
け

，
そ

の
全
員

が

参
加

す
る
，

各
市
町

の
「
学

び
の

変
革

」
推
進

協

議
会

を
年
３

回
実
施

し
，
研

修
・

協
議

等
を
行

っ

た
こ

と
に
よ

り
，
パ

イ
ロ
ッ

ト
校

等
の

優
れ
た

実

践
事

例
を
全

て
の
小

・
中
学

校
に

普
及

す
る
こ

と

が
で
き
ま
し
た
。

 

 〇
 

高
等

学
校
で

は
，

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト

研
修
を

通
し
て

，
各
校

の
実

態
に

応
じ
て

資

質
・

能
力
の

育
成
に

向
け
た

取
組

が
推

進
さ
れ

ま

し
た
。

 

さ
ら

に
，

研
究

開
発

校
に

お
い

て
，

学
校

全
体

で
育

成
す

る
資

質
・

能
力

の
評

価
に

関
す

る
研

究

を
進

め
，

実
践

合
同

発
表

会
な

ど
で

全
県

に
発

信

し
ま
し
た
。

 

 ○
 

特
別

支
援
学

校
で
は
，

今
年
度

は
各
校

各
学

年

１
事

例
以
上

の
「
課

題
発
見

・
解

決
学

習
」
に

係

る
単

元
計
画

を
作
成

し
，
実

施
す

る
と

と
も
に

，

29
年
度
に
開
発
し
た
単
元
を
実
践
し
，
教
育
効
果

を
検
証
し
ま
し
た
。

 

 ○
 

広
島

叡
智
学

園
に
つ
い

て
は
，

国
内
外

の
有

識

者
や

教
育
機

関
等
と

連
携
し

，
教

育
内

容
や
教

育

環
境

の
詳
細

に
つ
い

て
整
理

す
る

と
と

も
に
，

外

国
人

を
含
む

教
員
の

採
用
・

育
成

や
入

学
者
選

抜

の
実

施
な
ど

，
開
校

に
向
け

た
諸

準
備

を
行
い

ま

し
た

。
県
内

だ
け
で

な
く
，

県
外

か
ら

も
多
く

志

願
が

あ
り

，
開

校
１

年
目
の

入
学

志
願

者
数
は

，

定
員

40
人
に
対
し

37
2
人
で
，
9.
3
倍
と
い
う
状

況
で
し
た
。

 

     

○
 
一
部
の
学
校
に
お
い
て
，
日
頃
の
授
業
で
児
童
生

徒
の
「
主
体
的
な
学
び
」
が
充
分
に
実
現
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
状
況
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
，
学
校
間
の
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
の
実
践

交
流
等
を
充
実
さ
せ
，
各
学
校
に
お
け
る
授
業
改
善

の
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

確
立

を
支

援
す

る
必

要

が
あ
り
ま
す
。

 

 〇
 
学
校
の
特
色
を
活
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
組

織
的

に
促

す
取

組
を

さ
ら

に
進

め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
研
究
開
発
校
に
お
い
て
，
総
合
的
な
探
究

の
時

間
等

に
お

け
る

探
究

的
な

学
習

の
充

実
及

び

資
質
・
能
力
の
具
体
的
な
評
価
方
法
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

 

 
 

 
 

○
 
「
課
題
発
見
・
解
決

学
習
」
に
つ
い
て
，
各
校
の

研
究
を
教
育
課
程
の
編
成
に
活
か
す
な
ど
，
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
立
っ
た
取
組
を

よ
り
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

  ○
 

世
界

中
の

ど
こ

に
い

て
も

活
躍

で
き

る
リ

ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
た
め
，
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

開
発
・
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
，
広
島
叡
智
学
園
で

先
導
的
に
実
践
し
た
取
組
を
県
内
全
域
に
広
め
，
県

全
体

の
教

育
水

準
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で

す
。
 

        

○
 

各
市

町
の

「
学

び
の

変
革

」
推

進
協

議
会

（
年

３
回

）

を
開
催
し
，「

課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
の
実
践
交
流
を
充

実
さ
せ
る
等
，
各
小
・
中
学
校
等
に
お
い
て
，「

学
び
の
変

革
」

推
進

担
当

教
員

を
中

心
と

し
た

授
業

研
究

が
自

律

的
・

計
画

的
に

進
む

よ
う

支
援

し
，

日
頃

の
授

業
の

質
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

 

  ○
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
や

研
究

開
発

校

に
お

い
て

，
各

校
の

資
質

・
能

力
の

育
成

に
向

け
た

取
組

を
公

開
研

究
会

で
発

表
・

共
有

す
る

な
ど

，
さ

ら
に

充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
，
新
た
に
新
学
習
指
導
要
領
の
科
目
「
理

数
探

究
」

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
及

び
普

及
を

進
め

る
こ

と
で

，
学

校
の

特
色

を
活

か
し

た
組

織
的

な
取

組
の

充

実
・
改
善
を
図
り
ま
す
。

 

  ○
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

に
立

っ
た

教

育
課
程
の
編
成
に
つ
い
て
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
や
，

重
度

・
重

複
障

害
の

あ
る

幼
児

児
童

生
徒

の
教

育
課

程
の

編
成

に
つ

い
て

研
修

を
実

施
し

，
各

校
の

取
組

の
活

性
化

を
図
り
ま
す

。
 

 ○
 

国
際

協
働

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
学

習
な

ど
，

特
色

あ
る

カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

を
充

実
し

，
実

践
研

究
・

運
用

改
善

を
図

る
と

と
も

に
，

指
導

法
，

評
価

法
な

ど
の

工
夫

改
善

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

ま
た

，
授

業
公

開
や

教
員

向
け

研
修

会
な

ど
の

積
極

的

な
実

施
す

る
な

ど
，

広
島

叡
智

学
園

の
教

育
実

践
の

取
組

を
県

内
全

域
に

広
め

て
い

く
仕

組
み

づ
く

り
を

進
め

ま

す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

○
 

広
島

版
「
学

び
の
変
革

」
に
つ

い
て
，

保
護

者

や
地

域
の

人
々

に
理

解
を
深

め
て

も
ら

う
た

め
，

保
護

者
向

け
広

報
誌

「
く
り

っ
ぷ

」
で

周
知

す
る

と
と
も
に
，「

ひ
ろ
し
ま
教
育
の
日
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
県

東
部

に
お

い
て

開
催
し

，
Ｐ

Ｔ
Ａ

団
体

等
に

も
案

内
す

る
こ

と
で

保
護
者

を
は

じ
め

，
多

く
の

県
民

に
理

解
を

深
め

て
も
ら

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

 

 

○
 
平
成

30
年
度
第
１
回
教
育
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
結

果
で

は
，
「

学
び

の
変

革
」

を
理
解

し
て
い

る

県
民
の
割
合
は
，
昨
年
度
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
も

の
の
，
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
，
よ
り
多
く

の
県
民
に
「
学
び
の
変
革
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

○
 

広
島

叡
智

学
園

中
学

校
・

高
等

学
校

を
始

め
，

各
学

校

の
「

学
び

の
変

革
」

に
関

わ
る

活
動

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

及
び

広
報

紙
「

く
り

っ
ぷ

」
で

Ｐ
Ｒ

す
る

こ
と

で
，

広
島

版
「

学
び

の
変

革
」

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

も
ら

え
る

よ
う
，
工
夫
し
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

「
課

題
発

見
・

解
決

学
習

」
に

取
り

組
ん

で
い

る

学
校
の
割
合

  

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

広
島

県
学

力
調

査
報

告
書

 

小
学
校

 
―
 

中
学
校

 
―
 

高
等
学
校

 

83
.8

％
 

特
別
支
援
学
校
 

70
.6

％

[Ｈ
28
] 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 
―
 

中
学
校
 
―
 

高
等
学
校
 
83
.8
％
 

特
別
支
援
学
校
 
70
.6
％
 

小
学
校

91
.8
% 

中
学
校

85
.8
% 

高
等
学
校

85
.9
％
 

特
別
支
援
学
校
 1
00
％
 

小
学
校

92
.8
% 

中
学
校

90
.0
% 

高
等
学
校
 
95
.4
％
 

特
別
支
援
学
校
 
10
0％

 

 
 

小
学
校
 

92
.8
％
 

中
学
校
 

90
.0
％
 

高
等
学
校
 

95
.4
％
 

特
別
支
援
学
校
 

10
0％

 

目
標
値

(b
) 

―
 

小
学
校

 
90
％
 

中
学
校

 
90
％
 

高
等
学
校

 
90
％
 

特
別
支
援
学
校
 
85
％
 

小
学
校
 
10
0％

 

中
学
校
 
10
0％

 

高
等
学
校
 
10
0％

 

特
別
支
援
学
校
 
10
0％

 

小
学
校
 
10
0％

 

中
学
校
 
10
0％

 

高
等
学
校
 
10
0
％
 

特
別
支
援
学
校
 
10
0
％
 

小
学
校
 
10
0％

 

中
学
校
 
10
0％

 

高
等
学
校
 
10
0％

 

特
別
支
援
学
校
 
10
0％

 

「
学
び
の
変
革
」
を
理
解
し
て
い
る
県
民
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

第
１

回
教

育
モ

ニ
タ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
に

つ
い

て
（

実
施

状
況

等
）

 

39
.2

％
 

[Ｈ
27
] 

実
績
値

(a
) 

46
.0
％
 

50
.8

％
 

54
.2
％
 

 
 

90
.3
％
 

目
標
値

(b
) 

45
％
 

50
％
 

60
％
 

70
％
 

80
％
 

３
（
２
）
 

「
課

題
発

見
・

解
決

学

習
」
の
推
進
 

 

○
 

小
・

中
学

校
に

お
い

て
，

教
科

で
学

習
し

た

知
識

・
技

能
を

実
生

活
や

学
習

の
様

々
な

場
面

に
活

用
す

る
力

が
伸

び
る

と
と

も
に

，
高

等
学

校
に

お
い

て
は

，
実

生
活

や
具

体
的

な
授

業
の

場
面

に
お

け
る

課
題

解
決

の
た

め
に

，
知

識
・

技
能

を
活

用
し

て
，

構
想

を
立

て
実

践
し

，
評

価
・
改

善
す
る
力
が
伸
び
て
い
ま
す
。
 

         

○
 

小
・

中
学
校

で
は
，
県

内
の
全

て
の
小

・
中

学

校
等

で
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に
関

す

る
校

内
研
修

が
行
わ

れ
，
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト
の

３
つ
の

側
面
に

つ
い

て
理

解
が
進

み

ま
し
た
。

 

ま
た

，
教

科
横

断
的

な
視

点
で

年
間

指
導

計
画

を
見
直
し
，
全
て
の
教
員
が
，「

課
題
発
見
・
解
決

学
習
」
を
１
単
元
以
上
，
実
践
・
改
善
し
ま
し
た
。 

 ○
 

高
等

学
校
で

は
，
国
語

科
，
数

学
科
，

理
科

の

３
教

科
に

お
け

る
教

科
リ

ー
ダ

ー
研

修
を

通
し

て
，
各
教
科
の
特
質
に
応
じ
た
「
主
体
的
な
学
び
」

の
実

現
に
向

け
た
授

業
研
究

が
各

校
で

組
織
的

に

実
践
さ
れ
ま
し
た
。

 

  

○
 
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
Ｂ
問
題
（
主
と
し

て
活
用
に
関
す
る
問
題
）
の
正
答
率
が
，
Ａ
問
題
と

比
較
す
る
と
，
依
然
と
し
て
低
い
傾
向
に
あ
り
，
引

き
続
き
，
全
て
の
教
員
が
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」

の
実
践
・
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
，
そ
の
質
を

向
上
さ
せ
る
た
め
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
基
づ
い
た
授
業
改
善
に
，
学
校
全
体
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

 ○
 

教
科

リ
ー

ダ
ー

研
修

を
通

し
て

「
主

体
的

な
学

び
」
に
つ
い
て
授
業
研
究
を
行
い
ま
し
た
が
，
研
修

を
受
講
し
た
３
教
科
以
外
に
つ
い
て
も
，
教
科
を
超

え
て
共
有
し
，
学
校
全
体
で
組
織
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

 

  

○
 

各
学

校
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

基
づ

い

た
授

業
改

善
を

一
層

進
め

る
た

め
，

各
学

校
の

「
学

び
の

変
革
」
推
進
担
当
教
員
が
参
加
す
る
，「

学
び
の
変
革
」
推

進
協

議
会

（
年

３
回

）
に

お
い

て
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

授
業

研
究

等
を

実
施

し
，

各
校

の
取

組
の

一
層

の
深

化
を
図
り
ま
す
。

 

   ○
 

令
和

元
年

度
は

，
教

科
リ

ー
ダ

ー
研

修
実

施
の

２
年

目

を
迎

え
，

地
歴

・
公

民
科

，
外

国
語

科
，

情
報

科
の

３
教

科
に

お
け

る
研

修
を

行
い

ま
す

。
昨

年
度

研
修

を
受

け
た

３
教

科
の

教
科

リ
ー

ダ
ー

と
も

連
携

し
，

学
校

全
体

で
，

組
織

的
に

授
業

研
究

に
取

り
組

み
，

生
徒

の
「

主
体

的
な

学
び
」
を
促
す
取
組
の
充
実
・

改
善
を
図
り
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

 ○
 

自
分

で
課

題
を

立
て

て
情

報
を

集
め

，
整

理

し
て

調
べ

た
こ

と
を

発
表

す
る

学
習

活
動

に
取

り
組
む

な
ど
，「

主
体
的
な
学
び
」
が
定
着
し
て

い
る
児

童
生
徒
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

                                  

○
 
中
学
校
で
は
，
児
童
生
徒
の
「
主
体
的
な
学
び
」

に
関

す
る
調

査
項
目

へ
の
肯

定
的

な
回

答
の
割

合

が
昨

年
度
よ

り
増
加

す
る
な

ど
，

各
学

校
に
お

け

る
取
組
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

 

                                   

○
 

小
・
中

・
高
等

学
校

で
は

，
「
課

題
発
見

・
解
決

学
習
」
に
関
わ
る
児
童
生
徒
の
意
識
と
，
学
校
の
指

導
に

対
す

る
意

識
に
ず

れ
が

あ
る

こ
と
か

ら
，
「

課

題
発
見
・
解
決
学
習
」
を
は
じ
め
と
し
た
授
業
の
質

を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

        ○
 
授
業
に
お
い
て
「
主
体
的
な
学
び
」
に
向
か
っ
て

い
な

い
児

童
生

徒
が

１
割

程
度

み
ら

れ
る

こ
と

な

ど
か
ら
，
全
体
指
導
を
基
盤
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

だ
け
で
は
，
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
児

童
生
徒
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た

，
国

に
お

い
て

，
「

公
正

に
個

別
最

適
化

さ

れ
た
学
び
」
を
実
現
す
る
多
様
な
学
習
機
会
や
場
の

提
供
な
ど
，
こ
れ
か
ら
の
社
会

(S
oc
ie
ty
5.
0)
に
求

め
ら
れ
る
学
び
の
在
り
方
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
，

そ
の

実
現

に
向

け
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
の

調
査

研

究
の
必
要
が
あ
り
ま
す

。
 

 ○
 
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
に
関
す
る
質
問
項
目

15
項
目
の
う
ち
，「

情
報
の
収
集
」
に
関
す
る
項
目

が
，
他
の
項
目
よ
り
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め

，
「

課
題

発
見
・

解
決

学
習

」
の
過

程
の
一

部

で
あ
る
「
情
報
の
収
集
」
に
係
る
指
導
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
，
児
童
生

徒
の

情
報

の
収

集
・
選

択
・

活
用
能
力
を
育
成
す
る
「
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

の
学

校
図

書
館

の
機

能
を

利
活

用
す

る
た

め
の

環

境
整
備
が
必
要
で
す
。

 

≪
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
に
関
す
る
質
問
項
目
≫
 

 
 
 
 
 
 
 
小
学
校
 
中
学
校
 

・
情
報
の
収
集
を
除
く

13
項
目
 
74
.1
% 

 6
6.
1%
 

・
情
報
の
収
集

 
 
  

２
項
目
 
56
.2
% 
  
44
.5
% 

（
平
成

30
年
度
広
島
県
学
力
調
査
報
告
書
）
 

○
 
小
・
中
学
校
等
で
は
，「

学
び
の
変
革
」
推
進
協
議
会
で

の
研

修
内

容
や

「
課

題
発

見
・

解
決

学
習

」
実

践
の

た
め

の
事

例
集

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
各

小
・

中
学

校
等

に
位

置
付

け
た

「
学

び
の

変
革

」
推

進
担

当
教

員
を

中
心

に
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

基
づ

い
た

授
業

改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
，「

課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
を

は
じ
め
と
し
た
授
業
の
質
を
向

上
さ
せ
，
児
童
生
徒
の
「
主

体
的
な
学
び
」

の
更
な
る
定
着

を
図
り
ま
す
。
 

 
 
高
等
学
校
で
は
，
高
等
学
校
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」

実
践

事
例

集
を

授
業

研
究

や
校

内
研

修
で

活
用

し
，

授
業

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

，
生

徒
の

「
主

体
的

な
学

び
」
の
更
な
る
定
着
を
図
り
ま

す
。

 

 ○
 

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
学

び
の

在
り

方
に

焦
点

を
当

て
，

全
て

の
児

童
生

徒
の

「
主

体
的

な
学

び
」

の
実

現
に

向
け

て
，

イ
エ

ナ
プ

ラ
ン

を
は

じ
め

と
す

る
子

供
の

多
様

性
を

前
提

と
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
，

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

等
に

お
け

る
実

践
的

な
取

組
事

例
を

参
考

と
し

て
，

個
人

の
進

度
や

能
力

・
関

心
に

応
じ

た
学

び
の

場
づ

く
り

や
，

異
年

齢
・

異
学

年
集

団
で

の
協

働
学

習
の

促
進

な
ど

，
個

別
の

状
況

に
応

じ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
ま
す
。

 

   ○
 
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
の
過
程
の
一
部
で
あ
る
「
情

報
の

収
集

」
に

係
っ

て
，

学
校

図
書

館
の

利
活

用
を

充
実

さ
せ

る
た

め
，

モ
デ

ル
校

に
よ

る
学

校
図

書
館

資
料

の
整

備
と

効
果

的
な

利
活

用
を

先
導

的
に

進
め

（
学

校
図

書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
），

そ
の

成
果
を
県
内
に
普
及
し
て
い

き
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

○
 

県
内

の
全

て
の

教
員

が
，

児
童

生
徒

の
主

体

的
な

学
び

を
促

す
「

課
題

発
見

・
解

決
学

習
」

の
授
業

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
 

○
 
小
・
中
・
高
等
学
校

で
は
，「

学
び
の
変
革
」
全

県
展

開
と
し

て
，
児

童
生
徒

の
主

体
的

な
学
び

の

実
現

に
向
け

，
各
学

校
に
お

け
る

「
課

題
発
見

・

解
決

学
習
」

を
取
り

入
れ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
の

開

発
や

実
践
・

改
善
を

通
じ
て

，
教

員
の

授
業
力

の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

 

 

○
 
学
校
の
教
育
活
動
の
様
々
な
場
面
で
，
児
童
生
徒

が
「
主
体
的
な
学
び
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
，

全
て
の
教
員
が
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
を
取
り

入
れ

た
授

業
を

実
践

す
る

力
を

身
に

付
け

る
こ

と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

○
 

小
・

中
学

校
等

で
は

「
課

題
発

見
・

解
決

学
習

」
実

践

の
た

め
の

事
例

集
を

活
用

し
て

，
全

て
の

教
員

が
「

課
題

発
見

・
解

決
学

習
」

を
取

り
入

れ
た

各
教

科
等

の
単

元
の

実
践

・
改

善
に

，
領

域
・

学
年

を
拡

大
し

て
，

取
り

組
む

こ
と
に
よ
り
，
授
業
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

 

 ○
 
高
等
学
校
で
は
，
各
教
科
で
「
課
題
発
見
・
解
決

学
習
」

を
推

進
す

る
リ

ー
ダ

ー
教

員
を

中
心

に
，

全
て

の
教

員
が

教
科

毎
に

授
業

改
善

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
，

授
業

力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

「
主

体
的

な
学

び
」

が
定

着
し

て
い

る
児

童
生

徒
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

広
島

県
学

力
調

査
報

告
書

，
 

平
成

29
年

度
広

島
県

高
等

学
校

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

70
.9

％
 

中
学
校

59
.3

％
 

高
等
学
校

62
.9

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 
70
.5
％
 

中
学
校
 
59
.6
％
 

高
等
学
校
 
63
.2
％
 

小
学
校

 
72
.1
％
 

中
学
校

 
62
.2
％
 

高
等
学
校

 
63
.7
％
 

小
学
校
 
71
.7
％
 

中
学
校
 
63
.2
％
 

高
等
学
校
 
62
.1
％
 

 
 

小
学
校
 8
7.
4％

 

中
学
校
 8
7.
8％

 

高
等
学
校
 

77
.6
％
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
 
74
％
 

中
学
校
 
64
％
 

高
等
学
校
 
65
％
 

小
学
校

 
78
％
 

中
学
校

 
68
％
 

高
等
学
校

 
70
％
 

小
学
校
 
82
％
 

中
学
校
 
72
％
 

高
等
学
校
 
80
％
 

小
学
校
 
86
％

 

中
学
校
 
76
％

 

高
等
学
校
 
83
％

 

小
学
校
 
90
％
 

中
学
校
 
80
％
 

高
等
学
校
 
85
％
 

習
得

し
た

知
識

・
技

能
を

活
用

す
る

問
題

の
平

均

通
過
率

※
 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

広
島

県
学

力
調

査
報

告
書

 
（

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
）

 

小
学
校

 
国
語

B 
69
.7

% 
算
数

B 
46
.7

% 

中
学
校

 
国
語

B 
67
.0

% 
数
学

B 
42
.7

% 

高
等
学
校
 

国
語
 
63
.9
％
 

数
学
 
48
.3
％
 

英
語
 
46
.7
％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 

国
語
Ｂ
 
60
.5
％
 

算
数
Ｂ
 
49
.5
％
 

中
学
校
 

国
語
Ｂ
 
67
.9
％
 

数
学
Ｂ
 
44
.8
％
 

高
等
学
校
 

国
語
  
45
.5
％
 

数
学
  
48
.7
％
 

英
語
  
55
.3
％
 

小
学
校

 
国
語
Ｂ

 
62
％
 

算
数
Ｂ

 
48
％
 

中
学
校

 
国
語
Ｂ

 
73
％
 

数
学
Ｂ

 
49
％
 

高
等
学
校

 
国
語
 
 3
4.
7％

 
数
学
 
 4
5.
9％

 
英
語
 
 4
2.
9％

 

小
学
校
 

国
語
Ｂ
 
60
％
 

算
数
Ｂ
 
54
％
 

中
学
校
 

国
語
Ｂ
 
62
％
 

数
学
Ｂ
 
46
％
 

高
等
学
校
 

―
 

 
 

小
学
校
 

国
語
 
95
.2
％
 

算
数
 
85
.7
％
 

中
学
校
 

国
語
 
10
1.
6％

 
数
学
 
75
.4
％
 

高
等
学
校
 

―
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
 

各
教
科
 
58
％
 

中
学
校
 

各
教
科
 
59
％
 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
55
％
 

小
学
校

 
各
教
科

 
61
％
 

中
学
校

 
各
教
科

 
60
％
 

高
等
学
校

 
各
教
科

 
60
％
 

小
学
校
 

各
教
科
 
63
％
 

中
学
校
 

各
教
科
 
61
％
 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
62
％
 

小
学
校
 

各
教
科
 
64
％

 

中
学
校
 

各
教
科
 
63
％

 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
64
％

 

小
学
校
 

各
教
科
 
65
％
 

中
学
校
 

各
教
科
 
65
％
 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
65
％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

習
得

し
た

知
識

・
技

能
を

活
用

す
る

問
題

の
平

均

通
過
率

※
 

[関
連

資
料

] 
平

成
30

年
度

広
島

県
学

力
調

査
報

告
書

 
（「

基
礎

・
基

本
」

定
着

状
況

調
査

）
 

小
学
校

 
国
語
 
58
.3
％
 

算
数
 
49
.4
％
 

理
科
 
55
.0
％
 

中
学
校
 

国
語
 
64
.8
％
 

数
学
 
57
.2
％
 

理
科
 
49
.1
％
 

英
語
 
60
.6
％
 

高
等
学
校
 

国
語
 
63
.9
％
 

数
学
 
48
.3
％
 

英
語
 
46
.7
％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 

国
語
 
36
.7
％
 

算
数
 
52
.0
％
 

理
科
 
46
.7
％
 

中
学
校
 

国
語
 
60
.6
％
 

数
学
 
57
.3
％
 

理
科
 
48
.3
％
 

英
語
 
53
.0
％
 

高
等
学
校
 

国
語
  
45
.5
％
 

数
学
  
48
.7
％
 

英
語
  
55
.3
％
 

小
学
校

 
国
語
 

52
.4
％
 

算
数
 

65
.4
％
 

理
科
 

51
.0
％
 

中
学
校

 
国
語
 

64
.0
％
 

数
学
 

57
.4
％
 

理
科
 
 4
5.
3％

 
英
語
 

59
.9
％
 

高
等
学
校

 
国
語
 
 3
4.
7％

 
数
学
 
 4
5.
9％

 
英
語
 
 4
2.
9％

 

―
 

―
 

―
 

―
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
 

各
教
科
 
58
％
 

中
学
校
 

各
教
科
 
59
％
 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
55
％
 

小
学
校

 
各
教
科

 
61
％
 

中
学
校

 
各
教
科

 
60
％
 

高
等
学
校

 
各
教
科

 
60
％
 

小
学
校
 

各
教
科
 
63
％
 

中
学
校
 

各
教
科
 
61
％
 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
62
％
 

小
学
校
 

各
教
科
 
64
％

 

中
学
校
 

各
教
科
 
63
％

 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
64
％

 

小
学
校
 

各
教
科
 
65
％
 

中
学
校
 

各
教
科
 
65
％
 

高
等
学
校
 

各
教
科
 
65
％
 

３
（
３
）
 

異
文

化
間

協

働
活

動
の

推

進
 

 

○
 
県
内

全
て
の
学
校
に
お
い
て
，「

異
文
化
間
協

働
活

動
」

が
活

発
に

行
わ

れ
，

高
等

学
校

段
階

で
毎
年

1,
00
0
人
以
上
の
生
徒
が
海
外
に
留
学

す
る

な
ど

，
グ

ロ
ー

バ
ル

な
教

育
環

境
が

整
っ

て
い
ま

す
。
 

     ○
 

小
学

校
に

お
い

て
，

各
教

員
の

英
語

の
指

導

力
が

向
上

す
る

と
と

も
に

，
中

学
校

，
高

等
学

校
で

は
，

生
徒

が
実

際
に

英
語

を
使

用
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
機

会
を

増
や

す
な

ど
，

言
語

活
動

を
充

実
さ

せ
た

授
業

改
善

が
進

ん
で
い

ま
す
。
 

○
 

市
町

が
実
施

す
る
グ
ロ

ー
バ
ル

キ
ャ
ン

プ
へ

の

支
援

や
，
小

・
中
学

校
と
連

携
し

た
県

立
学
校

の

海
外

姉
妹
校

受
入
へ

の
支
援

を
行

う
と

と
も
に

，

新
た

に
海
外

教
育
行

政
機
関

と
連

携
し

た
オ
ー

ス

ト
ラ

リ
ア
ク

イ
ー
ン

ズ
ラ
ン

ド
州

へ
の

高
校
生

派

遣
や

，
民
間

事
業
者

等
と
連

携
し

て
よ

り
低
額

な

短
期

留
学
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
開

発
な

ど
を

実
施
し

ま

し
た
。

 

  ○
 

小
学

校
で
は

，
新
学
習

指
導
要

領
を
踏

ま
え

た

小
学

校
外
国

語
の
指

導
方
法

等
の

研
究

に
取
り

組

む
学
校
（

22
校
）
を
指
定
し
，
指
定
校
の
研
究
成

果
を

各
校
の

校
内
研

修
等
で

普
及

す
る

こ
と
に

よ

り
，

新
学
習

指
導
要

領
の
理

解
が

深
ま

り
，
そ

れ

を
踏

ま
え
た

授
業
づ

く
り
が

進
む

な
ど

，
各
教

員

の
英
語
の
指
導
力
が
向
上
し
ま
し
た
。

 

      

○
 

高
校

段
階

で
の

留
学

経
験

者
数

は
着

実
に

増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
，
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
時
期
等
に
つ
い
て
，
生
徒
と
保
護
者
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
や
，
姉
妹
校
提
携
を
結
ん
で
は
い
る
も
の

の
，
相
手
校
と
十
分
な
交
流
が
で
き
て
い
な
い
学
校

が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
 

    ○
 

新
学

習
指

導
要

領
を

踏
ま

え
た

指
導

方
法

の
工

夫
に
係
り
，
研
究
指
定
校
と
そ
の
他
の
学
校
の
教
員

の
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
項
目
が
見
ら
れ
，
書
く

こ
と
，
読
む
こ
と
の
指
導
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
る

と
と
も
に
，
さ
ら
に
，
研
究
指
定
校
の
研
究
成
果
を

県
全
体
に
発
信
，
普
及
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

       

○
 

 
県

教
委

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
留

学
フ

ォ
ー

ラ
ム

な
ど

の

イ
ベ

ン
ト

等
を

活
用

し
，

短
期

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

認
知

度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
よ

り
低

額
な

短
期

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

を

促
進

し
，

県
内

の
学

校
へ

提
供

す
る

と
と

も
に

，
県

立
学

校
に

お
け

る
姉

妹
校

交
流

が
更

に
充

実
す

る
よ

う
，

姉
妹

校
交

流
計

画
に

基
づ

い
た

各
学

校
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

新
た

な
姉

妹
校

提
携

を
働

き
か

け
ま
す
。

 

 ○
 

小
学

校
外

国
語

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

事
業

及
び

中
学

校
外

国

語
ア

ッ
プ

グ
レ

イ
ド

事
業

を
実

施
し

，
新

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

た
小

学
校

外
国

語
の

指
導

方
法

，
新

教
材

の
活

用
方

法
等

の
研

究
，

校
種

間
の

円
滑

な
接

続
に

向
け

た
指

導
方

法
等

の
研

究
を

進
め

る
と

と
も

に
，

効
果

的
な

指
導

方
法

や
校

種
間

の
円

滑
な

接
続

に
向

け
た

指
導

計
画

な
ど

の
事

例
を

県
教

育
委

員
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

，
各

市
町

教
育

委
員

会
や

学
校

が
，

児
童

生
徒

の
実

態
を

踏
ま

え
て

授
業

改
善

を
進

め
て

い
く

た
め

の
支

援
を

行
い

ま

す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

○
 

中
学

校
で
は

，
新
学
習

指
導
要

領
を
踏

ま
え

た

小
・

中
・
高

等
学
校

に
お
け

る
校

種
間

の
円
滑

な

接
続

に
向
け

た
指
導

方
法
等

の
研

究
に

取
り
組

む

学
校

（
６
校

）
を
指

定
し
，

そ
の

研
究

成
果
を

他

校
に

普
及
す

る
こ
と

に
よ
り

，
生

徒
の

英
語
に

よ

る
言

語
活
動

の
時
間

や
英
語

担
当

教
員

の
英
語

使

用
量

が
増
加

す
る
な

ど
，
言

語
活

動
を

充
実
さ

せ

た
授
業
改
善
が
進
み
ま
し
た
。

 

 ○
 

高
等

学
校
で

は
，
大
学

等
と
連

携
し
，

英
語

指

導
力

向
上
研

修
等
に

お
い
て

，
生

徒
に

身
に
付

け

さ
せ

た
い
資

質
・
能

力
と
言

語
活

動
を

関
連
付

け

た
単

元
指
導

計
画
を

作
成
す

る
よ

う
指

導
す
る

こ

と
に

よ
り
，

授
業
に

お
け
る

言
語

活
動

の
充
実

を

図
っ

た
結
果

，
生
徒

の
授
業

に
お

け
る

英
語
に

よ

る
言

語
活
動

時
間
の

割
合
及

び
英

語
担

当
教
員

の

授
業

に
お
け

る
英
語

使
用
状

況
の

割
合

が
前
年

度

よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。

 

≪
授
業
に
お
け
る
英
語
に
よ
る
言
語
活
動
時
間
の
割
合
≫
 

H2
9
：
41
.7
% 
⇒
 H
30
：
48
.4
% 

≪
英
語
担
当
教
員
の
授
業
に
お
け
る
英
語
使
用
状
況
≫
 

H2
9
：
39
.0
% 
⇒
 H
30
：
41
.7
% 

 

○
 

生
徒

の
英

語
に

よ
る

言
語

活
動

の
時

間
や

英
語

担
当
教
員
の
英
語
使
用
量
に
つ
い
て
，
研
究
指
定
校

と
そ
の
他
の
学
校
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
，
研
究
指

定
校
の
研
究
成
果
を
県
全
体
に
発
信
，
普
及
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

    ○
 

授
業

に
お

け
る

英
語

に
よ

る
言

語
活

動
時

間
の

割
合
は
増
加
し
た
も
の
の
，
依
然
と
し
て
教
員
が
日

本
語

で
文

法
の

解
説

や
訳

読
に

終
始

し
て

い
る

授

業
が
み
ら
れ
ま
す
。

 

ま
た
，
生
徒
が
英
語
で
自
分
の
考
え
な
ど
を
話
し

た
り

書
い

た
り

す
る

よ
う

な
統

合
的

な
言

語
活

動

が
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
，
生
徒
に
身
に
付
け
さ

せ
た
い
資
質
・
能
力
と
関
連
付
け
た
取
組
に
な
っ
て

い
な
い
状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。

 

○
 

大
学

や
教

育
機

関
等

か
ら

専
門

性
の

高
い

講
師

を
招

き
，

外
国

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

児
童

生
徒

の
興

味
・

関
心

を
高

め
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
の

具
体

的
な

授
業

改
善

の
工

夫
に

つ
い

て
研

修
を

実
施

し
，

英
語

担
当

教
員

の
指

導
力

の
向

上
を

図
り
ま
す
。

 

 
 

ま
た

，
実

践
的

な
語

学
力

の
育

成
に

向
け

て
効

果
的

な

指
導
方
法
に
つ
い
て
，
調
査
・

研
究
を
行
い
ま
す
。

 

 ○
 
生
徒
が
調
べ
た
こ
と
を
基
に

，
自
身
の
考
え
等
を
英
語

で
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
伝

え
合
う
な
ど
の
言
語
活
動

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
，
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
取
組
の

中
に
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

た
り
す
る
な
ど
学
習
形
態

の
工
夫
を
行
い
ま
す
。

 

ま
た
，
引
き
続
き
，
教
員
が
英
語
で
授
業
を
行
う
こ
と

を
基
本
と
す
る
よ
う
，
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
研
修
や

学
校
訪
問
に
お
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

外
国

人
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
―

シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と

に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 

平
成

30
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

 
74
.6

％
 

中
学
校

 
60
.0

％
 

[Ｈ
27
] 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
 
72
.8
％
 

中
学
校
 
59
.6
％
 

小
学
校

 
73
.0
% 

中
学
校

 
61
.6
% 

小
学
校
 
72
.2
% 

中
学
校
 
61
.2
% 

 
 

小
学
校
 

92
.5
％
 

中
学
校
 

92
.7
％
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
 
76
% 

中
学
校
 
62
% 

小
学
校

 
77
% 

中
学
校

 
64
% 

小
学
校
 
78
% 

中
学
校
 
66
% 

小
学
校
 
79
%
 

中
学
校
 
68
%
 

小
学
校
 
80
％
 

中
学
校
 
70
％
 

求
め

ら
れ

る
英

語
力

を
有

す
る

中
・

高
等

学
校

の

教
員
の
割
合

 

中
学
校

 
36
.6

％
 

高
等
学
校

77
.0

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

中
学
校
 
37
.5
% 

高
等
学
校
 
82
.0
% 

中
学
校

 
36
.9
% 

高
等
学
校

 
81
.2
% 

中
学
校
 
36
.9
% 

高
等
学
校
 
80
.3
％
 

 
 

中
学
校
 

73
.8
％
 

高
等
学
校
 

94
.4
％
 

目
標
値

(b
) 

中
学
校
 
50
% 

高
等
学
校
 
85
% 

中
学
校

 
50
% 

高
等
学
校

 
85
% 

中
学
校
 
50
% 

高
等
学
校
 
85
% 

中
学
校
 
50
%
 

高
等
学
校
 
85

% 

中
学
校
 
50
% 

高
等
学
校
 
85
% 

高
校
段
階
で
の
留
学
経
験
者
数

 
29
6
人
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

32
8
人
 

45
4
人
 

46
8
人
 

 
 

46
.8
％
 

目
標
値

(b
) 

52
5
人
 

75
0
人
 

1,
00
0
人
 

1,
00
0
人
 

1,
00
0
人
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評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

お
お
む
ね
 

順
調
 

「
主
体
的
な
学
び
」
が
定
着
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
も
の
の
，「

課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
の
全
県
展
開
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
，「

課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
の
割
合

や
，「

学
び
の
変
革
」
を
理
解
し
て
い
る
県
民
の
割
合
は
順
調
に
推
移
す
る
な
ど
，
学
校
・
教
員
・
県
民
の
意
識
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

 

引
き
続
き
，
資
質
・
能
力
の
評
価
に
係
る
研
究
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
，
組
織
的
に
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
の
質
的
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
，
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
概
ね
順
調
」
と
し
ま
し
た
。

 

外
部

意
見

 
 

○
 
課
題
発
見
・
解
決
学

習
に
つ
い
て
は
，
量
的
拡
大
を
目
指
す
あ
ま
り
，
形
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
，
追
及
し
て
い
る
課
題
が
必
ず
し
も
本
質
に
迫
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
も
み
ら
れ
る
。
各
学
校
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
は
事
実
だ
が
，

よ
り
「
深
い
」
学
び

に
は
至
る
た
め
に
は
，
教
員
に
更
な
る
指
導
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

○
 
「
学
び
の
変
革
」
を

先
導
的
に
実
践
す
る
広
島
叡
智
学
園
に
つ
い
て
，
ど
う
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
れ
ば
他
の
学
校
で
「
学
び
の
変
革
」
の
取
組
が
進
む
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
，
成
果
を
発
信
・
共
有
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
。
 

○
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
単
な
る
授
業
改
善
で
終
わ
っ
て
は
い
け
な
い
。
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
教
科
横
断
的
な
教
育
課
程
と
な
る
よ
う
，
学
校
全
体
で
教
育
活
動
や
組
織
運
営
な
ど
の
改
善
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
捉
え
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
，
し
っ
か
り
と
研
究
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

○
 
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
必
要
と
な
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
本
当
に
向
上
し
て
い
る
か
を
き
ち
ん
と
評
価
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

 

※
 

事
業
指
標
「
習

得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る

問
題
の

平
均
通
過

率
」
に
つ

い
て
 

大
学

入
学

共
通
テ
ス

ト
に
関
す
る
実
施
方
針

等
が
策
定

さ
れ
，

高
大
接
続

改
革
の
方

向
性
が

示
さ
れ
る

中
，
今
後

，
広
島
県
に
お
け
る
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
を
図
る
方
法
に
つ
い
て
も
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，

平
成

3
0
年
度
か
ら
「
広
島

県
高
等
学
校
学

力
調
査
」

を
休
止
し
た
。
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４
 
一
人

一
人

の
多

様
な

個
性

・
能
力

を
さ
ら

に
生
か

し
，
他

者
と
協

働
し

な
が

ら
新

た
な

価
値

を
創

造
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
力

の
育

成
 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

４
（
１
）
 

多
様

で
厚

み

の
あ

る
人

材

層
の

形
成

に

向
け

た
県

立

学
校

の
体

制

整
備
 

 

○
 

「
様

々
な

分
野

で
地

域
や

広
島

，
日

本
の

成

長
・
発
展
を
担
う
こ
と
の

で
き
る
人
材
」
や
「
世

界
を

舞
台

に
活

躍
で

き
る

人
材

」
な

ど
，

多
様

で
厚

み
の

あ
る

人
材

層
の

形
成

に
向

け
た

県
立

学
校
の

体
制
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

 

◯
 

１
学

年
１
学

級
規
模
の

全
日
制

高
等
学

校
が

実

施
す

る
活
力

あ
る
教

育
活
動

の
実

施
や

全
校
生

徒

数
の

確
保
に

向
け
た

取
組
が

，
よ

り
一

層
積
極

的

か
つ

効
果

的
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
，

必
要

な
指

導
・

助
言
を

行
う
と

と
も
に

，
生

徒
が

地
域
で

活

動
す

る
た
め

の
費
用

や
，
学

校
広

報
費

用
な
ど

に

つ
い
て
支
援
し
ま
し
た
。

 

 
 

そ
の

結
果
，

学
校
全
体

が
活
気

づ
い
て

い
る

学

校
や

，
新
入

学
生
徒

数
や
全

校
生

徒
数

が
増
加

し

て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

 

   ◯
 

２
年
連

続
で
全

校
生
徒

数
80

人
未

満
と
な

っ

た
大
柿
高
等
学
校
，
瀬
戸
田
高
等
学
校
に
つ
い
て
，

「
学

校
活
性

化
地
域

協
議
会

」
を

は
じ

め
，
地

域

の
意
見
を
聴
取
し
，
平
成

30
年
８
月
の
教
育
委
員

会
会

議
に
お

い
て
「

今
後
の

在
り

方
に

係
る
対

応

方
針
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

 

大
柿

高
等

学
校

及
び

瀬
戸

田
高
等

学
校

に
つ

い
て

は
，

引
き

続
き

，
学

校
の
活

性
化
に
向

け
た

取
組

を
継

続
す

る

こ
と
と

し
，

平
成

31
年

度
の

全
校

生
徒

数
が

8
0
人

以
上

（
平
成

31
年

５
月
１

日
時

点
）

と
な

る
こ

と
を

目
指

す
。
 

 
 

上
記

「
対
応

方
針
」
を

踏
ま
え

，
関
係

課
の

職

員
が

定
期
的

に
学
校

を
訪
問

し
，

教
科

指
導
や

生

徒
指

導
，
学

校
運
営

な
ど
に

つ
い

て
の

指
導
・

助

言
を

行
う
な

ど
，
関

係
課
が

一
体

と
な

っ
て
，

両

校
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
し
た
。

 

 ◯
 

平
成

30
年

４
月

に
開

校
し

た
広

島
み
ら

い
創

生
高

等
学
校

に
お
い

て
，
適

切
な

学
校

運
営
や

教

育
活

動
が
行

わ
れ
る

よ
う
，

広
島

市
教

育
委
員

会

と
緊

密
な
連

携
を
図

り
な
が

ら
，

必
要

な
支
援

を

行
い
，
平
成

30
年
７
月
に
は
新
校
舎
が
竣
工
し
，

新
校
舎
で
の
教
育
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

 

 
 

ま
た

，
広
島

み
ら
い
創

生
高
等

学
校
の

特
色

や

魅
力

に
つ
い

て
，
関

係
機
関

の
会

議
に

お
い
て

説

明
す
る
機

会
を
捉
え
て
発
信
し
ま
し
た
。
 

○
 

今
後

ま
す

ま
す

児
童

生
徒

数
の

減
少

が
見

込
ま

れ
，
全
校
生
徒
数
の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
続
く
こ

と
か
ら
，
各
学
校
に
お
い
て
，
引
き
続
き
，
地
域
や

市
町
と
連
携
し
な
が
ら
，
更
な
る
学
校
の
活
性
化
や

全
校

生
徒

数
の

確
保

に
向

け
た

取
組

を
進

め
て

い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
な
お
，
上
下
高
等
学
校
に
つ
い
て
，
令
和
元
年
度

の
全

校
生

徒
数

が
80

人
未

満
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
，
次
年
度
の
全
校
生
徒
数

80
人
以
上
を
確
保
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

   ◯
 

瀬
戸

田
高

等
学

校
に

つ
い

て
，

全
校

生
徒

数
が

80
人
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
の
，「

対
応
方
針
」
に

基
づ

き
，

今
年

度
末

ま
で
を

限
度

と
し
て

，
80

人

以
上

と
な

る
こ

と
を

目
指

し
た

取
組

を
継

続
す

る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

 
 
来
年
度
の
全
校
生
徒
数

80
人
以
上
の
確
保
に
向

け
，
よ
り
一
層
，
取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

       ○
 
引
き
続
き
，
広
島
み
ら
い
創
生
高
等
学
校
に
お
い

て
，
生
徒
や
保
護
者
，
県
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

の
で

き
る

教
育

活
動

が
実

施
さ

れ
て

い
く

必
要

が

あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
広
島
み
ら
い
創
生
高
等
学
校
の
施
設
整
備

を
着

実
に

行
う

必
要
が

あ
り

ま
す

。
（
令

和
２
年

２

月
全
建
設
工
事
完
了
予
定
）

 

  

○
 

各
学

校
に

お
い

て
，

活
力

あ
る

教
育

活
動

の
実

施
や

全

校
生

徒
数

の
確

保
に

向
け

た
取

組
が

，
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

や
実

情
を

踏
ま

え
な

が
ら

，
よ

り
一

層
積

極
的

か
つ

効
果

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
，
引
き

続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

  

 
 

ま
た

，
上

下
高

等
学

校
に

つ
い

て
，

引
き

続
き

，
関

係

課
の
職
員
が
定
期
的
に
学
校
を

訪
問
し
，

 

・
 

地
域
や
市
と
連
携
し
た
取
組
の
推
進
 

・
 

新
入
学
生
徒
数
の
確
保
 

・
 

学
校
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
 

な
ど

に
つ

い
て

，
必

要
な

指
導

・
助

言
を

行
い

，
全

校
生

徒
数

の
確

保
に

向
け

た
学

校
の

取
組

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。
  

 ○
 

瀬
戸

田
高

等
学

校
に

つ
い

て
，

引
き

続
き

，
関

係
課

の

職
員
が
定
期
的
に
学
校
を
訪
問

し
，

 

 
 
 
・
 

地
元
中
学
校
か
ら
の

入
学
割
合
の
増
加
 

 
 
 
・
 

授
業
改
善
等
に
よ
る

教
育
活
動
の
充
実
 

 
 

 
・

 
生

徒
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

特
色

あ
る

活

動
の
推
進

 

な
ど

に
つ

い
て

，
必

要
な

指
導

・
助

言
を

行
い

，
全

校
生

徒
数

の
確

保
に

向
け

た
学

校
の

取
組

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。
 

      ○
 

広
島

み
ら

い
創

生
高

等
学

校
に

お
い

て
，

生
徒

の
ニ

ー

ズ
に

応
え

る
教

育
活

動
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
，

広
島

市
教

育
委

員
会

と
緊

密
な

連
携

を
図

り
な

が
ら

，
必

要
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

 

 
 

ま
た

，
定

期
的

に
建

設
工

事
の

進
捗

状
況

を
把

握
し

，

必
要
に
応
じ
て
，
関
係
機
関
と

の
調
整
を
行
い
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

◯
 

「
今

後
の
県

立
高
等
学

校
の
在

り
方
に

係
る

基

本
計

画
」
に

基
づ
き

決
定
し

た
，

次
の

再
編
整

備

４
件

に
つ
い

て
，
学

校
訪
問

等
に

よ
り

準
備
状

況

な
ど

を
定
期

的
に
把

握
し
つ

つ
，

必
要

な
指
導

・

助
言
を
行
い
，
平
成

31
年
４
月
に
開
校
・
設
置
し

ま
し
た
。

 

・
 

三
次
高
等
学
校
内
に
県
立
中
学
校
を
新
設
し
，

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
を
開
校

 

・
 

庄
原

格
致

高
等

学
校

普
通

科
に

「
医

療
・

教

職
コ
ー
ス
」
を
設
置

 

・
 

吉
田
高
等
学
校
に
「
探
究
科
」
を
設
置
 

・
 

呉
工

業
高

等
学

校
（

定
時

制
課

程
）

に
「

キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
を
設
置

 

 ◯
 

そ
の

他
の
再

編
整
備
に

つ
い
て

，
今
後

の
方

向

性
等
に
つ
い
て
，
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

 

 

◯
 
各
学
校
に
お
い
て
，
生
徒
や
保
護
者
，
県
民
の
期

待
に

応
え

る
こ

と
の

で
き

る
教

育
活

動
が

円
滑

に

実
施
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

           ○
 
「
今
後
の
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
に
係
る
基
本

計
画
」
に
掲
げ
た
施
策
に
つ
い
て
，
計
画
的
・
段
階

的
に
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 

○
 

各
学

校
の

教
育

活
動

の
状

況
な

ど
に

つ
い

て
，

学
校

訪

問
等

に
よ

り
定

期
的

に
把

握
し

，
必

要
な

指
導

・
助

言
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

           ◯
 

本
県

の
高

等
学

校
の

現
状

や
今

後
の

生
徒

数
の

推
移

な

ど
を

踏
ま

え
，

関
係

機
関

と
連

携
・

調
整

し
つ

つ
，

具
体

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

４
（
２
）
 

現
代
的
・
社
会

的
な

課
題

等

に
対

応
し

た

学
習
の
推
進
 

 

○
 

児
童

生
徒

が
，

人
権

尊
重

の
意

識
を

高
め

，

互
い

に
人

と
し

て
尊

重
し

合
い

，
誰

も
が

生
き

生
き

と
生

活
で

き
る

社
会

に
な

る
よ

う
努

め
て

い
ま
す

。
 

     ○
 

児
童

生
徒

が
，

郷
土

広
島

の
歴

史
や

伝
統

・

文
化

に
対

す
る

理
解

を
深

め
，

こ
れ

ら
を

愛
し

尊
重
す

る
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

   ○
 

現
代

社
会

の
諸

課
題

を
多

面
的

・
多

角
的

に

考
え

，
自

分
な

り
の

考
え

を
作

っ
て

い
く

力
や

課
題

を
見

出
し

，
協

働
的

に
追

究
し

解
決

す
る

力
な

ど
，

国
家

及
び

社
会

の
形

成
者

と
し

て
必

要
と
さ

れ
る
資
質
が
身
に
付
い
て
い
ま
す
。
 

 

○
 

市
町

へ
の
個

別
訪
問
や

市
町
教

育
委
員

会
の

人

権
教

育
の
担

当
者
を

対
象
と

し
た

行
政

担
当
者

会

議
等

に
お
い

て
，
人

権
教
育

の
全

体
計

画
と
年

間

指
導

計
画
の

作
成
を

働
き
か

け
た

こ
と

で
，
管

内

の
全

て
の
小

・
中
学

校
で
年

間
指

導
計

画
を
作

成

し
て
い
る
市
町
が
１
市
町
増
加
し
ま
し
た
。

 

≪
年
間
指
導
計
画
を
作
成

し
て
い
る
市
町
数
≫
 

 
H2
9:
13

市
町
 ⇒

 H
30
：
14

市
町
 

 ○
 
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
を
感
じ
て
い

る
児
童
生
徒
の
割
合
が
継
続
し
て
９
割
を
超
え
て

い
ま
す
。

 

   ○
 

教
務

主
任
研

修
等
に
お

い
て
，

学
校
全

体
で

取

り
組

む
政
治

的
教
養

の
教
育

の
在

り
方

や
他
校

の

好
事

例
を
紹

介
す
る

と
と
も

に
，

副
教

材
「
私

た

ち
が

拓
く
日

本
の
未

来
」
等

の
活

用
を

促
し
ま

し

た
。

 

 

○
 
各
学
校
に
お
い
て
，
全
体
計
画
に
示
さ
れ
た
育
て

た
い
資
質
や
能
力
を
組
織
的
・
計
画
的
に
育
成
す
る

た
め
に
，
指
導
の
時
期
と
内
容
を
効
果
的
に
配
列
し

た
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

     ○
 
９
割
の
児
童
生
徒
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

に
愛
着
を
感
じ
て
い
る
も
の
の
，
こ
こ
３
年
間
，
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

 

   ○
 
各
校
で
は
，
公
民
の
授
業
を
中
心
に
取
組
を
進
め

て
い
る
も
の
の
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
活

動
で
は
単
発
的
な
取
組
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
，
学
校

教
育

全
体

を
通

し
た

取
組

と
し

て
い

く
こ

と
に

課

題
が
み
ら
れ
ま
す
。

 

 

○
 

研
修

会
や

行
政

担
当

者
会

議
等

に
お

い
て

，
研

究
指

定

校
等

が
作

成
し

た
年

間
指

導
計

画
を

具
体

的
に

示
し

，
計

画
の

考
え

方
や

活
用

方
法

な
ど

に
つ

い
て

説
明

を
行

っ
た

り
，

計
画

内
容

の
改

善
に

資
す

る
協

議
を

行
っ

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
，

組
織

的
・

計
画

的
な

人
権

教
育

の
推

進
を

働
き
か
け
ま
す
。

 

   ○
 
指
導
主
事
等
会
，
ま
た
，
広

島
県
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
研
究
大
会
等
，
社
会
科
担
当
教
員
が
集
ま
る
機
会
，

学
校
訪
問
等
の
機
会
を
利
用
し
，「

郷
土
ひ
ろ
し
ま
の
歴
史

Ⅰ
・
Ⅱ
」

の
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け

ま
す
。
 

 ○
 

教
務

主
任

研
修

に
お

い
て

，
引

き
続

き
学

校
全

体
で

の

取
組
を
働
き
掛
け
る
と
と
も
に

，
教
科
の
研
修
に
お
い
て
，

他
校

の
好

事
例

を
紹

介
し

た
り

，
政

治
的

教
養

の
教

育
の

手
引

等
の

活
用

を
促

し
た

り
す

る
な

ど
，

学
校

教
育

全
体

の
取
組
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

○
 

公
立

学
校

に
お

い
て

，
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
視

点
に

立

っ
た

学
習

指
導

が
広

く
取

り
組

ま
れ

て
い

ま

す
。
 

 

○
 

Ｅ
Ｓ

Ｄ
の

視
点

に
立

っ
た

学
習

指
導

を
推

進

し
，
小
・
中
学
校
等
で
は
，
新
た
に

11
校
が
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
盟
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

 

ま
た

，
各

加
盟

校
に

お
い

て
，

学
校

経
営

計
画

に
Ｅ

Ｓ
Ｄ

が
位

置
付

け
ら

れ
，

主
に

総
合

的
な

学

習
の

時
間

に
お

い
て

，
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
視

点
を

取
り

入

れ
た

「
課

題
発

見
・

解
決

学
習

」
が

行
わ

れ
ま

し

た
。

 

 ○
 

高
等

学
校
で

は
，
ユ
ネ

ス
コ
ス

ク
ー
ル

の
教

員

を
中

心
に
広

島
Ｅ
Ｓ

Ｄ
コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
が
主

催

す
る

Ｅ
Ｓ

Ｄ
研

修
会

へ
継

続
し

て
参

加
し

ま
し

た
。

 

≪
研
修
参
加
者
≫

 

H2
8
：
 4
0
名
，
H2
9：

62
名
，
Ｈ
30
：
51

名
 

 

○
 

持
続

可
能

な
社

会
の

担
い

手
と

し
て

必
要

と
さ

れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
を
意
識
し
た
学
習
を

展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
各
学
校
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
視

点
か

ら
の

教
科

横
断

的
な

学
習

を
一

層
充

実

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

    ○
 
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
，
環
境
，
貧
困
，
人
権
，
平
和
，
開
発

と
い

っ
た

現
代

社
会

の
広

範
な

課
題

を
取

り
扱

う

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
学
校
現
場
で
の
実
践
に
つ

な
げ
る
た
め
に
は
，
多
く
の
取
組
事
例
を
蓄
積
し
，

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

 

○
 

ユ
ネ

ス
コ

ス
ク

ー
ル

加
盟

校
へ

の
学

校
訪

問
を

実
施

し
，

新
学

習
指

導
要

領
で

示
さ

れ
て

い
る

現
代

的
な

諸
課

題
に

対
応

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
授

業
方

法
等

も
参

考
と

し
な

が
ら

，
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
視

点
に

立
っ

た
学

習
指

導
を

推
進

す
る

た
め

，
Ｅ

Ｓ
Ｄ

担
当

指
導

主
事

等
会
議
を
実
施
し
，
県
全
体
で

取
組
の
方
向
性
を
共
有
し
，

Ｅ
Ｓ

Ｄ
の

視
点

か
ら

の
教

科
横

断
的

な
学

習
を

一
層

充
実

し
て
い
き
ま
す
。

 

 ○
 

県
主

催
の

研
修

に
お

い
て

，
国

の
指

定
す

る
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の

研
究

指
定

校
が

取
組

の
成

果
を

発
表

す
る

機
会

を
設

け
,

他
校

に
成

果
を

普
及

さ
せ

る
と

と
も

に
，

大
学

が
実

施
す

る
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
研

修
会

に
域

内
の

学
校

か
ら

の
積

極
的

な
参

加
を

促
す

こ
と

に
よ

り
，

各
校

で
の

Ｅ
Ｓ

Ｄ
の

観
点

に
立

っ
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
愛

着
を

感
じ

て
い

る

児
童
生
徒
の
割
合

 

[関
連

資
料

] 

平
成

30
年

度
広

島
県

学
力

調
査

報
告

書
 

小
学
校

90
.0
%
 

中
学
校

81
.0
%
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

小
学
校
  
90
.2
% 

中
学
校
  
81
.9
% 

小
学
校

 
90
.4
％
 

中
学
校

 
82
.4
％
 

小
学
校
 
90
.2
％
 

中
学
校
 
82
.1
％
 

 
 

小
学
校
 

98
.0
％
 

中
学
校
 

98
.9
％
 

目
標
値

(b
) 

小
学
校
  
90
％
 

中
学
校
  
81
％
 

小
学
校

  
91
％
 

中
学
校

  
82
％
 

小
学
校
  
92
％
 

中
学
校
  
83
％
 

小
学
校
  
93
％

 

中
学
校
  
84
％

 

小
学
校
  
94
% 

中
学
校
  
85
% 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

順
調
 

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
，
多
様
な
価
値
観
を
受
容
し
，
社
会
の
様
々
な
人
々
と
協
働
・
協
調
し
な
が
ら
，
一
人
一
人
が
自
己
実
現
と
社
会
貢
献
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
，
そ
の
た
め
に
は
地
域
へ
の
愛
着

や
誇
り
，
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲
な
ど
を
有
し
た
，
多
様
で
厚
み
の
あ
る
人
材
層
の
形
成
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
方
針
の
も
と
，
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
，
平
成

31
年
４

月
の
開
校
・
設
置
に
向
け
，
三
次
中
学
校
の
新
設
な
ど
４
件
の
再
編
整
備
の
準
備
を
進
め
た
ほ
か
，
地
域
に
愛
着

を
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
の

割
合
は
高
水
準
を
維
持
す
る
な
ど
，
取
組
全
体
が
遅
れ
る
こ
と
な
く
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
順
調
」
と
し
ま
し
た
。

 

外
部

意
見

 
 

○
 
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い

て
，
人
間
が
や
る
べ
き
こ
と
は
「
感
動
を
生
み
出
す
こ
と
」
と
「
人
を
共
感
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
，
そ
の
た
め
に
は
異
な
る
専
門
の
人
が
集
ま
っ
て
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
。
こ
の
点
で
，
広
島
県
で
も
少
し
ず
つ
取

組
が
進
ん
で
き
て
い

る
が
，
ぜ
ひ

広
島
叡
智
学
園
で
先
導
的
に
実
践
し
て
ほ
し
い
。

 

○
 
地
域
社
会
の
必
要

性
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
等
学
校
の
改
革
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
評
価
で
き
る
。
学
校
と
地
域
と
の
協
働
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
，
地
域
創
生
の
視
点
を
大
切
に
し
た
支

援
を
期
待
し
た
い
。
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５
 
教
育

上
特

別
な

配
慮

を
必

要
と
す

る
児
童

生
徒
等

へ
の
支

援
 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

５
（
１
）
 

特
別

支
援

教

育
の
充
実
 

 

 

○
 

地
域

の
特

別
支

援
教

育
の

中
核

と
し

て
指

導

が
で

き
る

専
門

性
の

高
い

教
員

が
育

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

，
全

て
の

特
別

支
援

学
校

に
お

い
て

，
保

護
者

等
か

ら
の

相
談

や
小

・
中

学
校

等
か

ら
の

要
請

に
応

じ
た

適
切

な
連

携
や

支
援

が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

         ○
 

特
別

支
援

学
校

に
お

け
る

適
切

な
教

室
が

確

保
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

          ○
 

障
害

の
あ

る
幼

児
児

童
生

徒
全

員
に

対
し

て
，

早
期

か
ら

の
一

貫
し

た
支

援
が

行
わ

れ
て

い
ま
す

。
 

       

○
 

小
・
中

学
校
等

の
自
閉

症
・

情
緒

障
害
特

別
支

援
学

級
担
任

の
指
導

力
を
向

上
さ

せ
る

た
め
，

授

業
づ

く
り
等

に
関
す

る
専
門

的
な

研
修

を
行
う

と

と
も

に
，
受

講
者
の

実
践
報

告
を

県
教

育
委
員

会

HP
に
公
開
し
ま
し
た
。

 

ま
た

，
県

立
特

別
支

援
学

校
の

セ
ン

タ
ー

的
機

能
の

強
化

を
図

る
た

め
，

地
域

の
学

校
等

と
の

連

携
業

務
な

ど
に

携
わ

る
教

育
相

談
主

任
や

特
別

支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

対
象

と
す

る
研

修

を
広

島
大

学
の

協
力

を
得

て
実

施
し

，
専

門
性

の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

 

≪
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
専
門
性

 

向
上
事
業
受
講
者
数
≫

 

H3
0
：
18

市
町

18
人
 

 ○
 

平
成

31
年

４
月

に
教

室
の

不
足

が
見
込

ま
れ

る
学

校
に
つ

い
て
，

校
舎
の

建
設

等
に

よ
り
，

今

後
必
要
と
な
る
教
室
を
整
備
し
ま
し
た
。

 

≪
教
室
を
整
備
し
た
学
校
及
び
教
室
数
≫

 

廿
日
市
，
呉
南
：
８
教
室

 
，
黒
瀬
：
４
教
室
 

 ○
 

教
室
不

足
へ
の

中
・

長
期

的
な
対

応
の
た

め
，

特
別

支
援
学

校
の
児

童
生
徒

数
増

加
の

要
因
分

析

を
行

う
と
と

も
に

，
そ

の
要

因
分

析
に

基
づ
き

，

特
別

支
援
学

校
児
童

生
徒
数

の
推

計
に

つ
い
て

，

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

 

 ○
 

「
気
に

な
る
生

徒
の
支

援
に

つ
な

げ
る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

－
個

別
の

指
導

計
画

作
成

フ
ァ

ー
ス

ト

ス
テ
ッ
プ
－
」（

以
下
「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と
い

う
。）

を
作
成
し
，
市
町
の
指
導
主
事
や
高
等
学
校

の
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

を
対

象

に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

 

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
，

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
児

童
生

徒
の

見
極

め
の

精
度

が
高

ま

り
，

個
別

の
指

導
計

画
等

の
作

成
率

は
上

昇
し

ま

し
た
。

 

○
 
小
・
中
学
校
等
に
お
い
て
，
自
閉
症
・
情
緒
障
害

特
別
支
援
学
級
数
が
急
増
し
て
お
り
，
障
害
の
特
性

や
発

達
の

段
階

等
に

応
じ

た
専

門
的

な
知

識
に

基

づ
く

判
断

や
指

導
が

で
き

る
教

員
の

育
成

が
さ

ら

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
地
域
に
お
け
る
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
相

談
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の

機
能

を
担

う
県

立
特

別
支

援
学

校
の

役
割

が
一

層

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

       ○
 
各
年
度
に
お
い
て
，
教
室
不
足
と
な
る
学
校
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
，
適
切
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

   ○
 
中
・
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
適
切
な
教
室
の
確
保

策
に

つ
い

て
，

具
体

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま

す
。
 

   ○
 

個
別

の
指

導
計

画
等

を
作

成
し

て
い

る
学

校
の

割
合
は
上
昇
し

て
い
る
も
の
の
，
公
立
の
幼
小
中
，

高
等

学
校

等
で

の
一

貫
し

た
支

援
が

行
わ

れ
る

た

め
に
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
特
別
な
支
援
を

必
要

と
す

る
全

て
の

幼
児

児
童

生
徒

に
対

応
し

た

個
別
の
指
導
計
画
等
の
作
成
が
必
要
で
す
。
ま
た
，

校
種

間
の

連
携

を
目

的
と

し
た

活
用

が
十

分
に

図

ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

 
 

  

○
 

自
閉

症
・

情
緒

障
害

特
別

支
援

学
級

担
任

の
専

門
性

の

向
上

を
目

的
と

す
る

研
修

を
引

き
続

き
実

施
す

る
と

と
も

に
，

特
別

支
援

学
校

の
教

育
相

談
主

任
や

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
専

門
性

向
上

を
目

的
と

す
る

研
修

を
実

施
す

る
な

ど
，

特
別

支
援

学
校

の
セ

ン
タ

ー
的

機
能

を
一

層
充

実
さ

せ
て

い
く

こ
と

に
よ

り
，

地
域

の
小

・
中

学
校
等
に
対
す
る
支
援
強
化
を

図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
幼

児
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

連
携

し
た

訪
問

支

援
や

教
育

相
談

主
任

等
の

専
門

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

研
修

会
を

教
育

セ
ン

タ
ー

や
広

島
大

学
と

連
携

し
て

実
施

し
ま
す
。

 

    ○
 

今
後

の
児

童
生

徒
数

の
見

込
み

に
つ

い
て

，
基

礎
と

な

る
デ

ー
タ

を
随

時
更

新
す

る
な

ど
，

精
査

し
て

い
く

こ
と

に
よ

り
，

今
後

，
教

室
不

足
が

見
込

ま
れ

る
学

校
に

つ
い

て
把

握
す

る
と

と
も

に
，

適
切

な
教

室
数

の
確

保
に

努
め

ま
す
。
 

 ○
 

中
・

長
期

的
な

児
童

生
徒

数
の

推
計

に
つ

い
て

，
有

識

者
か

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

て
そ

の
精

度
を

高
め

る
と

と
も

に
，

そ
の

推
計

を
基

に
，

各
学

校
の

実
情

等
を

踏
ま

え
た

適
切

な
教

室
の

確
保

に
向

け
た

具
体

策
を

策
定

し
て

い
き

ま
す
。
 

 ○
 

特
別

支
援

学
校

の
教

育
相

談
主

任
や

高
等

学
校

の
特

別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

，
市

町
の

指
導

主
事

等
を

対
象

と
し

た
研

修
会

，
不

登
校

等
児

童
生

徒
支

援
事

業
指

定
校

や
幼

稚
園

等
を

対
象

と
し

た
説

明
や

研
修

会
に

お
い

て
，

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

活
用

に
つ

い
て

紹
介

し
，

個
別

の
指
導
計
画
等
の
作
成
や
活
用

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

            ○
 

専
門

性
の

高
い

教
員

に
よ

り
，

障
害

に
応

じ

た
適

切
な

教
育

が
行

わ
れ

る
と

と
も

に
，

特
別

支
援

学
校

で
は

専
門

家
を

活
用

し
た

き
め

細
か

な
指

導
が

実
施

さ
れ

，
安

全
か

つ
適

正
な

医
療

的
ケ
ア

等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

     ○
 

多
様

な
職

種
の

就
職

先
が

確
保

さ
れ

，
就

職

を
希

望
す

る
特

別
支

援
学

校
高

等
部

卒
業

生
全

員
が
就

職
し
て
い
ま
す
。
 

≪
特

別
な
支
援
を
必

要
と
し
て

い
る
生
徒
等
の
う
ち
，
個

別
の

指
導
計
画

を
作

成
し
て
い
る

生
徒
等
の
割
合
≫
 

H2
9：

83
.0
％
 ⇒

 H
30
：
95
.1
％
 

 ○
 

高
等
学

校
に
お

け
る
通

級
に

よ
る

指
導
が

制
度

化
さ

れ
た
こ

と
か
ら

，
対
象

生
徒

決
定

の
プ
ロ

セ

ス
を

示
し
ま

し
た
。

今
年
度

は
，

通
級

に
よ
る

指

導
の

前
段
階

と
な
る

特
別
支

援
学

校
の

教
育
相

談

主
任

等
に
よ

る
高
等

学
校
の

生
徒

へ
の

直
接
支

援

を
１
校

で
実
施
し
ま
し
た
。
 

  ○
 

対
象
生

徒
等
の

実
態
の

重
症

化
に

伴
い
，

高
度

な
判

断
を
必

要
と
す

る
医
療

的
ケ

ア
が

増
え
て

い

ま
す

。
そ
の

た
め
，

看
護
師

を
増

員
し

，
医
療

的

ケ
ア
を
適
切
に
実
施
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

 

      ○
 

就
職
支

援
の
充

実
を
図

る
こ

と
を

目
的
に

，
本

県
独

自
の
技

能
検
定

の
実
施

や
ジ

ョ
ブ

サ
ポ
ー

ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

を
増

員
し

て
き

た
こ

と
等

に
よ

り
，
２
年
連
続
で

40
0
事
業
所
を
超
え
る
就
業
体

験
等

受
入

事
業

所
新

規
開

拓
数

を
確

保
し

ま
し

た
。

 

ま
た
，「

特
別
支
援
学
校
就
職
サ
ポ
ー
ト
隊
ひ
ろ

し
ま

」
の

登
録

企
業

の
う

ち
，

特
に

実
績

の
あ

っ

た
企

業
を

表
彰

す
る

な
ど

，
特

別
支

援
学

校
高

等

部
生

徒
の

就
労

促
進

に
係

る
理

解
啓

発
を

行
い

ま

し
た
。

 

 
≪
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
≫

 

 
H1
8(

配
置
初
年
度
)：

2
人
⇒
H3
0：

12
人
（
県
立
） 

≪
就
業
体
験
等
受
入
事
業
所
新
規
開
拓
事
業
所
数
≫

 

H2
7:

30
6，

H2
8:
37
8，

H2
9:
47
7，

H3
0:
41
3 

  

    ◯
 
高
等
学
校
に
お
い
て
，
通
級
に
よ
る
指
導
に
先
立

っ
て

必
要

と
な

る
個

別
の

計
画

等
の

作
成

率
が

10
0％

に
達
し
て
い
ま
せ

ん
。
 

     ○
 
医
療
的
ケ
ア
の
内
容
が
多
様
化
し
て
お
り
，
医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

状
態

を
よ

り
的

確

に
確
認
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

       ○
 
10

年
間
で
就
職
者
が
約

2.
6
倍
と
な
る
な
ど
，

一
般

企
業

へ
の

就
職

を
希

望
す

る
生

徒
が

長
期

的

に
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
の
他
，
時
代
に
即
し
た
企

業
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
，
引
き
続
き
，
技
能

検
定

等
就

職
支

援
の

取
組

の
充

実
を

図
っ

て
い

く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

≪
特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
就
職
者
数
≫

 

H2
1:
70

名
 

⇒
H2
9:
17
6
名
，
H3
0:
18
5
名
（
専
攻
科
を
除
く
）
 

 

    ○
 

引
き

続
き

，
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

専

門
性

の
向

上
を

図
り

，
個

別
の

計
画

等
の

作
成

を
，

引
き

続
き
促
進
し
ま
す
。

 

ま
た

，
高

等
学

校
か

ら
の

通
級

に
よ

る
指

導
等

の
実

施

に
関

す
る

相
談

に
対

し
，

関
係

課
と

連
携

し
な

が
ら

，
丁

寧
に

学
校

を
サ

ポ
ー

ト
し

，
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
や

学
校
等
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 ○
 

特
別

支
援

学
校

に
配

置
す

る
看

護
師

と
教

員
が

，
医

療

的
ケ

ア
ス

コ
ア

表
や

医
療

的
ケ

ア
サ

ポ
ー

ト
マ

ッ
プ

を
一

緒
に

作
成

し
，

単
に

学
校

で
医

療
的

ケ
ア

を
実

施
す

る
だ

け
で

な
く

，
教

育
を

深
化

さ
せ

る
た

め
に

児
童

生
徒

の
病

態
を
悪
化
さ
せ
な
い
指
導
や
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

ま
た

，
医

師
等

の
有

識
者

巡
回

相
談

を
特

別
支

援
学

校

で
行

い
，

医
師

等
か

ら
指

導
助

言
を

受
け

て
，

安
全

か
つ

適
正

な
医

療
的

ケ
ア

が
実

施
で

き
る

よ
う

体
制

を
整

備
し

ま
す
。
 

 ○
 
技
能
検
定
を
開
始
し
た

平
成

23
年
度
以
降
の
社
会
情
勢

の
変

化
に

対
応

す
る

職
業

教
育

や
検

定
の

在
り

方
に

つ
い

て
，

有
識

者
へ

の
意

見
聴

取
を

実
施

す
る

な
ど

，
さ

ら
に

効
果
的
な
取
組
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
就
職
率

 
[関

連
資

料
] 

高
校

生
等

の
就

職
を

め
ぐ

る
状

況
に

つ
い

て
，

 
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
技

能
検

定
の

実
施

状
況

等
に

つ
い

て
 

31
.2
%
 

[H
28
.3

卒
] 

実
績
値

(a
) 

28
.9
％
 

35
.0

％
 

41
.1
％
 

 
 

11
2.
6％

 

目
標
値

(b
) 

33
.0
％
 

[H
29
.3

卒
] 

35
.0

％
 

[H
30
.3

卒
] 

36
.5
％
 

[H
31
.3

卒
] 

38
.0
％
 

[H
32
.3

卒
] 

40
％
 

[H
33
.3

卒
] 

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
率
（
公
立
学
校
）

 

幼
稚
園

67
.6

％
 

小
学
校

67
.2

％
 

中
学
校

52
.4

％
 

高
等
学
校

59
.0

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

幼
稚
園
 
80
.0
％
 

小
学
校
 
65
.5
％
 

中
学
校
 
52
.6
％
 

高
等
学
校
 
69
.5
％
 

幼
稚
園
 

78
.8
％
 

小
学
校
 

68
.2
％
 

中
学
校
 

59
.3
％
 

高
等
学
校

 
56
.3
％
 

幼
稚
園
 
96
.2
％
 

小
学
校
 
89
.6
％
 

中
学
校
 
83
.8
％
 

高
等
学
校
 
80
.5
％
 

 
 

幼
稚
園
 

11
0.
6％

 

小
学
校
 

10
3.
0％

 

中
学
校
 

10
3.
4％

 

高
等
学
校
 

96
.4
％
 

目
標
値

(b
) 

幼
稚
園
 
74
.0
％
 

小
学
校
 
74
.0
％
 

中
学
校
 
62
.0
％
 

高
等
学
校
 
67
.0
％
 

幼
稚
園
 

80
.5
％
 

小
学
校
 

80
.5
％
 

中
学
校
 

71
.5
％
 

高
等
学
校

 
75
.5
％
 

幼
稚
園
 
87
.0
％
 

小
学
校
 
87
.0
％
 

中
学
校
 
81
.0
％
 

高
等
学
校
 
83
.5
％
 

幼
稚
園
 
93
.5
％

 

小
学
校
 
93
.5
％

 

中
学
校
 
90
.5
％

 

高
等
学
校
 
92
.0

％
 

幼
稚
園
・
小
学

校
・
中

学
校
・
高
等
学
校

 

10
0％

 

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
率
（
公
立
学
校
）

 

幼
稚
園

48
.6

％
 

小
学
校

46
.7

％
 

中
学
校

41
.1

％
 

高
等
学
校

25
.3

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

幼
稚
園
 
51
.4
％
 

小
学
校
 
38
.7
％
 

中
学
校
 
46
.2
％
 

高
等
学
校
 
29
.3
％
 

幼
稚
園

 
54
.5
％
 

小
学
校

 
45
.5
％
 

中
学
校

 
50
.3
％
 

高
等
学
校

 
26
.3
％
 

幼
稚
園
 
96
.2
％
 

小
学
校
 
74
.3
％
 

中
学
校
 
73
.7
％
 

高
等
学
校
 
63
.6
％
 

 
 

幼
稚
園
 

12
1.
0％

 

小
学
校
 

94
.6
％
 

中
学
校
 

96
.3
％
 

高
等
学
校
 

90
.9
％
 

目
標
値

(b
) 

幼
稚
園
 
59
.0
％
 

小
学
校
 
57
.5
％
 

中
学
校
 
53
.0
％
 

高
等
学
校
 
40
.0
％
 

幼
稚
園
 

69
.0
％
 

小
学
校
 

68
.0
％
 

中
学
校
 

64
.5
％
 

高
等
学
校

 
55
.0
％
 

幼
稚
園
 
79
.5
％
 

小
学
校
 
78
.5
％
 

中
学
校
 
76
.5
％
 

高
等
学
校
 
70
.0
％
 

幼
稚
園
 
89
.5
％

 

小
学
校
 
89
.5
％

 

中
学
校
 
88
.0
％

 

高
等
学
校
 
85
.0

％
 

幼
稚
園
・
小
学
校
 

・
中
学
校
・
高
等
学
校
 

10
0％

 

５
（
２
）
 

家
庭

の
経

済

状
況

等
に

応

じ
た

適
切

な

支
援
 

○
 

市
町

が
実

施
し

て
い

る
就

学
援

助
制

度
や

県

が
実

施
し

て
い

る
高

校
生

を
対

象
と

し
た

修
学

上
必

要
な

学
資

金
の

一
部

を
貸

し
付

け
る

奨
学

金
制

度
等

に
関

し
て

，
必

要
な

世
帯

に
確

実
に

周
知
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

   ○
 

家
庭

の
経

済
状

況
に

か
か

わ
ら

ず
，

全
て

の

修
学

の
意

思
あ

る
高

校
生

が
教

育
を

受
け

る
こ

と
が
で

き
て
い
ま
す
。
 

○
 

大
学
等

進
学
時

の
経
済

的
負

担
軽

減
の
た

め
の

新
た

な
給
付

型
奨
学

金
を
創

設
し

，
要

件
を
満

た

す
者

に
給
付

を
行
う

と
と
も

に
，

貸
与

型
奨
学

金

に
つ

い
て
，

制
度
を

分
か
り

や
す

く
説

明
し
た

パ

ン
フ

レ
ッ
ト

を
作
成

し
県
内

全
て

の
高

校
生
等

へ

配
付

す
る
な

ど
，
様

々
な
支

援
制

度
の

周
知
に

取

り
組
み
ま
し
た

。
 

 ○
 

高
校
生

の
学
費

負
担
を

軽
減

す
る

制
度
に

つ
い

て
，

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

・
Ｈ

Ｐ
の

改
善
や

未
申
請

者

に
働

き
か
け

る
こ
と

を
徹
底

し
た

こ
と

に
よ
り

，

申
請
率
を
高
水
準
で

維
持
で
き
ま
し
た
。
 

≪
広
島
県
高
校
生
等
就
学
支
援
金
（
授
業
料
等
支
援
）
≫
 

申
請
率

H2
8:
99
％
→
H3
0：

99
％
 

○
 
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の
修
学
を

支
援
す
る
様
々
な
制
度
の
充
実
や
，
継
続
的
な
周
知

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

     ○
 
未
申
請
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
，
制
度
を
知
ら

な
い
，
理
解
し
て
い
な
い
な
ど
，
支
援
が
必
要
な
世

帯
に

対
し

て
必

要
な

情
報

が
十

分
に

行
き

届
い

て

い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

 

 

○
 

高
等

学
校

等
奨

学
金

制
度

の
さ

ら
な

る
充

実
に

向
け

た

検
討

を
行

う
と

と
も

に
，

引
き

続
き

，
支

援
を

必
要

と
す

る
家

庭
に

対
し

制
度

が
周

知
さ

れ
る

よ
う

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し
た
広
報

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

    ○
 

引
き

続
き

，
学

校
と

連
携

し
，

高
等

学
校

等
就

学
支

援

金
や

広
島

県
高

校
生

等
奨

学
給

付
金

制
度

の
丁

寧
な

説
明

や
働
き
か
け
に
努
め
，
制
度
の

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

≪
広

島
県
高

校
生
等

奨
学
給

付
金

（
授

業
料
等

以
外

の
教
育
費
支
援
）

≫
 

申
請
率

H2
8:
65
％
→
H2
9:
93
％
→
H3
0：

91
％
 

５
（
３
）
 

様
々

な
困

難

を
抱

え
た

子

供
・
若
者
へ
の

支
援
 

 

○
 

家
庭

の
経

済
状

況
や

児
童

生
徒

の
学

力
等

に

応
じ

て
，

教
育

費
負

担
の

軽
減

な
ど

の
経

済
的

支
援

や
，

学
習

面
・

生
活

面
に

お
け

る
支

援
な

ど
を
適

切
に
講
じ
て
い
ま
す
。
 

              ○
 

不
登

校
児

童
生

徒
の

割
合

及
び

中
途

退
学

率

な
ど

生
徒

指
導

上
の

諸
問

題
の

状
況

を
示

す
数

値
が

，
前

年
度

を
下

回
る

な
ど

，
学

校
の

生
徒

指
導

体
制

が
確

立
し

，
組

織
的

な
生

徒
指

導
を

進
め
て

い
ま
す
。
 

○
 

経
済
的

に
厳
し

い
状
況

に
置

か
れ

た
生
徒

の
大

学
等

へ
の
進

学
を
支

援
す
る

給
付

型
奨

学
金
「

大

学
等

進
学
奨

学
金
」

を
創
設

し
，

要
件

を
満
た

す

申
請
者
全
員
に
給
付
し
ま
し
た
。

 

 
 
 

給
付
内
定
者
：
34
9
名
 

 
 

給
 
 
 
付
：
31
8
名
（
約

17
4
百
万
円
）
 

 ○
 

学
力
に

課
題
の

あ
る
児

童
生

徒
へ

の
き
め

細
か

い
指

導
の
充

実
を
目

指
し
，

小
学

校
低

学
年
段

階

か
ら

の
学
習

の
つ
ま

ず
き
と

そ
の

改
善

状
況
を

継

続
的

に
把
握

す
る
た

め
の
「

新
た

な
学

力
調
査

」

の
研
究
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

 

ま
た

，
「

学
力

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
校

」
（

小
学

校

20
校
）
及
び
「
学
力
向
上
推
進
地
域
」（

10
中
学

校
区

）
を

指
定

し
，

各
学

年
段

階
で

の
個

別
指

導

の
改

善
に

つ
い

て
実

践
的

な
研

究
を

開
始

し
ま

し

た
。

 

 ○
 

ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
の
配

置
を
拡

充
す

る
と

と
も
に

，

ス
ー

パ
ー
バ

イ
ザ
ー

等
を
活

用
し

た
連

絡
協
議

会

（
研

修
）
を

開
催
し

，
専
門

性
の

向
上

に
取
り

組

む
な
ど
，
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
 
 
 
 
 

ま
た

，
各

学
校

に
お

い
て

，
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

考
え

方
を

踏
ま

え
た

関
係

機
関

と

の
連

携
等

が
効

果
的

に
行

え
る

よ
う

，
指

導
資

料

を
作
成
し
ま
し
た
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
校
数
≫

 

 
 
H2

9：
28
0
校
 ⇒

 H
30
：
30
9
校
 

 
≪
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
校
区
等
数
≫
 

 
 
H2

9：
16

校
区
等
 ⇒

 H
30
：
24

校
区
等
 

≪
連
絡
協
議
会
（
研
修
）
実
施
回
数
≫

 
 

H3
0
：
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 ２

回
 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
 ４

回
 

  

○
 
国
に
お
い
て
，
高
等
教
育
の

修
学
支
援
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
「
大
学
等
進
学
奨
学
金
」
は
役
目

を
終
え
ま
し
た
が
，
引
き
続
き
，
高
等
学
校
等
の
就

学
を
支
援
す
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

   ○
 
「
新
た
な
学
力
調
査
」
の
令
和
２
年
度

の
本
実
施

に
向
け
，
調
査
内
容
や
調
査
方
法
に
つ
い
て
研
究
開

発
を
進
め
る
た
め
，
学
校
で
の
先
行
的
な
調
査
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た

，
「

学
力

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
校

」
及

び
「

学

力
向
上
推
進
地
域
」
に
お
け
る
授
業
研
究
の
質
を
更

に
向
上
さ
せ
，
個
別
指
導
の
改
善
事
例
の
収
集
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

   ○
 

学
校

か
ら

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

配
置

要
望

が
増

え

て
い
る
こ
と
か
ら
，
人
材
確
保
，
配
置
時
間
・
配
置

形
態

の
見

直
し

及
び

専
門

性
の

向
上

が
課

題
と

な

っ
て
い
ま
す
。

 

             

○
 

貧
困

の
世

代
間

連
鎖

を
断

ち
切

る
た

め
，

全
て

の
子

供

た
ち

が
，

家
庭

の
経

済
的

事
情

等
に

か
か

わ
ら

ず
，

そ
の

能
力

と
可

能
性

を
最

大
限

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

様
々
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

   ○
 

「
新

た
な

学
力

調
査

」
に

つ
い

て
，

有
識

者
の

意
見

や

学
力

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
校

の
取

組
を

踏
ま

え
な

が
ら

，
学

力
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
校

20
校

に
お
い
て
，
先
行
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

 

ま
た
，「

学
力
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
校
」
及
び
「
学
力
向
上

推
進

地
域

」
に

お
け

る
実

践
交

流
や

訪
問

指
導

を
通

じ
授

業
研

究
の

取
組

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

，
改

善
事

例
の

収
集
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

 

   ○
 

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

の
人

材
確

保
の

た
め

，
各

職
能

団
体

や
退

職
予

定
の

教
職

員
に

対
し

て
，

業
務

内
容

や
面

接
の

実
施

に
つ

い
て
周
知
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
専

門
的

知
識

・
技

能
の

向
上

を
図

る
た

め
，

各
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

学
校

訪
問

指
導

及
び

研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配

置
・
派
遣
校
数
≫

 

 
 
H3
0：

30
9
校
 ⇒

 H
31
：
3
23

校
（
派
遣
：
22
0
校
）
 

 
≪
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
配
置

校
区
等
数
≫
 

 
 
H3
0：

24
校
区
等
⇒
 H
31
：

32
校
区
等
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

○
 

暴
力
行

為
，
不

登
校
，

中
途

退
学

な
ど
の

生
徒

指
導

上
の
諸

課
題
が

大
き
い

学
校

を
集

中
対
策

指

定
校

及
び
実

践
指
定

校
に
指

定
し

，
教

員
を
加

配

（
集
中
対
策
２
名
，
実
践
１
名
）
す
る
と
と
も
に
，

学
校

訪
問
や

連
絡
協

議
会
等

を
通

し
て

，
組
織

的

な
生

徒
指
導

体
制
及

び
教
育

相
談

体
制

の
構
築

に

向
け
た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

 

○
 

暴
力

行
為

の
発

生
件

数
が

前
年

度
を

上
回

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
，
生
徒
指
導
体
制
及
び
教
育
相
談
体

制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
近
年
特
に
，
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
不
登
校
に
係
る
支
援

を
喫
緊
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

≪
暴
力
行
為
発
生
件
数
（
集
中
対
策
・
実
践
）
≫

 

 H
29

：
7.
4
件
⇒
 H
30
：
10
.8

件
 

≪
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
（
集
中
対
策
・
実
践
）
≫

 

H2
9
：
1.
55
％
⇒
 H
30
：
2.
04
％
 

≪
中
途
退
学
率
（
集
中
対
策
・
実
践
）
≫

 

H2
9
：
3.
0％

⇒
 Ｈ

30
：
3.
7％

 

     

○
 
平
成

28
年

12
月
に
教
育
機
会
確
保
法
が
制
定
さ

れ
，
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
の
機
会
を
確

保
す

る
こ

と
の

重
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

こ
と

を

踏
ま
え
，
本
県
に
お
い
て
も
，
児
童
生
徒
の
個
々
の

状
況
や
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
多
様
な
学
び
の
提
供

に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

○
 

集
中

対
策

指
定

校
及

び
実

践
指

定
校

に
お

い
て

，
児

童

生
徒

の
個

の
特

性
に

応
じ

た
組

織
的

な
生

徒
指

導
体

制
の

充
実

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

生
徒

指
導

主
事

研
修

等
に

お
い

て
指

定
校

の
取

組
を

周
知

し
，

県
内

全
て

の
学

校
の

組
織
的
な
生
徒
指
導
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た

，
令

和
元

年
度

は
モ

デ
ル

校
と

し
て

不
登

校
等

児

童
生

徒
支

援
指

定
校

を
新

た
に

指
定

し
，

教
員

を
加

配
し

た
上

で
，

校
内

適
応

指
導

教
室

の
環

境
整

備
・

周
知

及
び

個
々

の
特

性
に

応
じ

た
学

習
指

導
・

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

学
級

集
団

へ
の

適
応

度
や

児
童

生
徒

の
態

様
の

変
化

等
を

を
早

期
に

把
握

す
る

た
め

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

，
個

や
集

団
へ

の
組

織
的

な
支

援
に

つ
な

げ
ま
す
。

 

さ
ら

に
，

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

と

連
携

し
，

体
験

を
通

し
て

児
童

生
徒

の
知

的
好

奇
心

を
喚

起
し

，
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

促
す

学
び

の
場

を
提

供
し

ま
す
。
 

 ○
 

社
会

と
の

つ
な

が
り

が
途

切
れ

な
い

た
め

の
学

校
外

の

多
様

な
学

び
の

場
の

確
保

に
向

け
，

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
等

と
の

連
携

方
策

を
検

討
す

る
た

め
，

実
態

調
査

を
実

施
し

ま
す
。
 

 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

お
お
む
ね
 

順
調
 

「
特
別

支
援
教
育
の
充
実
」
に
関
し
て
は
，
全
て
の
指
標
が
前
年
度
か
ら
大
き
く
改
善
す
る
な
ど
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
で

，
近
年
，
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
，
不
登
校
に
係
る
支
援
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
ど
，
全
て
の
子
供
た
ち
の
能
力
と
可
能
性
を
最
大
限
高
め
る
た
め
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に

対
し
て
，「

新
た
な
学
力
調
査
」
の
調
査
研
究
の
実
施
や
大
学
進
学
時
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な
ど
，「

学
び
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
構
築
に
向
け
た
取
組
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
概
ね
順
調
」

と
し
ま
し
た
。

 

外
部

意
見

 
 

○
 
一
時
期
，
教
育
上
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る

子
供
た
ち
も
通
常
の
学
級
で
学
ば
せ
る
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
が
，
世
界
的
に
見
て
，
そ
の
子
に
と
っ
て
最
適
な
環
境
で
学
べ
る
と
い
う
こ
と
が
「
平
等
」
の

意
味
で
あ
り
，
近
年
，
こ

れ

が
広
く
認
知
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
広
島
県
の
特
別
支
援
教
育
は
，
こ
の
観
点
を
踏
ま
え
，
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
き
て
お
り
，
評
価
さ
れ
る
べ
き
。
引
き
続
き
，
児

童
生
徒
の
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
進
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
 

○
 
「
新
た
な
学
力
調

査
」
は
研
究
的
で
非
常
に
良
い
取
組
で
あ
り
，
学
力
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
子
供
達
に
寄
り
添
う
よ
う
な
取
組
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

○
 
特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
指
標
の
多
く
は
目
標
を
達
成
し
て
お
り
，
ま
た

，「
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
に
関
す
る
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
，
施
策
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
評
価
で
き
る
。
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６
 
教
職

員
の

力
を

最
大

限
に

発
揮
で

き
る
環

境
の
整

備
 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の
取
組
方

向
 

６
（
１
）
 

教
職

員
の

資

質
・
指
導
力
の

向
上
 

○
 

高
い

倫
理

観
と

豊
か

な
人

間
性

を
備

え
た

教

職
員

が
，

子
供

に
対

す
る

教
育

的
愛

情
と

使
命

感
を
持

っ
て
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

                ○
 

管
理

職
候

補
者

の
早

期
育

成
が

図
ら

れ
て

い

ま
す
。

 

                

〇
 

教
職

経
験

者
研

修
を

は
じ

め
と

す
る

校
外

研

修
や
校
内
研
修
に
お
い
て
，
受
講
者
が
主
体
的
に

研
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
研
修
受

講
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
，
課
題
を
自
分

の
こ

と
と

し
て

考
え

さ
せ

る
演

習
を

取
り

入
れ

る
な
ど
，
研
修
内
容
や
運
用
を
工
夫

し
ま
し
た
。
 

≪
校
外
研
修
参
加
者
数
≫

 

初
任
者
研
修

47
6
名
 
２
年
目
研
修

42
1
名
 

３
年
目
研
修

41
3
名
 
６
年
目
研
修

37
0
名
 

中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

17
0
名
 

 ○
 
校
長
・
市
町
教
育
委

員
会
の
代
表
者
や
大
学
等

の
学

識
経

験
者

等
で

構
成

す
る

広
島

県
教

員
等

資
質
向
上
協
議
会
に
お
い
て
，
校
長
，
教
頭
，
部

主
事
，
主
幹
教
諭
，
指
導
教
諭
，
教
諭
，
養
護
教

諭
及

び
栄

養
教

諭
と

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
に

関
す
る
指
標
（
暫
定
版
）
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
ま

し
た
。

 

 ○
 

教
頭

・
主
幹

教
諭
候
補

者
の
育

成
を
ね

ら
い

と

し
た

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

系
研
修

と
し

て
行

っ
て
い

る

教
育

総
合

講
座

の
最

終
期

に
,
希

望
者

を
対

象
に

実
施
す
る
「

教
頭
・
主
幹

教
諭
採
用
候
補
者
選
考

」

の
筆
記
試
験
の
受
験
者
数
は
，
昨
年
度
よ
り

2
名

増
加
し

60
名
と
な
り
ま
し
た
。
 

 ○
 

主
任

等
候
補

者
対
象
の

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

系
研

修

と
し

て
，
ミ

ド
ル
リ

ー
ダ
ー

育
成

セ
ミ

ナ
ー
を

実

施
し
，

25
8
名
（
小

11
9
，
中

51
，
義
務

3，
高

65
，
特

20
）
が
受
講
し
ま
し
た
。
 

       

〇
 
大
量
退
職
・
採
用
に
伴
う
今
後

10
年
間
の
教
職

員
の

年
齢

構
成

の
変

化
を

踏
ま

え
，

教
職

員
の

資

質
・
指
導
力
を
計
画
的
に
高
め
て
い
く

た
め
，
全
て

の
教
職
員
が
自
ら
学
び
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
，
教

職
員
と
し
て
の
資
質
・
能
力
や
指
導
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

     ○
 
令
和
元

年
度
の
指
標
の
完
成
に
向
け
て
，
各
指
標

（
暫
定
版
）
の
改
善
・
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 

   

  〇
 

管
理

職
の

大
量

退
職

に
対

応
す

る
だ

け
の

受
験

者
数

の
確

保
が

で
き

て
お
ら

ず
，

30
歳
代

後
半

か

ら
40

歳
代
前
半
の
管
理
職
候
補
者
を
育
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

   ○
 
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
，
教
職
員
の

年
齢

構
成

の
中

で
少

な
い

世
代

が
対

象
者

と
な

っ

て
お
り
，
特
に

対
象
者
が
少
な
い
高
等
学
校
で
は
，

募
集
定
員
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
教
員

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
の

更
な

る
充

実
が

求
め

ら
れ

て

い
ま
す
。

 

    

〇
 
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
の
実

践
に
向
け
た
研
修
の
一
層
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
，
採
用

期
，
充
実
期
，
発
展
期
の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
指
標
を

達
成

し
て

い
く

こ
と

を
受

講
者

に
意

識
づ

け
る

研
修

体
系

に
見
直
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
や
経
験
年
数
に
応
じ
た
内
容

を
計
画
的
に
実
施
し
，
人
材
育

成
を
進
め
ま
す
。

 

     ○
 

各
指

標
（

暫
定

版
）

に
つ

い
て

，
学

校
や

市
町

教
育

委

員
会

等
か

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
，

指
標

の
改

善
・

見
直
し
を
図
り
ま
す
。
特
に
，
教
諭
の
指
標
に
つ
い
て
は
，

大
学

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
反

映
さ

せ
た

見
直

し
を

行
い

ま
す
。
 

ま
た

，
広

島
県

教
員

等
資

質
向

上
協

議
会

の
開

催
を

通

じ
て
，
指
標
（
完
成
版
）
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

 〇
 

教
育

総
合

講
座

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
分

析
す

る
こ

と

に
よ
り
，
受
講
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
に
改
善
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た
，
計
画
的
に
人
材
育
成
を
進
め
る
た
め
，
教
職
員
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
見

据
え

た
研

修
体

系
の

充
実

を
図

り
ま

す
。
 

 

○
 

主
任

等
候

補
者

対
象

教
員

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

キ
ル

の

更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
，
教
職
員
の
組
織
管
理
や
時
間
管

理
，
健
康
安
全
管
理
等
の
内
容
を
組
み
込
ん
だ
研
修
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 

ま
た
，
県
立
学
校
に
お
い
て
は
，
管
理
職
と
の
連
携
強
化

を
図
り
な
が
ら
，
主
任
等
候
補

者
の
掘
り
起
し
を
行
う
と
と

も
に
受
講
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の
取
組
方

向
 

○
 

将
来

の
広

島
県

教
育

を
担

う
優

秀
な

教
員

志

望
者
が

養
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

○
 
教
師
養
成
塾

へ
の
平
成

30
年
度
入
塾
生

49
名

が
，
実
地
研
修

20
時
間
と
集
合
研
修
３
日
間
の
１

年
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

 

ま
た
，
平
成

29
年
度
入
塾
生

65
名
は
，
実
際

に
学

校
で

研
修

を
行

う
実

地
研

修
4
0

時
間

と
集

合
研

修
２

日
間

の
２

年
次

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施

し
，

県
の

小
学

校
の

教
育

活
動

，
学

校
訪

問
の

経

験
，

県
の

教
員

と
し

て
取

り
組

み
た

い
こ

と
等

の

質
問

項
目

に
つ

い
て

，
そ

の
記

述
を

５
段

階
評

価

し
た

結
果

，
入

塾
時

に
1.
24

で
あ

っ
た

平
均

が

2.
39

と
1.
15

ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま
す
。
 

○
 
教
員
の
大
量
退
職
・
採
用
が
続
い
て
お
り
，
特
に

小
学
校
教
諭
を
大
量
採
用
し
て
い
る
た
め
，
経
験
の

少
な

い
若

手
教

員
の

割
合

が
増

加
し

て
い

る
こ

と

か
ら
，
教
員
を
志
望
す
る
学
生
の
，
実
践
的
指
導
力

の
基

礎
の

育
成

及
び

自
ら

の
教

員
と

し
て

の
適

格

性
を

考
え

さ
せ

る
機

会
で

あ
る

実
地

研
修

を
よ

り

効
果
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
，
中
山
間
地
域
で
の
人
口
減
少
に
伴
い
，
将

来
地

元
に

戻
っ

て
働

き
た

い
者

の
絶

対
数

も
減

少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
中
山
間
地
域
で
の
教
育
に
携

わ
り
た
い
希
望
者
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

○
 

児
童

と
の

ふ
れ

あ
い

を
通

し
て

教
職

の
魅

力
を

実
感

さ

せ
，
教
育
に
対
す
る
情
熱
や
使
命
感
を
涵
養
し
，
教
師
の
喜

び
や
苦
労
を
通
し
て
教
職
へ
の

意
欲
を
高
め
る

た
め
，
県
内

関
係
大
学
，
実
地
研
修
受
入
校
等
と
連
携
し
，
塾
生
に
対
し

て
，
実
地
研
修
の
内
容
に
係
る
指
導
助
言
を
行
う
な
ど
，
事

前
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

 

ま
た
，
中
山
間
地
域
の
学
校
を
訪
問
し
，
そ
の
魅
力
を
実

感
さ
せ
る
な
ど
，
実
地
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度
 

進
捗

率
(a
/b
) 

教
職

経
験

者
研

修
の

内
容

が
役

に
立

っ
た

と
す

る

肯
定
的
評
価
の
割
合

 

99
.0

％
 

[H
2
8]
 

実
績
値

(a
) 

99
.0
％
 

99
.3

％
 

98
.9
％
 

 
 

98
.9
％
 

目
標
値

(b
) 

10
0％

 
10
0
％
 

10
0％

 
10
0％

 
10
0％

 

６
（
２
）
 

適
切

な
人

事

管
理
の
推
進
 

○
 

教
職

員
の

能
力

と
意

欲
を

高
め

る
人

事
管

理

を
推

進
す

る
と

と
も

に
，

不
祥

事
を

根
絶

す
る

こ
と

で
，

広
く

社
会

か
ら

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

                 

○
 
人
事
評
価
制
度
の
適
正
な
運
用
の
た
め
，
市
町

教
育
委
員
会
や
県
立
学
校
の
校
長
・
教
頭
・
事
務

長
等

の
評

価
者

に
対

し
て

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も
に
，
意
欲
向
上
の
観
点
か
ら
，
人
事
評
価
に

教
職

員
の

働
き

方
改

革
の

視
点

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
る

よ
う

人
事

評
価

制
度

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

 

 ○
 

昨
今

の
社
会

的
な
意
識

の
変
化

や
わ
い

せ
つ

・

セ
ク

ハ
ラ
行

為
の
不

祥
事
が

後
を

絶
た

な
い
状

況

を
踏
ま
え
，
平
成

30
年
８
月
に
「
懲
戒
処
分
の
指

針
」
を
改
正
し
，
指
針
の
冒
頭
の
総
則
規
定
の
「
第

１
 

基
本
事

項
」
の

中
に

「
わ

い
せ
つ

な
行
為

等

に
係

る
量
定

の
決
定

」
に
つ

い
て

の
項

目
を
新

た

に
設

け
て
，

特
に
わ

い
せ
つ

・
セ

ク
ハ

ラ
事
案

に

対
す

る
処
分

量
定
の

決
定
に

当
た

っ
て

は
，
処

分

権
者

と
し
て

よ
り
厳

し
い
姿

勢
で

臨
む

こ
と
と

し

ま
し
た
。

 

≪
懲
戒
処
分
件
数
≫

 

H3
0：

８
件
（

H2
9：

17
件
）
 

う
ち
，

懲
戒
免
職

H3
0：

２
件
（
H2
9：

７
件
）
 

○
 
引
き
続
き
制
度
の
仕
組
み
を
，
よ
り
公
正
で
信
頼

性
の
高
い
も
の
と
し
て
い
く
た
め
，
大
量
退
職
に
伴

い
増
加
す
る
新
任
管
理
職
の
，
評
価
ス
キ
ル
を
向
上

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

    ○
 
不
祥
事
根
絶
に
向
け
，
個
々
の
教
職
員
に
規
範
意

識
を
常
に
高
く
維
持
さ
せ
，
組
織
と
し
て
の
学
校
が

不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
体
制
を
整
え
る
た
め
，
各
研

修
に

お
い
て

，
「
服

務
規
律

の
確

保
」
「

危
機

管
理

」

「
生

徒
指

導
」
「

教
育

相
談

」
等

，
幅
広

く
不
祥

事

防
止

対
策

に
つ

な
が

る
実

践
的

な
研

修
と

な
る

よ

う
，

内
容

を
よ

り
一

層
工

夫
す

る
必

要
が

あ
り

ま

す
。
 

     

○
 

引
き

続
き

，
校

長
・

教
頭

・
事

務
長

等
の

新
任

評
価

者

に
対

し
て

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

市
町

教
育

委
員

会
や

校
長

協
会

等
と

連
携

を
図

り
，

人
事

評
価

制
度

の
趣

旨
が

徹
底

さ
れ

，
適

正
に

運
用

さ
れ

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。
 

   ○
 

教
職

員
に

よ
る

不
祥

事
の

未
然

防
止

や
早

期
発

見
に

努

め
る
た
め
，
引
き
続
き
，
校
内
研
修
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
，
一
人
一
人
が
不
祥
事
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
，
研
修
内
容
の
分
析
等
を
行
い
，
改
善
・
充
実
を
図

り
ま
す
。

 

ま
た
，
不
祥
事
防
止
委
員
会
の
機
能
強
化
や
児
童
生
徒
，

保
護
者
向
け
の
相
談
窓
口
の
周
知
徹
底
に
努
め
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の
取
組
方

向
 

○
 

精
神

疾
患

に
よ

る
病

気
休

職
者

の
割

合
が

減

少
す

る
よ

う
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

の
未

然
防

止
に

重
点

を
お

い
た

総
合

的
な

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対
策

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

○
 

県
立

学
校
に

お
い
て
，

公
立
学

校
共
済

組
合

広

島
支

部
の
講

師
派
遣

事
業
等

を
活

用
し

，
メ
ン

タ

ル
ヘ

ル
ス
研

修
会
を

実
施
す

る
と

と
も

に
，
職

場

巡
回

相
談

や
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

実
施

に
よ

り
，

メ
ン
タ

ル
ヘ
ル

ス
不
調

の
未

然
防

止
と
セ

ル

フ
ケ
ア
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

○
 
年
１
回
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
は
，
ほ
と
ん
ど

の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
，
悉
皆
研
修
と
な

っ
て
い
な
い
状
況
や
，
研
修
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 
 
な
お
，
現
在
も
，
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気
休
職
者

が
一
定
数
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

 

≪
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気
休
職
者
数
≫

 

H2
5：

12
0
名
，
H2
6：

10
9
名
，
H2
7：

10
2
名
，
 

H2
8：

96
名
，
H2
9：

11
5
名
 

 

○
 

研
修

内
容

の
検

討
も

含
め

て
各

校
が

計
画

的
に

研
修

会

を
実

施
で

き
る

よ
う

に
，

他
校

が
実

施
し

た
研

修
テ

ー
マ

（
内
容
）
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
，
ス
ト
レ
ス
に
気

づ
き
，
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
防
止
す
る
た
め
に
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
受
検
勧
奨

を
行
い
ま
す
。

 

ま
た
，
管
理
職
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

の
活
用
を
促
し
，
ラ
イ
ン
ケ
ア

の
充
実
及
び
職
場
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度
 

進
捗

率
(a
/b
) 

不
祥
事
防
止
に
係
る
（
教
職
員
参
加
型
・
体
験
型
）

校
内
研
修
の
実
施
率

 

10
0.
0
％
 

[H
2
8]
 

実
績
値

(a
) 

10
0.
0％

 
10
0.
0
％
 

10
0.
0％

 
 

 

10
0％

 

目
標
値

(b
) 

10
0％

 
10
0
％
 

10
0％

 
10
0％

 
10
0％

 

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修
の

受
講

率
（

県
立

学
校

教

職
員
）

 

73
.4

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

85
.0
％
 

88
.9

％
 

90
.1
％
 

 
 

10
0％

 

目
標
値

(b
) 

80
％
 

85
％
 

90
％
 

95
％
 

10
0％

 

６
（
３
）
 

学
校

経
営

基

盤
の
強
化
 

 

○
 

学
校

経
営

計
画

に
示

す
目

標
の

実
現

に
向

け
，

教
職

員
が

一
丸

と
な

っ
て

課
題

解
決

に
取

り
組
ん

で
い
ま
す
。
 

○
 

全
て

の
県
立

学
校
に
対

し
て
，

年
度
当

初
に

学

校
経

営
計
画

に
関
す

る
校
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
や
，

年

間
を

通
じ
た

，
総
括

指
導
主

事
に

よ
る

学
校
訪

問

に
よ

り
，
各

学
校
の

重
点
目

標
や

課
題

に
応
じ

た

指
導
・
助
言
等
を
行
い
ま
し
た
。

 

ま
た

，
教

育
長

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
全

市
町

で
の

実
施

（
年

２
回

）
や

，
学

校
経

営
相

談
員

に
よ

る

訪
問

等
に

よ
り

，
各

市
町

の
重

点
施

策
や

要
望

等

に
応
じ
た
指
導
・
助
言
等
を
行
い
ま
し
た
。

 

   ○
 

各
種

指
定
研

修
や
各
地

区
で
開

催
さ
れ

る
研

修

会
等

を
通
し

て
，
組

織
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修
な

ど

管
理

職
や

ミ
ド

ル
層

の
教
職

員
の

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。（

年
間

16
回
）
 

 

○
 
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

中
，
各
学
校
で
は
，
日
常
的
に
様
々
な
諸
問
題
が
発

生
し
，
そ
の
都
度
，
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
，

迅
速

か
つ

丁
寧

で
組

織
的

な
対

応
を

行
う

こ
と

が

必
要
で
す
。

 

       ○
 

団
塊

世
代

の
大

量
退

職
や

こ
れ

に
伴

う
大

量
採

用
に

よ
っ

て
年

齢
層

の
偏

り
が

生
じ

て
い

る
こ

と

か
ら
，
新
任
管
理
職
や
ミ
ド
ル
層
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が
，
引
き
続
き

必
要
と
な
り
ま
す
。

 

  

○
 

こ
れ

ま
で

以
上

に
校

長
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

す
る

た

め
，
総
括
指
導
主
事
を
こ
れ
ま
で
の
教
育
事
務
所
駐
在
か
ら

本
庁

へ
の

一
元

配
置

と
し

，
担

当
す

る
学

校
の

割
り

振
り

も
，
こ
れ
ま
で
の
地
区
に
応
じ
た
も
の
か
ら
，
学
校
の
特
色

等
も
勘
案
し
た
も
の
と
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
，
県
教
育
委

員
会
の
方
針
・
施
策
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
学
校
へ
の
周
知
，
総

括
指

導
主

事
間

及
び

関
係

課
等

と
の

迅
速

な
情

報
共

有
と

機
動
的
な
課
題
解
決
を
図
り
ま

す
。

 

ま
た
，
各
市
町
か
ら
の
要
望
等
に
迅
速
・
丁
寧
に
対
応
す

る
た
め
，
引
き
続
き
，
関
係
課
・
室
と
密
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
，
各
市
町
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

 ○
 

若
手

の
人

材
育

成
な

ど
時

代
の

変
化

や
ニ

ー
ズ

に
対

応

し
た
研
修
と
な
る
よ
う
，
管
理
職
や
ミ
ド
ル
層
を
対
象
と
し

た
研
修
内
容
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の
取
組
方

向
 

６
（
４
）
 

業
務

改
善

の

推
進
 

 

○
 

教
員

が
高

い
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
保

ち
，

子

供
と

向
き

合
う

時
間

が
確

保
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
る

割
合

が
増

加
す

る
こ

と
で

，
学

校
が

活
性

化
し
，

教
育
の
質
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
 

○
 

教
員

の
事

務
作

業
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

ス
ク

ー

ル
･
サ
ポ

ー
ト
･
ス

タ
ッ

フ
の

配
置
を

継
続
す

る
と

と
も
に
，
平
成

31
年
度
か
ら
の
特
別
支
援
学
校
で

の
校

務
支
援

シ
ス
テ

ム
の
運

用
開

始
に

向
け
た

準

備
を
整
え
ま
し
た
。

 

≪
ス
ク
ー
ル
･サ

ポ
ー
ト
･ス

タ
ッ
フ
配
置
校
数
≫

 

H2
9
：
小
学
校

40
校
，
中
学
校

52
校
，
 

義
務
教
育
学
校
２
校
，
高
等
学
校

53
校
，

特
別
支
援
学
校
３
校
 

H3
0
：
小
学
校

43
校
，
中
学
校

50
校
，
 

義
務
教
育
学
校
３
校
，
高
等
学
校

53
校
，

特
別
支
援
学
校
３
校
 

 ○
 

７
月

に
「
学

校
に
お
け

る
働
き

方
改
革

取
組

方

針
」

を
策
定

し
，
各

県
立
学

校
に

周
知

す
る
と

と

も
に

，
各
市

町
教
育

委
員
会

へ
も

方
針

等
の
策

定

に
つ

い
て
促

す
な
ど

，
方
針

に
沿

っ
た

取
組
が

実

施
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。

 

ま
た

，
本

県
に

お
け

る
教

員
の

勤
務

実
態

を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

  ○
 

県
教

育
委
員

会
に
お
い

て
「
運

動
部
活

動
の

方

針
」

を
策
定

し
，
市

町
に
も

作
成

を
働

き
か
け

た

こ
と
に
よ
り
，
21

市
町
に
お
い
て
「
設
置
す
る
学

校
に

係
る
運

動
部
活

動
の
方

針
」

が
策

定
さ
れ

ま

し
た

。
ま
た

，
教
員

の
部
活

動
指

導
の

負
担
を

軽

減
す

る
た
め

，
中
学

校
に
部

活
動

指
導

員
を
配

置

す
る

２
市
（

６
校
）

に
対
し

て
補

助
を

行
い
ま

し

た
。

 

  

○
 

教
員

が
子

供
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
す

る
た

め
，
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
拡

充
や

特
別

支
援

学
校

の
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

改

修
等
を
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

         ○
 

教
員

が
子

供
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
や

教
職

員
の
長
時
間
勤
務
の
縮
減
に
向
け
て
，
引
き
続
き
業

務
改
善
の
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
，
教
員
の
勤
務
実
態
調
査
の
集
計
結
果
で
は
，
い

わ
ゆ
る
過
労
死
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
る
月

80
時
間
以
上

の
時
間
外
勤
務
を
し
て
い
る
教
員
の
割
合
が
，
小
学
校

27
.0
％
，
中
学
校

63
.7
％
，
高
等
学
校

42
.8
％
，
特

別
支
援
学
校

8.
9％

と
い
う
状
況
で
し
た
。
 

 ○
 
「
運
動
部
活
動
の
方
針
」
に
お
い
て
定
め
た
休
養

日
及

び
活

動
時

間
の

基
準

に
沿

っ
た

活
動

が
行

わ

れ
る
よ
う
，
継
続
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
，「

文

化
部

活
動

の
方

針
」

を
策

定
す

る
必

要
が

あ
り

ま

す
。
 

 

○
 
引
き
続
き
，
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

拡
充
に
向
け
た
検
討
を
行
う
と

と
も
に
，
令
和
２
年
度
以
降

の
特

別
支

援
学

校
の

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

へ
の

個
別

の
教

育
支

援
計

画
等

の
導

入
に

向
け

た
準

備
を

着
実

に
進

め
て

い
き
ま
す
。

 

        ○
 
教
員
勤
務
実
態
調
査
の
集
計

結
果
な
ど
を
参
考
に
，
業
務

改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

中
心
と
し
て
，
施
策
等
の
見

直
し

や
学

校
の

業
務

改
善

の
取

組
の

一
層

の
推

進
を

図
り

ま
す
。
 

     ○
 
「
運
動
部
活
動
の
方
針
」
が
未
策
定
の
市
に
対
し
て
，
策

定
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
，
部
活
動
指
導
に
係
る
更
な
る

負
担
軽
減
の
た
め
，
部
活
動
指
導
員
を
配
置
す
る
市
町
に
補

助
を
行
い
ま
す
。

 

ま
た
，
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
文
化
部
活
動
の
方
針
」

を
策
定
し
，
そ
の
方
針
を
踏
ま

え
た
取
組
を
各
県
立
学
校
で

進
め
ま
す
。

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度
 

進
捗

率
(a
/b
) 

子
供

と
向

き
合

う
時

間
が

確
保

で
き

て
い

る
と

感

じ
る
教
員
の
割
合

 

61
.8

％
 

［
H2
8.
5
］
 

実
績
値

(a
) 

67
.0
％
 

［
H2
9.
1］

 

69
.2

％
 

［
H3
0
.1
］
 

70
.4
％
 

[H
31
.1
] 
 

 
 

88
％
 

目
標
値

(b
) 

前
年
度
割
合
以
上
 

（
64
.2
％
［
H2
8.
1］
）
 

80
％
 

80
％
 

80
％
 

80
％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の
取
組
方

向
 

６
（
５
）
 

情
報

化
に

対

応
し

た
教

育

の
推
進
  

○
 

学
校

に
お

け
る

効
果

的
な

教
育

活
動

を
行

う

た
め
に

必
要
な
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
 

           ○
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

づ
く

り
が

積
極

的

に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

        ○
 

有
害

情
報

等
か

ら
児

童
生

徒
を

守
る

た
め

，

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，

学
校

・
家

庭
・

警
察

等
関

係
機

関
の

連
携

し
た

取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

            

○
 
平
成

29
年
度
に
引
き
続
き
，「

学
び
の
変
革
」

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用

推
進
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

で
モ

デ
ル
校

に

選
定

し
た
県

立
学
校

５
校
に

お
い

て
，

授
業
に

お

け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用

効
果
を

検
証

す
る

た
め
，

大

学
等

の
有
識

者
の
指

導
・
助

言
を

受
け

な
が
ら

，

タ
ブ

レ
ッ
ト

等
の
機

器
を
用

い
た

授
業

モ
デ
ル

等

の
研

究
・
実

践
と
教

員
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

能
力
の

育

成
を
図
り
ま
し
た
。

 

     ○
 

小
・

中
学
校

の
教
育
研

究
大
会

や
学
校

訪
問

等

に
お

い
て
，

児
童
生

徒
及
び

教
職

員
が

I
Ｃ
Ｔ

を

効
果

的
に
活

用
し

，
主

体
的

に
学

ぶ
授

業
づ
く

り

に
つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。

 

ま
た
，
高
等
学
校
で
は
，
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

効
果

的
に

活
用

し
た

授
業

モ
デ

ル
や

教

材
の

開
発

を
進

め
る

と
と

も
に

，
そ

の
授

業
を

実

践
で
き
る
教
員
の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

 

  ○
 

初
任

者
研
修

に
お
い
て

，
情
報

モ
ラ
ル

の
児

童

生
徒

へ
の
指

導
方
法

や
，
校

内
で

の
情

報
セ
キ

ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

ま
た
，
県
警
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
と
連
携
し
，

教
育

セ
ン

タ
ー

の
専

門
研

修
講

座
を

実
施

す
る

と

と
も

に
，

指
導

資
料

「
学

校
現

場
の

た
め

の
サ

イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
必
携
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

 

         

○
 

公
立

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
を
支
え
る
基
盤
整
備
が
，
全
国
に
比

べ
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

≪
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
台
あ
た
り
の
生
徒
数
≫

 

高
等
学
校

 
 
 
5.
9
人
／
台
 
（
全
国

38
位
） 

特
別
支
援
学
校

 
4.
3
人
／
台
 
（
全
国

43
位
） 

  ≪
普
通
教
室
の

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
率
≫
 

 
 
高
等
学
校

 
 
 
51
.1
% 

（
全
国

47
位
）
 

 
 
特
別
支
援
学
校

 
64
.7
% 

（
全
国

45
位
）
 

 
 
（
H3
0.
3.
1
現
在
）
 

 ○
 
小
・
中
学
校
で
は
，
児
童
生
徒
の
「
主
体
的
な
学

び
」
を
促
す
授
業
に
お
い
て
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
学
習
の
場

面
に
応
じ
て
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
一

層
，
質
の
高
い
授
業
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

 

 
 
ま
た
，
高
等
学
校
で
は
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
を
県
全
体
で
展
開
す
る
上
で
，
モ
デ
ル
校
で
取
り

組
ん

だ
実

践
事

例
の

普
及

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま

す
。
 

 ○
 
多
様
化
す
る
情
報
社
会
で
，
児
童
生
徒
が
自
ら
の

行
動

に
責

任
を

持
ち

，
有

害
情

報
等

か
ら

身
を

守

り
，
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
，
常

に
最
新
の
知
識
や
指
導
方
法
等
を
取
り
入
れ
，
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
一
層
の
充
実
に
向
け
，
教
員
の
指
導

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

          

○
 
県
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

効
果
的
・
効
率
的
に
整
備
し

て
い
く
た
め
，
モ
デ
ル
校
の
取

組
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
，

県
立

学
校

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
の

整
備

方
針

の
検

討
を

進
め
ま
す
。

 

         ○
  

小
・
中
学
校
で
は
，
引

き
続
き
，
教
育
研
究
大
会

や
学

校
訪
問
等
に
お
い
て
，
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
，

優
良
な
取
組
事
例
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
，
指
導
主

事
に

よ
る
指
導
・
助
言
を
行
い
ま

す
。

 

ま
た
，
高
等
学
校
で
は

,モ
デ
ル
校
で
の
実
践
事
例
を
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
紹
介
す
る

な
ど
，
授
業
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
，
先
進
事
例
等
の
情
報

収
集

を
行
い
ま
す
。

 

  ○
 
初
任
者
研
修
で
は
引
き
続
き

，
基
礎
的
な
情
報
モ
ラ
ル
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，
教
育
セ
ン
タ
ー
の
専
門
研
修
講
座
に
お
い
て
は
，
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
や
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
，
正

し
く

学
校

の
情

報
資

産
を

守
る

た
め

の
基

本
的

な
知

識
及

び
技
能
を
身
に
付
け
，
情
報
安
全
教
育
や
情
報
倫
理
教
育
の

更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
生
徒
指
導
に
関
す
る

連
絡
協
議
会
等
に
お
い
て

，「
学
校
現
場
の
た
め
の

サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
必
携
」
を
用

い
た
研
修
を
行
い
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の
取
組
方

向
 

○
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

効
果

的
に

活
用

し
た

授
業

が
行

わ

れ
，

障
害

の
あ

る
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

学
習

ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
指
導
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
 

○
 

特
別

支
援
学

校
に
お
い

て
，
モ

デ
ル
校

を
指

定

し
，

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
効
果

的
に
活

用
し

た
授

業
づ
く

り

や
，

計
画
的

な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器

の
整

備
を

行
い
，

報

告
会

で
成
果

を
報
告

す
る
と

と
も

に
，

特
別
支

援

学
校

の
教
育

相
談
主

任
等
に

対
し

，
障

害
の
あ

る

児
童

生
徒
へ

の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活

用
し

た
指

導
に
関

す

る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

 

○
 

障
害

特
性

や
発

達
段

階
に

応
じ

た
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
効

果
的
・
体
系
的
な
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整

備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 

○
 
特
別
支
援
学
校
で
は

,モ
デ
ル
校
で
の
取
組
の

成
果
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
た
り

，
障
害
特
性
や
発
達
段
階
に

応
じ

た
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
を

校
内

研
究

の
テ

ー
マ

と
し

て
挙

げ
て
取
り
組
ん
だ
り
，
小
・
中

学
校
等
の
特
別
支
援
学
級
担

任
に
対
し
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
に
関
す
る
，
先
進
的

な
取

組
を

研
修

等
で

紹
介

し
た

り
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
共

有
す
る
こ
と
で
，
周
知
を
図
り

ま
す
。

 

 

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度
 

進
捗

率
(a
/b
) 

授
業

中
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

指
導

で
き

る
教

員

の
割
合
（
公
立
高
等
学
校
･特

別
支
援
学
校
）

 

[関
連

資
料

] 

学
校

に
お

け
る

教
育

の
情

報
化

の
実

態
等

に
関

す

る
調

査
結

果
（

文
部

科
学

省
）

 

高
等
学
校

 

65
.9
%

（
72
.8
%
）
 

特
別
支
援
学
校
 

68
.9
%

（
72
.3
%
）
 

（
※
全
国
平
均
） 

［
H2
8.

3］
 

実
績
値

(a
) 

高
等
学
校

65
.9
% 

特
別
支
援
学
校

68
.9
% 

［
H2
8.
3］

 

高
等
学
校

68
.0
% 

特
別
支
援
学
校

71
.6
% 

［
H2

9.
3］

 

高
等
学
校

68
.5
% 

特
別
支
援
学
校

72
.8
% 

［
H3
0.
3］

 

 
 

高
等
学
校
 

89
.9
％
 

特
別
支
援
学
校
 

97
.1
％
 

目
標
値

(b
) 

前
年
度
割
合
以
上
 

（
高
等
学
校

66
.4
％
 

特
別
支
援
学
校

63
.8
% 

［
H2
7.
3］
）
 

前
年
度
割
合
以
上

 

（
高
等
学
校

65
.9
％
 

特
別
支
援
学
校

68
.9
% 

[H
28
.3
]
）
 

全
国
平
均
以
上
 

（
高
等
学
校

76
.2
%，

 

特
別
支
援
学
校

75
.0
% 

［
H3
0.
3］
）
 

全
国
平
均
以
上

 
全
国
平
均
以
上
 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

お
お
む
ね
 

順
調
 

IC
T
の
利
活
用
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
や
，
授
業
で

IC
T
を
活
用
で
き
る
教
員
の
割
合
は
依
然
と
し
て
全
国
平
均
に
達
し
て
い
な
い
な
ど
，
情
報
化
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進
の
面
で
は
遅
れ
が
見

ら
れ
る
も
の
の
，「

教
職
員

の
資
質
・
指
導
力
の
向
上
」
や
「
適
切
な
人
事
管
理
の
推
進
」
に
関
す
る
指
標
の
実
績
値
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
ほ
か
，
業
務
改
善
に
つ
い
て
は
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
取
組
方
針
」
や
「
運
動
部
活
動
の
方
針
」

を
作
成
す
る
な
ど
，
着
実
に
取
組
を
進
め
て
お
り
，
施
策
全
体
と
し
て
は
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，「

概
ね
順
調
」
と
し
ま
し
た
。

 

外
部

意
見

 
 

○
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ

ー
を
身
に
着
け
る
こ
と
は
，
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
児
童
生
徒
た
ち
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
，
教
員
の
研
修
も
並
行
し
て
行

う
必
要
が
あ
る
。

 

○
 
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て
は
，
結
果
と
し
て
病
気
休
職
者
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
，
研
修
の
成
果
を
把
握
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
研
修
内
容
の
充
実
・
改
善
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

 

○
 
業
務
改
善
に
つ
い

て
は
，
各
学
校
自
ら
が
考
え
て
，
や
っ
て
い
る
仕
事
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
そ
う
し
た
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
，
教
員
の
確
保

は
，
学
校
運
営
の
基
盤
と
な
る
こ
と
な
の
で
，
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
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７
 
安
全

・
安

心
な

教
育

環
境

の
構
築

 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

７
（
１
）
 

安
全
・
安
心
な

学
校

環
境

の

整
備
 

○
 

安
全

・
安

心
な

学
校

の
施

設
環

境
が

確
保

さ

れ
て
い

ま
す
。
 

                       ○
 

防
災

教
育

の
計

画
的

な
実

施
や

危
機

管
理

マ

ニ
ュ

ア
ル

の
実

効
性

の
向

上
な

ど
に

よ
り

，
子

供
が

主
体

的
に

判
断

し
，

自
分

の
命

は
自

分
で

守
る
行

動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

○
 

学
校

施
設
の

長
寿
命
化

に
向
け

た
具
体

的
な

取

組
や

目
標
を

定
め
た

「
県
立

学
校

施
設

長
寿
命

化

方
針

」
に
基

づ
き
，

校
舎
等

の
安

全
面

・
機
能

面

の
不

具
合

を
未

然
に

防
止

す
る

予
防

保
全

の
た

め
，

老
朽
化

対
策
と

し
て
，

長
寿

命
化

改
修
工

事

や
工
事
に
向
け
た
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

 ○
 

平
成

29
年

度
末

以
前

に
指

定
さ

れ
た
土

砂
災

害
特

別
警
戒

区
域
内

に
位
置

す
る

建
物

を
有
す

る

県
立

学
校
に

つ
い
て

，
対
策

工
事

が
必

要
で
あ

る

12
校
の
う
ち
，
６
校
の

建
物
に
係
る
対
策
工
事
を

完
了

さ
せ
，

２
校
の

建
物
に

係
る

構
造

計
算
検

証

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

 ○
 

平
成

30
年

７
月

豪
雨

災
害

に
よ

り
被
災

し
た

県
立
学
校

22
校
の
う
ち

，
11

校
の
復
旧
工
事
を

完
了
さ
せ
ま
し
た
。

 

  ○
 

平
成

30
年

の
大

阪
府

北
部

を
震

源
と
し

た
地

震
に

よ
る
ブ

ロ
ッ
ク

塀
の
倒

壊
事

故
を

受
け
，

県

立
学

校
施
設

等
の
ブ

ロ
ッ
ク

塀
等

に
つ

い
て
，

専

門
家

に
よ
る

内
部
点

検
や
劣

化
状

況
に

応
じ
た

改

修
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

 
 

○
 

地
域

の
実
情

に
応
じ
た

，
よ
り

効
果
的

な
防

災

教
育

を
実
施

す
る
た

め
，
こ

れ
ま

で
実

施
さ
れ

て

き
た
実
践
事
例
の
収
集
を
行
い
，
平
成

30
年
７
月

豪
雨

災
害
を

踏
ま
え

た
「
広

島
県

自
然

災
害
に

関

す
る
防
災
教
育
の
手
引

[別
冊
]」

を
平
成

31
年
３

月
に
作
成
し
ま
し
た
。

 

○
 
学
校
施
設
全
体
と
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
，

そ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
，
計
画
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

    ○
 
今
後
指
定
さ
れ
る
も
の
も
含
め
，
土
砂
災
害
特
別

警
戒

区
域

内
に

位
置

す
る

県
立

学
校

施
設

に
つ

い

て
は
，
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
安
全
対
策
を
全
て
完

了
す
る
こ
と
を
目
指
し
，
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

  ○
 
早
期
に
対

策
が
必
要
な
工
事
を
発
注
し
，
復
旧
工

事
を
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
，
広
域
的
な

災
害

発
生

に
伴

う
建

設
業

者
の

労
務

者
等

不
足

が

生
じ
て
い
ま
す
。

 

 ○
 
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
修
等
に
当
た
り
，
学
校
敷
地

内
の
土
壌
を
留
め
る
た
め
の
「
土
留
め
」
対
策
な
ど
，

現
地

に
お

い
て

安
全

性
を

担
保

し
た

工
法

等
の

検

討
を
行
う
な
ど
，
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
工
事
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

 ○
 

防
災

教
育

を
学

校
教

育
全

体
で

推
進

す
る

た
め

に
は
，
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
の
授
業
や
避
難
訓

練
等
，
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
た
実
効
性
の
あ
る
実

践
が
必
要
で
す
。

 

○
 

「
県

立
学

校
施

設
長

寿
命

化
方

針
」

に
基

づ
き

，
建

物

の
耐

久
性

を
高

め
る

た
め

の
整

備
に

併
せ

，
教

育
環

境
の

質
的

向
上

や
防

災
機

能
の

強
化

を
図

る
た

め
の

整
備

を
計

画
的

か
つ

着
実

に
進

め
，

安
心

・
安

全
で

質
の

高
い

教
育

環
境
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

 

  ○
 

本
年

度
は

，
設

計
が

完
了

し
て

い
る

２
校

の
建

物
に

つ

い
て

対
策

工
事

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

そ
の

他
の

学
校

に
つ
い
て
，
建
物
の
構
造
計
算

検
証
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
 

    ○
 

建
設

業
者

が
工

事
を

受
注

し
や

す
い

環
境

を
整

え
た

上

で
，

被
災

し
た

県
立

学
校

施
設

の
復

旧
工

事
の

完
了

を
目

指
し
ま
す
。

 

  ○
 

引
き

続
き

，
県

立
学

校
及

び
請

負
業

者
と

連
携

を
図

る

こ
と

な
ど

に
よ

り
，

効
率

的
な

工
事

実
施

を
進

め
，

安
全

対
策
を
行
い
ま
す
。

 

   ○
 

「
広

島
県

自
然

災
害

に
関

す
る

防
災

教
育

の
手

引
[
別

冊
]」

を
活
用
す
る
と
と
も
に
，
児
童
生
徒
の
災
害
対
応
力

が
更

に
向

上
す

る
よ

う
な

好
事

例
の

紹
介

等
に

よ
り

，
教

職
員
に
対
す
る
研
修
内
容
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

内
に
位

置
す

る
建

物
を

有
す
る
県
立
学
校
に
対
す
る
安
全
対
策
の
実
施
率

※
 

 

０
％

 

（
０
校
／

12

校
）

 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

8.
3％

 

（
1/
12
）
 

6.
3
％
 

（
1／

16
）
 

33
.3
％
 

（
8/
24
）
 

 
 

72
.7
％
 

目
標
値

(b
) 

8.
3％

 

（
1/
12
）
 

6.
3
％
 

（
1／

16
）
 

45
.8
％
 

（
11
/2
4）

 

45
.8
％
 

（
11
/2
4）

 

10
0％

 

（
24
/2
4）
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

災
害

の
状

況
に

応
じ

て
，

幼
児

児
童

生
徒

が
主

体

的
に
行
動
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
率

 

83
.9

％
 

［
H2

8］
 

実
績
値

(a
) 

83
.9
％
 

86
.2

％
 

87
.5
％
 

 
 

95
.1
％
 

目
標
値

(b
) 

―
 

88
％
 

92
％
 

96
％
 

10
0％

 

防
災

に
関

す
る

資
料

を
活

用
し

た
各

教
科

等
の

授

業
に
お
け
る
防
災
教
育
の
実
施
率

 

72
.5

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

73
.5
% 

76
.0

％
 

76
.8
％
 

 
 

85
.3
％
 

目
標
値

(b
) 

80
％
 

85
％
 

90
％
 

95
％
 

10
0％

 

７
（
２
）
 

家
庭

教
育

へ

の
支
援
  

○
 

全
て

の
親

が
家

庭
教

育
に

つ
い

て
自

信
を

持

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
家

庭
教

育
に

役
立

つ
情

報
や

学
習

機
会

の
提

供
な

ど
，

家
庭

教
育

を
支

援
す

る
環

境
の

整
備

が
進

ん
で

い
ま
す

。
 

○
 

乳
幼

児
の
保

護
者
を
主

な
対
象

と
し
て

，
園

所

や
ネ

ウ
ボ
ラ

，
親
子

が
多
く

集
ま

る
イ

ベ
ン
ト

等

の
場

や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活

用
し
た

方
法

で
情

報
提
供

す

る
な

ど
，
家

庭
教
育

に
役
立

つ
情

報
の

提
供
に

取

り
組
み
ま
し
た
。

 

 ○
 

あ
ら

ゆ
る
年

代
の
保
護

者
を
対

象
に
，

保
護

者

同
士

が
子

育
て

に
つ

い
て

参
加

体
験

型
で

学
ぶ

「『
親
の
力
』
を
ま
な
び
あ
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
県

内
全
市

町
に

お
い

て
実

施
（

31
9
講

座
）

し

ま
し
た
。

 

 
 
ま
た
，「

子
供
へ
の
接
し
方
」
に
関
す
る
教
材
の

開
発

や
，
教

材
を
活

用
し
た

研
修

を
実

施
し
ま

し

た
。

 

 ○
 

地
域

の
子
育

て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

等
に
よ

る
チ

ー

ム
型

家
庭
教

育
支
援

に
取
り

組
む

市
町

の
活
動

を

紹
介

す
る

場
の

設
定

や
広
報

等
に

よ
り

支
援
す

る

と
と

も
に
，

そ
の
他

の
市
町

に
対

し
，

体
制
整

備

に
向

け
た

働
き

か
け

を
行

っ
た

と
こ
ろ

，
新
た

に

１
市

で
チ
ー

ム
が
設

置
さ
れ

，
４

市
町

に
お
い

て

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

 

 

○
 
引
き
続
き
，
家
庭
教
育
に
役
立
つ
情
報
を
保
護
者

に
届
け

る
効
果
的
な
手
法
や
，
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

   ○
 
「『

親
の
力
』
を
ま
な
び
あ
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
活
用
し
た
保
護
者
の
学
ぶ
機
会
の
充
実
を
，
更
に

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，
乳
幼
児
の
保
護
者
の
悩
み
で
あ
る
「
子
供

ヘ
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
や
中
学
・
高
等

学
校

段
階

か
ら

学
ぶ

機
会

の
充

実
が

求
め

ら
れ

て

い
ま
す
。

 

  ○
 

チ
ー

ム
型

家
庭

教
育

支
援

の
実

施
に

必
要

な
人

材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
等
に
よ
り
，
未
実
施
の
市
町

が
あ
り
ま
す
（
平
成

30
年
度
は
５
市
町
で
実
施
，

４
市
町
で
実
施
準
備
中
）。

 

 

○
 

多
く

の
保

護
者

に
，

家
庭

教
育

に
役

立
つ

情
報

を
提

供

で
き

る
よ

う
，

効
果

的
な

手
法

を
検

討
す

る
と

と
も

に
，

子
供

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
資

料
を

作
成

す
る

な
ど

内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

  ○
 

引
き

続
き

，
「
『

親
の

力
』

を
ま

な
び

あ
う

学
習

プ
ロ

グ

ラ
ム

」
教

材
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
を
行
い
ま
す
。

 

 
 
ま
た
，「

子
供
へ
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
の
学
習
教
材
の

開
発

に
引

き
続

き
取

り
組

む
な

ど
，

学
習

講
座

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

，
乳

幼
児

と
の

触
れ

合
い

体
験

な
ど

の
好

事
例

を
収

集
し

周
知

を
図

る
な

ど
，

親
に

な
る

準
備

期
の

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

 

 ○
 

チ
ー

ム
型

家
庭

教
育

支
援

の
事

例
等

を
未

実
施

市
町

に

提
供

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
，

各
市

町
に

お
け

る
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

設
置

の
拡

大
を

図
り

，
家

庭
教

育
支

援
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

「
親

の
力

」
を

ま
な

び
あ

う
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

の

受
講
者
の
満
足
度

 

86
.4

％
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

81
.8
％
 

84
.6

％
 

85
.6
％
 

 
 

96
.2
％
 

目
標
値

(b
) 

87
％
 

88
％
 

89
％
 

90
％
 

90
％
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

７
（
３
）
 

学
校
・
家

庭
・

地
域

が
連

携

し
た

教
育

の

推
進
 

 

○
 

保
護

者
や

地
域

の
人

々
が

，
本

県
の

教
育

の

方
向

性
や

学
校

の
取

組
を

理
解

し
，

連
携

し
て

学
校

や
地

域
で

の
活

動
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
ま
す

。
 

                   ○
 

地
域

に
お

い
て

子
供

の
体

験
活

動
等

を
支

援

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

育
成

や
活

動
が

充
実

し
て
い

ま
す
。
 

 

○
 

地
方

教
育
行

政
の
組
織

及
び
運

営
に
関

す
る

法

律
第

47
条
の
改
正
等
を
受
け
，
学
校
運
営
協
議
会

制
度

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
）

を
全
県

立

学
校

で
導
入

す
る
こ

と
と
し

，
各

学
校

長
へ
の

丁

寧
な

説
明
や

研
修
会

を
実
施

す
る

と
と

も
に
，

関

係
規

則
・
要

綱
等
の

策
定
な

ど
諸

準
備

を
行
い

ま

し
た
。

 

 ○
 

分
か

り
や
す

く
，
か
つ

参
考
に

な
る
広

報
紙

や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
作

成
を

心
が

け
た

こ
と

に
よ

り
，

広
報
紙

・
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
と

も
に

「
参
考

に

な
る

」，
「

理
解

し
や
す

い
」

と
い
っ

た
評
価

を
高

水
準
で
維
持
し
て
い
ま
す
。

 

≪
教
育
モ
ニ
タ
―
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
≫

 

広
報
紙
く
り
っ
ぷ
「
参
考
に
な
る
」

 

H2
9
：
91
.9
％
 ⇒

 H
30
：
93
.3
％
 

 
広
報
紙
く
り
っ
ぷ
「
理
解
し
や
す
い
」

 

H2
9
：
95
.1
％
 ⇒

 H
30
：
95
.8
％
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
参
考
に
な
る
」

 

H2
9
：
96
.2
％
 ⇒

 H
30
：
95
.2
％
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
理
解
し
や
す
い
」

 

 
 
H2
9
：
95
.7
％
 ⇒

 H
30
：
96
.1
％
 

 ○
 

小
学

生
を
対

象
と
し
た

「
放
課

後
子
供

教
室

」

に
加

え
，
新

た
に
，

中
学
・

高
等

学
校

生
徒
を

対

象
と

し
た
「

地
域
未

来
塾
」

に
取

り
組

み
，
希

望

す
る

全
市
町

へ
大
学

生
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
派
遣

し

ま
し
た
。

 

ま
た

，
学

校
で

子
供

の
教

育
活

動
に

関
わ

っ
て

い
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
取

組
事

例
に

つ
い

て
意

見

交
換

す
る

「
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
交

流
会

」
を

県

内
３
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

 

さ
ら
に

，
平
成

30
年
度
か
ら
は
，
地
域
人
材
の

確
保

の
役

割
を

担
う

「
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進

員
」

の
市

町
へ

の
配

置
を

支
援

し
，

子
供

の
体

験

活
動

・
読

書
活

動
の

推
進

や
学

習
支

援
等

に
取

り

組
む

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
材

の
掘

り
起

こ
し

を
始

め

ま
し
た
。

 

 

○
 
学
校
運
営
協
議
会

の
効
果
的
な
運
営
に
は
，
学
校

運
営
協
議
会
制
度
の
趣
旨
と
と
も
に
，
学
校
の
目
標

や
ビ
ジ
ョ
ン
を

十
分
に
理
解
し
た
上
で
，
学
校
を
支

え
て

い
た

だ
け

る
方

に
就

任
し

て
い

た
だ

く
必

要

が
あ
り
ま
す
。

 

   ○
 
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
な
い
，
又

は
存
在
を
知
ら
な
い
保
護
者
が
一
定
割
合
い
ま
す
。
 

≪
教
育
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
≫

 

広
報
紙
「
く
り
っ
ぷ
」
を
知
ら
な
い

 

H2
9：

15
.9
％
 ⇒

 H
30
：
10
.9
％
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
知
ら
な
い

 

H2
9：

26
.7
％
 ⇒

 H
30
：
24
.5
％
 

        ○
 
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
に
つ
い
て
，
平
成

30
年

度
は

豪
雨

災
害

に
よ

る
放

課
後
子

供
教

室
の

中
止
等

の
影
響
で
，
派
遣
件
数
が
減
少
し
ま
し
た
。

 

ま
た
，
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
，
子
供
の

様
々
な
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
，
活
動
を
支
援

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
材

の
確

保
が

課
題

と
な

っ

て
い
ま
す
。

 

○
 

校
長

や
管

理
職

を
対

象
に

，
学

校
運

営
協

議
会

導
入

に

係
る

研
修

会
や

相
談

会
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

委
員

に
対

し
て

も
研

修
会

を
実

施
す

る
な

ど
，

学
校

運
営

協
議

会
が

初
年

度
か

ら
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
，

教
育

委
員

会
と
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す

。
 

   ○
 
こ
れ
ま
で
の
広
報
活
動
を
検

証
し
つ
つ
，
モ
ニ
タ
ー
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
保
護
者
の

関
心
が
高
か
っ
た
内
容
等

も
考
慮
す
る
な
ど
，
引
き
続
き

，
分
か
り
や
す
い
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

 

           ○
 

「
放

課
後

子
供

教
室

」
と

「
地

域
未

来
塾

」
に

よ
り

多

く
の

大
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

派
遣

で
き

る
よ

う
，

登
録

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

 
 

ま
た

，
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

の
配

置
に

よ
る

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
人

材
の

掘
り

起
こ

し
を

更
に

推
進

す
る

た

め
，

地
域

と
学

校
の

関
係

者
が

活
動

事
例

の
共

有
を

目
的

と
し

た
「

地
域

学
校

協
働

活
動

実
践

交
流

会
」

を
開

催
し

ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

≪
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
数
≫

 

 
H2
9：

60
6
人
 ⇒

 H
30
：
41
5
人
 

≪
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
参
加
人
数
≫

 

 
H2
9:
5
市
町

18
7
人
 ⇒

 H
30
:1
0
市
町

85
人
 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

放
課

後
子

供
教

室
へ

の
大

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の

派
遣
件
数

 

19
4
件
 

［
H2
7
］
 

実
績
値

(a
) 

22
7
件
 

28
1
件
 

19
8
件
 

 
 

99
.5
％
 

目
標
値

(b
) 

19
6
件
 

19
8
件
 

19
9
件
 

20
0
件
 

20
0
件
 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

お
お
む
ね
 

順
調
 

防
災
に
関
す
る
資
料

を
活
用
し
た
各
教
科
等
の
授
業
に
お
け
る
防
災
教
育
の
実
施
率
が
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題
が
見
ら
れ
る
も
の
の
，
昨
年
度
の
豪
雨
災
害
を
受
け
，
年
度
末
に
は
新
た
な
防
災
教
育
の
手
引
を
作
成

す
る

な
ど
，

防
災
教
育
の

充
実

を
図
る
手
立
て

を
講
じ
た
ほ
か
，
被
災
し
た
県
立
学
校
施
設
の
復
旧
工
事
や
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
位
置
す
る
県
立
学
校
施
設
の
安
全
対
策
等
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
，
学
校
運
営
協
議

会
制
度
（

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
の

全
県
立

学
校
へ
の
導

入
に
向
け
た
準
備
を
行
う
な
ど
，
地
域
と
連
携
し
た
教
育
も
推
進
さ
れ
て
お
り
，
施
策
全
体
と
し
て
は
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，「

概
ね

順
調
」
と
し
ま
し
た
。 

外
部

意
見

 
 

○
 
未
曽
有
の
大
災
害

が
頻
発
す
る
近
年
，
命
を
守
る
取
組
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
な
く
，
防
災
教
育
と
い
う
ソ
フ
ト
対
策
も
必
要
で
あ
り
，
引
き
続
き
，
両
輪
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

 

○
 
７
月
豪
雨
災
害
は

，
学
校
と
地
域
の
連
携
や
，
防
災
教
育
の
充
実
な
ど
様
々
な
面
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
，
引
き
続
き
，
こ
の
災
害
を
学
び
の
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

○
 
昨
年
度
以
降
，
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
始
め
，
学
校
と
地
域
の
協
働
に
つ
い
て
大
き
く
関
心
が
高
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
お
り
，
今
後
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。

 

※
 

事
業
指
標
「

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
位
置

す
る
建

物
を
有
す

る
県
立
学

校
に
対

す
る
安
全

対
策
の
実

施
率
」
に
つ
い
て
 

広
島

県
で

は
，
平
成

31
年
度
ま
で
に
土

砂
災
害
特

別
警
戒
区

域
の
指

定
を
完
了

す
る
こ
と

を
目
指

し
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
，
平
成

29
年
度
以
降
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
，
当
該
年
度
末
時
点
に
お
い
て
，
 

・
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
内
 

・
基
礎
調
査
の

結
果
，
指
定
が
見
込
ま
れ
る
区
域
内
 

 
 
に
位
置
す

る
建
物
を

有
す
る
県
立
学
校
数
を

対
象
と
し

て
い
る

。
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８
 
生
涯

に
わ

た
っ

て
学

び
続

け
る
た

め
の
環

境
づ
く

り
 

項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

８
（
１
）
 

生
涯
学
習
・
社

会
教

育
を

進

め
る

環
境

づ

く
り
 

 

○
 

県
民

が
生

涯
に

わ
た

っ
て

，
あ

ら
ゆ

る
機

会

に
，

あ
ら

ゆ
る

場
所

に
お

い
て

，
自

ら
に

適
し

た
手

段
や

方
法

を
選

択
し

な
が

ら
多

様
な

学
習

（
生

涯
学

習
）

を
行

う
た

め
の

学
習

環
境

の
充

実
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

       ○
 

公
民

館
等

に
お

け
る

社
会

や
地

域
の

課
題

解

決
に

向
け

た
講

座
の

割
合

が
増

加
す

る
な

ど
，

社
会

に
お

い
て

行
わ

れ
る

組
織

的
な

教
育

活
動

（
社

会
教

育
）

に
よ

る
学

習
機

会
の

充
実

が
図

ら
れ
て

い
ま
す
。
 

 ○
 

生
涯

学
習

・
社

会
教

育
関

係
職

員
の

専
門

性

の
向

上
を

図
る

た
め

の
研

修
等

を
通

じ
て

，
地

域
の

学
び

を
支

え
る

人
材

の
育

成
が

図
ら

れ
て

い
ま
す

。
 

○
 

大
学

や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
が
実

施
す
る

公
開
講

座
等

の

学
び

に
関
す

る
情
報

を
収
集

し
，

県
教

育
委
員

会

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
（
ま

な
び
ナ

ビ
ひ

ろ
し

ま
）
で

発

信
し
ま
し
た
。

 

 
 

ま
た

，
県
立

図
書
館
の

資
料
を

多
く
の

県
民

が

活
用

で
き
る

よ
う
，

市
町
立

図
書

館
へ

の
資
料

貸

出
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

≪
講
座
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
件
数
≫

 

H2
9
：
28
5
件
 ，

 H
30
：
21
6
件
 

≪
県
立
図
書
館
に
よ
る
搬
送
冊
数
≫

 

H2
9
：
26
,7
17

冊
 ，

 H
30
：
27
,8
51

冊
 

 ○
 

公
民

館
等
に

社
会
や
地

域
の
課

題
解
決

に
関

す

る
講

座
企
画

に
役
立

つ
情
報

（
公

民
館

等
お
役

立

ち
情
報
）
を
提
供
す
る
と
共
に
，「

公
民
館
等
活
性

化
モ

デ
ル
事

業
」
に

よ
り
優

良
事

例
を

掘
り
起

し

て
助
成
す
る
と
い
っ
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

 

 ○
 

生
涯

学
習
セ

ン
タ
ー
で

実
施
す

る
研
修

へ
の

参

加
を

促
進
す

る
た
め

，
同
一

研
修

を
複

数
地
で

開

催
し
，
参
加
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

≪
県
主
催
研
修
の
定
員
充
足
率
≫

 

H2
9
：
93
.5
％
 ，

 H
30
：
93
.1
％
 

 

○
 

県
民

が
身

近
な

場
所

で
多

様
な

学
習

が
で

き
る

よ
う
，
地
域
の
学
び
の
拠
点
で
あ
る
図
書
館
等
に
お

け
る
取
組
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

         ○
 

公
民

館
等

が
人

材
や

情
報

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

生
か
し
，
地
域
の
学
習
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
く

た
め
の
継
続
的
な
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

   ○
 

社
会

や
地

域
の

課
題

に
応

じ
た

学
習

機
会

を
提

供
で
き
る
よ
う
，
関
係
職
員
に
対
す
る
研
修
内
容
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

○
 

県
立

図
書

館
に

専
門

性
の

高
い

図
書

や
郷

土
資

料
を

充

実
さ

せ
，

そ
の

資
料

を
市

町
立

図
書

館
へ

貸
出

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
，

県
民

が
身

近
な

場
所

で
多

様
な

学
習

が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

 

        ○
 

公
民

館
等

に
お

い
て

，
引

き
続

き
，

社
会

や
地

域
の

課

題
に

対
応

し
た

学
習

機
会

を
充

実
さ

せ
て

い
く

た
め

，
新

た
な

コ
ン

テ
ン

ツ
（

家
庭

教
育

講
座

教
材

等
）

の
提

供
を

行
い
ま
す
。

 

  ○
 

関
係

職
員

が
経

験
年

数
や

職
務

内
容

に
応

じ
た

内
容

を

選
択

し
て

受
講

で
き

る
研

修
を

実
施

し
，

職
員

の
更

な
る

専
門
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

社
会
や
地
域
の
課
題
解
決
に
関
す
る
講
座
の
割
合

 
60
.3

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

60
.0
％
 

59
.8

％
 

60
.2
% 

 
 

―
 

目
標
値

(b
) 

61
％
 

62
％
 

63
％
 

64
％
 

65
％
 

生
涯

学
習

振
興

・
社

会
教

育
関

係
等

職
員

の
研

修

成
果
の
活
用
割
合

 

93
.7

％
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

10
0％

 
98
.7

％
 

10
0％

 
 

 

10
2.
0％

 

目
標
値

(b
) 

96
％
 

97
％
 

98
％
 

99
％
 

10
0％

 

８
（
２
）
 

優
れ

た
文

化

に
親

し
む

環

境
づ
く
り
 

○
 

文
化

財
の

保
存

・
活

用
や

伝
統

文
化

の
継

承
・

振
興

に
必

要
な

措
置

が
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

 

○
 
関
係
市
町

と
連
携
し
，
国
指
定
等

14
事
業
，
県

指
定

11
事
業

の
文

化
財
の

保
存

修
理

等
を

行
い

ま
し
た
。

 

 

○
 
文
化
財
の
経

年
劣
化
が
進
み
，
そ
の
保
存
修
理
等

に
つ

い
て

県
補

助
事

業
を

要
望

す
る

物
件

が
増

加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

 

○
 

各
市

町
と

連
携

し
な

が
ら

，
緊

急
性

の
高

い
物

件
に

つ

い
て

精
査

し
，

計
画

的
に

文
化

財
の

保
存

修
理

等
を

実
施

し
ま
す
。
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項
  
 目

 
目
標

（
実
施

方
針
）
 

平
成

30
年

度
の
主
な
成
果
 

残
さ
れ
た
課
題
 

令
和
元
年
度
の

取
組
方

向
 

 
○

 
楽

し
く

観
覧

で
き

，
分

か
り

や
す

い
展

示
内

容
と
な

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
 

    ○
 

来
館

者
の

快
適

な
観

覧
環

境
の

確
保

に
努

め
，

三
つ

の
文

化
施

設
の

総
入

館
者

数
・

総
利

用
者
数

を
増
や
し
ま
す
。
 

○
 

幅
広

い
県
民

の
興
味
関

心
に
応

え
る
展

示
（

北

原
コ

レ
ク
シ

ョ
ン
展

，
守
屋

壽
コ

レ
ク

シ
ョ
ン

）

と
，

調
査
研

究
成
果

に
基
づ

く
地

域
密

着
の
展

示

（
霧

に
包
ま

れ
た
古

墳
の
謎

，
発

掘
さ

れ
た
日

本

列
島

20
18
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
開
催
し
ま
し
た
。
 

 ○
 

安
全

・
快
適

な
観
覧
環

境
の
確

保
に
向

け
て

，

空
調

機
器
の

改
修
等

，
老
朽

化
し

た
施

設
・
設

備

の
維
持
管
理
・
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

 

 ○
 

学
校

利
用
の

効
果
的
な

取
組
を

行
っ
た

結
果

，

三
施

設
の

総
利

用
者

数
・
学

校
の

延
べ

利
用
回

数

が
目
標
値
を
上
回
り
ま
し
た
。

 

 

○
 
豪
雨
災
害
の
影
響
等
も
あ
り
，
各
施
設
の
入
館
者

数
・

利
用

者
数

は
昨

年
度

か
ら

減
少

し
て

い
ま

す

が
，
目
標
値
を
達
成
で
き
る
よ
う
，
展
示
に
対
す
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
改
善
に
努
め
，
展
示
・
公

開
方
法
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 ○
 
資
料
の
適
切
な
保
存
や
安
全
・
快
適
な
観
覧
環
境

の
確
保
に
向
け
た
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
へ
の
対
応

が
継
続
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 ○
 
目
標
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
，
引
き
続
き
利
用

者
に
選
ば
れ
る
よ
う

，
効
果
的
な
広
報
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 

○
 

 
引

き
続

き
，

幅
広

い
県

民
の

興
味

関
心

に
応

え
る

展

示
と

調
査

研
究

成
果

に
基

づ
く

地
域

密
着

の
展

示
を

，
バ

ラ
ン

ス
よ

く
開

催
す

る
と

と
も

に
，

県
内

外
の

博
物

館
施

設
の

工
夫

や
新

た
な

利
用

者
層

の
声

も
取

り
入

れ
な

が

ら
，
工
夫
を
凝
ら
し
た
魅
力
あ

る
展
示
を
行
い
ま
す
。

 

 ○
 

引
き

続
き

，
資

料
の

適
切

な
保

存
や

来
館

者
の

安
全

・

快
適

な
観

覧
環

境
の

確
保

な
ど

の
た

め
に

，
施

設
・

設
備

を
適
切
に
維
持
管
理
し
，
計
画

的
に
更
新
を
行
い
ま
す
。

 

 ○
 

児
童

・
生

徒
が

よ
り

一
層

文
化

財
に

親
し

め
る

よ
う

，

出
前

授
業

も
含

め
た

学
習

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，

利
用

等
に

つ
い

て
効

果
的

な
発

信
を

行
い

ま
す
。
 

 

事
業
指

標
 

H
28
 

基
準

値
 

項
目
 

平
成

28
年
度

 
平
成

29
年
度

 
平
成

30
年
度

 
令
和
元
年
度

 
令
和

2
年
度

 
平

成
30

年
度

 
進

捗
率
(a
/b
) 

歴
史

民
俗

資
料

館
，

歴
史

博
物

館
及

び
頼

山
陽

史

跡
資
料
館
の
入
館
者
数

 

90
,2
00

人
 

[H
25
～

27
] 

実
績
値

(a
) 

97
,4
96

人
 

11
1,
04
7
人
 

83
,1
56

人
 

 
 

92
％
 

目
標
値

(b
) 

90
,2
00

人
 

90
,2
00

人
 

90
,2
00

人
 

90
,2
00

人
 

90
,2
00

人
 

歴
史

民
俗

資
料

館
，

歴
史

博
物

館
及

び
頼

山
陽

史

跡
資
料
館
の
利
用
者
数

 

43
,7
00

人
 

[H
25
～

27
] 

実
績
値

(a
) 

47
,6
65

人
 

48
,1
49

人
 

44
,3
77

人
 

 
 

10
1％

 

目
標
値

(b
) 

43
,7
00

人
 

43
,7
00

人
 

43
,7
00

人
 

43
,7
00

人
 

43
,7
00

人
 

歴
史

民
俗

資
料

館
，

歴
史

博
物

館
及

び
頼

山
陽

史

跡
資
料
館
の
学
校
の
延
べ
利
用
回
数

 

36
2
回
 

[H
27
]
 

実
績
値

(a
) 

40
0
回
 

43
9
回
 

64
9
回
 

 
 

17
0％

 

目
標
値

(b
) 

38
0
回
 

38
0
回
 

38
0
回
 

38
0
回
 

38
0
回
 

評
 
価

 
評

価
の

理
由

 
 

順
調
 

豪
雨
災
害
の
影
響
も
あ
り
，
歴
史
民
俗
資
料
館
，
歴
史
博
物
館
及
び
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
の
３
館
合
計
の
入
館
者
数
が
目
標
値
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
，
学
校
の
延
べ
利
用
回
数
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
ほ
か
，
生

涯
学

習
振

興
・
社

会
教

育
関

係
等
職

員
の
研

修
成

果
の

活
用
割

合
が

10
0
％
に
達

す
る
な

ど
，
生

涯
に

わ
た

っ
て
学

び
続
け

る
た

め
の

環
境
づ

く
り
を

構
築

す
る

取
組
全

体
が
遅

れ
る

こ
と

な
く
推

進
さ
れ

て
い

る
こ

と
か
ら

，

「
順
調
」
と
し
ま
し
た
。
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外
部

意
見

 
 

○
 
博
物
館
に
つ
い
て

は
，
貴
重
な
資
料
だ
か
ら
と
い
っ
て
万
遍
な
く
展
示
す
る
の
で
は
な
く
，
来
館
者
に
展
示
の
物
語
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
ス
ト
ー
リ
ー
上
重
要
な
資
料
に
焦
点
化
し
た
展
示
と
す

る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

○
 
令
和
元
年
度
は
「
子
供
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
が
改
定
さ
れ
る
年
で
あ
る
。
県
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ま
で
も
「
教
員
の
た
め
の
図
書
館
活
用
講
座
」
な
ど
実
施
し
て
い
る
が
，
よ
り
一
層
，
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
計
画
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

 

○
 
公
民
館
の
活
性
化

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
，
県
内
の
公
民
館
２
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
優
秀
館
を
受

賞
す
る
な
ど
，
取
組
の
成
果
が
表
れ
て
き
て
お
り
，
評
価
し
た
い
。
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平成30年度の教育委員会委員の活動状況 
 
 

１ 教育委員会会議での審議等件数 … 議案43件，報告・協議38件 
 

（1） 定例教育委員会会議 … 議案39件，報告・協議38件（開催回数12回） 

（2） 臨時教育委員会会議 … 議案４件，報告・協議０件（開催回数１回） 

    （※議案には，教育長が臨時に代理した事案に対する承認を含む。）  

 

２ 会議開催時期及びその他の活動状況 
   

区
分 

会 議 その他の活動 

（学校等訪問・表彰式等） 教育委員会会議 その他の会議 

４月 

 

■定例会（4/13） 

(議案1件，報告・協議5件) 

 

■定例会（4/27） 

(議案3件，報告・協議2件) 

 

 

 

 

■広島市立広島みらい創生高等学校入学式（4/8） 

■県立西城紫水高等学校入学式（4/9） 

■教員採用候補者選考試験説明会（4/29） 

５月 
 

 

 

 

 

 

６月 

 

■定例会（6/8） 

(議案3件，報告・協議6件) 

 

 

 

 

■学校等訪問（6/21） 

 ・県立上下高等学校 

■学校等訪問（6/25） 

 ・坂町立坂中学校 

■学校等訪問（6/27） 

 ・竹原市立竹原中学校 

■広島叡智学園中学校説明会（6/30） 

 

７月 

 

■定例会（7/13） 

(議案3件，報告・協議4件) 

 

 

■全国都道府県教育委員会連合

会第1回総会等（7/23～7/24） 

 

 

■学校等訪問（7/4） 

 ・北広島町立芸北小学校 

 

８月 

 

■定例会（8/10） 

(議案5件，報告・協議5件) 

 

 

■中国五県教育委員会委員全員

協議会（8/29～8/30＠岡山県） 

 

 

 

９月 

 

■定例会（9/11） 

(議案3件，報告・協議4件) 

 

 

 

 

 

10月 

 

■定例会（10/12） 

(議案4件，報告・協議3件) 

 

■教育改革推進懇談会（10/12） 

■市町教育委員連合会との意見

交換会（10/23） 

 

 

■広島叡智学園中学校授業体験会・入試説明会 

（10/14） 

■学校等訪問 ～ひろしま教育ウィーク～ 

10/15・県立西条農業高等学校 

10/30・県立尾道特別支援学校 

10/31・県立賀茂北高等学校 

■「ひろしま教育の日」フォーラム（10/28） 
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区
分 

会 議 その他の活動 

（学校等訪問・表彰式等） 教育委員会会議 その他の会議 

11月 

 

■定例会（11/12） 

(議案2件，報告・協議3件) 

 

 

 

 

■女性教育委員グループ第2回研修会（11/2） 

■学校等訪問～ひろしま教育ウィーク～ 

11/1 ・県立西条特別支援学校 

   ・県立黒瀬特別支援学校 

・東広島市立小谷小学校 

11/7 ・福山市立赤坂小学校， 

11/13・県立教育センター 

11/22・県立三原高等学校 

■県高等学校長協会設立70周年記念式典（11/18） 

 

12月 

 

■定例会（12/4） 

(議案3件，報告・協議2件) 

 

 

 

 

■学校等訪問（12/12） 

 ・府中市立府中明郷学園 

■学校等訪問（12/19） 

 ・県立広島特別支援学校 

 ・県立広島南特別支援学校 

 ・県立歴史博物館 

 ・県立福山明王台高等学校 

■三校連携クリスマスコンサート（12/22） 

 

１月 

 

■定例会（1/11） 

(議案1件，報告・協議1件) 

 

■定例会（1/31） 

(議案5件，報告・協議3件) 

 

 

■全国都道府県教育委員会連合

会第2回総会等（1/28） 

 

■教育賞・教育奨励賞表彰式（1/31） 

 

２月 

 

 

 

 

 

■学校等訪問（2/7） 

 ・大竹市立大竹中学校 

■学校等訪問（2/25） 

 ・三次市立十日市小学校 

 

３月 

 

■定例会（3/13） 

(議案6件，報告・協議0件) 

 

■臨時会（3/27） 

(議案4件，報告・協議0件) 

 

 

 

 

■県立庄原格致高等学校卒業式（3/1） 

■女性教育委員グループ第3回研修会（3/6） 

■学校等訪問（3/8） 

 ・廿日市市立平良小学校 
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教育委員会会議定例会（平成30年４月13日）議題等一覧 
議案番号など 議   題   名 

第１号議案 平成30年度広島県教科用図書選定審議会委員の任命について 

報告・協議１ 平成31年度広島県・広島市公立学校教員採用候補者選考試験について 

報告・協議２ ものづくり人材育成日本一プロジェクトについて 

報告・協議３ 平成29年度生徒指導集中対策指定校等の状況及び平成30年度同指定校について 

報告・協議４ 平成29年度「山・海・島」体験活動ステップアップ事業について 

報告・協議５ 平成30年度全国中学校体育大会の開催について 

 
 
 

教育委員会会議定例会（平成30年４月27日）議題等一覧 
議案番号など 議   題   名 

第１号議案 平成31年度に使用する教科用図書の採択基本方針について 

報告・協議１ 
平成30年度広島県公立高等学校，特別支援学校高等部及び広島県立中学校入学者

状況について 

第２号議案 
平成31年度広島県立中学校，高等学校及び特別支援学校高等部入学者選抜の基本

方針について 

第３号議案 広島県生涯学習審議会委員の任命について 

報告・協議２ 県立高等学校等の再編整備の進捗状況について 

 

-69-



教育委員会会議定例会（平成30年６月８日）議題等一覧 
議案番号など 議   題   名 

第１号議案 
平成30年広島県議会６月定例会に提案される教育委員会関係の議案に対する意見

について 

第２号議案 知事の専決処分に対する意見について 

第３号議案 教職員人事について 

報告・協議１ 
平成31年度広島叡智学園中学校・高等学校教員採用候補者選考試験の実施につい

て 

報告・協議２ 広島県教師養成塾の運営状況について 

報告・協議３ 
大柿高等学校及び瀬戸田高等学校における学校活性化地域協議会の意見の概要等

について 

報告・協議４ 広島叡智学園中学校・高等学校の学校案内について 

報告・協議５ 
平成31年度広島県併設型中学校入学者選抜実施要項（広島叡智学園中学校）につ

いて 

報告・協議６ 平成30年度広島県公立高等学校入学者選抜一般学力検査の結果について 

 
 

教育委員会会議定例会（平成30年７月13日）議題等一覧 
議案番号など 議   題   名 

第１号議案 平成30年度メイプル賞（第１回）の受賞者について 

第２号議案 教職員人事について 

第３号議案 広島県博物館協議会の補欠の委員の任命について 

報告・協議１ 「学校における働き方改革取組方針」の策定について 

報告・協議２ 「運動部活動の方針」の策定について 

報告・協議３ 大柿高等学校及び瀬戸田高等学校の今後の在り方について 

報告・協議４ 県立義務教育諸学校で使用する教科用図書選定の進捗状況について 
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教育委員会会議定例会（平成30年８月10日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

第２号議案 知事の専決処分に対する意見について 

第３号議案 懲戒処分の指針の改正について 

第４号議案 大柿高等学校及び瀬戸田高等学校の今後の在り方について 

報 第１号 
平成30年広島県議会８月臨時会に提案された教育委員会関係の議案に対する意見

について 

報告・協議１ 平成30年度公立学校基本数報告等の結果（速報）の概要について 

報告・協議２ 平成30年度全国学力・学習状況調査の結果の概要について 

報告・協議３ 平成31年度に県立義務教育諸学校で使用する教科用図書の採択について 

報告・協議４ 
平成31年度に県立高等学校及び県立特別支援学校高等部で使用する教科用図書の

採択について 

報告・協議５ 平成31年度広島県公立高等学校入学者選抜の実施内容について 

 

 

 

教育委員会会議定例会（平成30年９月11日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 
平成30年広島県議会９月定例会に提案される教育委員会関係の議案に対する意見

について 

第２号議案 教職員人事について 

第３号議案 平成31年度県立高等学校及び県立特別支援学校高等部の入学定員の策定について 

報告・協議１ 「ひろしま教育の日」に係る取組について 

報告・協議２ 
平成31年度広島叡智学園中学校・高等学校教員採用候補者選考試験の結果につい

て 

報告・協議３ 公立学校施設の耐震改修状況フォローアップ調査の結果について 

報告・協議４ 平成31年度に使用する教科用図書の採択結果について 
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教育委員会会議定例会（平成30年10月12日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 知事の専決処分に対する意見について 

第２号議案 教職員人事について 

第３号議案 広島県立中学校学則の一部改正等について 

第４号議案 広島県いじめ問題調査委員会の委員の任命に対する意見について 

報告・協議１ 平成31年度広島県・広島市公立学校教員採用候補者選考試験の結果について 

報告・協議２ 高校生の就職をめぐる状況について 

報告・協議３ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組状況について 

 

 

 

教育委員会会議定例会（平成30年11月12日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 知事の専決処分に対する意見について 

報 第１号 知事の専決処分に対する意見について 

報告・協議１ 平成29年度の広島県における生徒指導上の諸課題の現状について 

報告・協議２ 平成30年度広島県児童生徒の体力・運動能力調査結果速報について 

報告・協議３ 「特別支援学校就職サポート隊ひろしま」推進企業の表彰について 
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教育委員会会議臨時会（平成30年12月４日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 
平成30年広島県議会12月定例会に提案される教育委員会関係の議案に対する意見

について 

第２号議案 県立特別支援学校の再編整備について 

第３号議案 教職員人事について 

報告・協議１ 平成31年度広島県教科用図書選定審議会委員の選任方針について 

報告・協議２ 小学校（５，６年生）の英語教育の「教科」化の動向について 

 

 

 

教育委員会会議定例会（平成31年１月11日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 平成30年度広島県教育賞及び広島県教育奨励賞の受賞者について 

報告・協議１ 
平成31年度広島叡智学園中学校・高等学校教員採用候補者後期選考試験の結果に

ついて 

 

 

 

教育委員会会議定例会（平成31年１月31日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 
平成31年広島県議会２月定例会に提案される教育委員会関係の議案に対する意見

について 

第２号議案 教育職員免許状に関する規則の一部改正について 

第３号議案 教職員人事について 

第４号議案 広島県立美術館条例の一部改正について 

第５号議案 頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館）の博物館登録について 

報告・協議１ 平成32年度広島県・広島市公立学校教員採用候補者選考試験の日程等について 

報告・協議２ 「広島県子供の読書活動推進計画（第四次）」骨子案について 

報告・協議３ 平成30年度広島県学力調査報告書について 
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教育委員会会議定例会（平成31年３月13日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 広島県教育委員会規則の制定及び一部改正について 

第２号議案 
広島県教育委員会組織規則及び広島県教育委員会職の設置に関する規則の一部改

正について 

第３号議案 教職員人事について 

第４号議案 教職員人事について 

第５号議案 平成30年度メイプル賞（第２回）の受賞者について 

報 第１号 
平成31年広島県議会２月定例会に提案された教育委員会関係の議案に対する意見

について 

 
 
 

教育委員会会議臨時会（平成31年３月27日）議題等一覧 

議案番号など 議   題   名 

第１号議案 広島県教育委員会規則の一部改正について 

第２号議案 教職員人事について 

第３号議案 広島県天然記念物の指定の解除について 

第４号議案 平成31年度広島県教科用図書選定審議会委員の任命について 
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